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序     文 

 

日本国政府は、エチオピア連邦民主共和国政府からの技術協力の要請に基づき、2007年12月から、

同国の南部諸民族州を対象に、持続的な給水管理メカニズムを構築し、これにかかる必要な組織や人

材の能力向上等を目的とした技術協力プロジェクトを実施してきました。 

南部諸民族州における初の技術協力プロジェクトであったことや、エチオピア全土における行政機

構改革（BPR）が時を同じくして始まったことなどから、当初の想定どおりには事業が進捗しないこ

とが懸念されてきましたが、協力開始から約2年を経てプロジェクトの中間地点に差し掛かった機会

をとらえ、これまでの活動を見直し、今後の活動をより良いものとするため、中間評価調査を実施し

ました。 

今般、以上の調査結果を報告書として取りまとめましたので、報告書が、本プロジェクトの今後に

役立つとともに、この技術協力が両国の友好・親善の一層の発展に寄与することを期待します。 

終わりに、本評価調査に対し、ご協力とご支援をいただいた両国の関係者の皆様に、心からの感謝

の意を表します。 

 

 

平成21年12月 

 
独立行政法人 国際協力機構 

エチオピア事務所長 
佐々木 克宏
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評価調査結果要約表 

１.案件の概要 

国名：エチオピア国 案件名：南部諸民族州給水技術改善計画 

分野：水セクター 援助形態：技術協力（業務実施型） 

所轄部署：エチオピア事務所 協力金額（評価時点）：1.98 億円 

先方関係機関：南部諸民族州水資源局 協力期間 2007年12月～2011年12月（4年間）

日本側協力機関： 

１-１ 協力の背景と概要 
内容 
（１） 上位目標：南部諸民族州において、給水システムの持続性が向上する。 
（２） プロジェクト目標：南部諸民族州の給水システムの開発、維持管理能力が向上する。 
（３） アウトプット 

【ステージ 1】 

0. ステージ 2 における詳細実施計画（PDM、PO を含む）が策定される。 

【ステージ 2】 

1．州水資源局の郡水事務所支援体制が強化される。 

2．郡水事務所職員及び給水設備修理職人の能力が向上する。 

3．対象郡の郡水事務所においてWWRDO の計画・実施、モニタリング評価にかかる能力が構築される。

4．対象郡の衛生組合の施設維持管理及び衛生改善にかかる能力が強化される。 

5．ハンドポンプのスペアパーツ供給網のモデルが構築される。 

6．適正技術（改良筒井戸、ロープポンプ）による給水施設の普及基盤が、州水資源局によって形

成される。 

（４） 投入（評価時点） 
日本側：専門家派遣     10 名(40.43 人月) 機材供与         約 6.6 百万円 
    研修員受入      0 名  ローカルコスト負担    約 49.2 百万円 
 
エチオピア国側：カウンターパート配置 プロジェクト開始当初は 6 名、評価時点では 2 名 
        土地・施設提供：専門家執務室 
        ローカルコスト負担：無し 

２.評価調査団の概要 

調査者 (1) 団長：晋川 眞 JICA エチオピア事務所次長 
(2) 調査企画：二見 伸一郎 JICA エチオピア事務所員 
(3) 評価分析コンサルタント：山本 佳恵 （株）グローバルリンク・マネジメント研究員

調査期間 2009 年 11 月 13 日－2009 年 12 月 4 日 評価種類：中間レビュー 

３．評価結果の概要  
３-１ 実績の確認 
既存の資料、報告書、聞き取り調査を通じて活動の実績を確認したところ、プロジェクト初年度は、
活動計画策定の基礎となる各調査実施と全体計画立案が行われた。本格実施の２年次以降、
BPR(Business Process Re-Engineering：行政機構改革)が進行したこと等が影響し、特にアウトプッ
ト 1～4 は計画の相次ぐ修正が必要となった。またアウトプット 1～3 のうち、一般研修を除く技術面
の投入や具体的な戦略については、未だ明確に打ち出されていなく、遅れが認められた。 

アウトプット 0： 

PDM1、PO が 2008 年 6 月の JCC で承認され、また 2009 年 6 月の JCC でも当該指標は達成されたことが

確認されている。 

アウトプット 1： 
概ね順調な GIS 関連の活動を除き、進捗は見られていなく、達成には課題が多いと言わざるを得ない。

アウトプット 2： 
活動は計画に基づき進められており、一部指標を除いて現時点での達成度はほぼ計画どおり。 

アウトプット 3： 

OJT 対象郡における、水供給野改善・増加計画策定、計画されたプロジェクト実施、計画の定期的な評

価については、州の施策との関係から実施されていなく、またプロジェクト実施と評価についてはプ

ロジェクト終了までの指標達成は難しいと考えられる。なお、本アウトプットのもう１つの指標であ
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る衛生組合のモニタリング報告については、達成できる見込みである。 

アウトプット 4： 
活動はほぼ順調に進捗しており、プロジェクト終了までに達成が見込まれる。 

アウトプット 5： 

活動はほぼ順調に進捗しており、プロジェクト終了までに達成が見込まれる。 

アウトプット 6： 
活動はほぼ順調に進捗しているものの、全ての指標について目標値が具体的に設定されていなかった
ため、その達成度を中間レビュー調査時点で評価することはできなかった。 

（プロジェクト目標の達成度合い） 

プロジェクト目標の達成を図る指標については、それぞれの指標に直接結びつく活動が展開され始め

られてはいるものの、その結果としてのアウトカムを測る指標の達成度を判断することは、時期尚早

である。これは、2009 年 6 月に改定された PDM2 におけるプロジェクト目標の指標についてその具体的

な目標値設定が 2010 年 1 月に予定されている故である。 

また、プロジェクト目標の達成を阻害する要因として、カウンターパート機関の組織的脆弱性（州政

府の職員人事のほとんどが暫定的であること）と、本年 7 月に予算年度が始まったばかりであるにも

関わらず予算措置・執行が大幅に遅れていることが挙げられる。 

３-２ 評価結果の要約 

（1）妥当性： 

世界最低レベルにある「安全な水へのアクセス」の改善は、エチオピアの社会開発課題において優先

度が非常に高いこと、さらにエチオピア政府は郡水事務所の人材育成と能力強化、低コスト技術導入、

不稼動施設のリハビリテーションを本課題に対応する主要戦略としていることから、本プロジェクト

はニーズと戦略の双方と整合していること、JICA の開発援助政策とも整合していることが確認された。

なお、本プロジェクトのターゲットグループの選定は適切だったと認められるが、プロジェクト期間

内に支援対象課題を達成するための戦略は必ずしも効率的ではなかったと考えられる。 

（2）有効性： 

プロジェクト目標の達成度を測る指標として、①村落給水システムの不稼動率、②水供給施設の増加、

の２つがあるが、具体的な数値目標が設定されていないこと等から、目標達成度を測ることはできな

かった。 

なお、プロジェクト目標の達成のためには、エチオピア側の予算措置等といった外部要件の解決だけ

ではなく、妥当性の点で言及したように、プロジェクトの実施戦略の改善が必要である。 

（3）効率性： 

アウトプット達成のために必要とされた投入の量・質・タイミングに関しては、エチオピア側、日本

側、ともに課題があった。 

エチオピア側では、運営費投入が皆無であったこと、カウンターパートが正式に任用されていないと

いう状況が続いている。 

日本側では、機材調達、現地業務費負担、専門家派遣の何れも、ほぼ計画通りという点では適切であ

ったと考えられるが、カウンターパートの不在や先方の開発計画の遅れが発生していた状況下で、当

初の計画どおりの投入を行ったことを適切と判断するかどうかは議論が求められる。 

このような状況にあることを考えると、プロジェクト実施の効率性には改善の余地が大きいと言える。

（4）インパクト： 

2008 年 9 月から行政改革が進み、州水資源局内、郡水事務所でも職員の配置換え、暫定人事等が行わ

れており、組織体制が非常に流動的である。 

終わりの見えない行政改革とその結果としての組織の脆弱化も予想され、上位目標、プロジェクト目

標を達成する際の阻害要因となっている。 

（5）自立発展性： 

エチオピア政府が、村落給水率の向上のため、維持管理と適正技術導入を推進する方向性は変わらな

いと考えられるため、政策的支援が継続されることは確かである。 

組織面については、行政改革が進捗中であり、その結果が定まっていないことから現段階では判断す

るに十分な情報が得られていない。 

財政面については、州・郡の何れにおいても経常経費しか予算措置されていなく、開発経費を外部に

依存していることから、プロジェクトの効果を維持・拡大するための予算を確保できる可能性は低い

と考えざるを得ない。 
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GIS やロープポンプ等、プロジェクトで移転する技術の利用については、プロジェクト終了後も州水資

源局が継続する可能性が高いと思われるが、実際の運用能力は今後の課題であり、現時点では日本人

専門家による技術指導が必要な状況である。 

これらから、政策面を除き、組織・財政・技術の何れの面においても改善の必要性が非常に高いと言

える。 

３-４ 結論 

中間レビュー時点でプロジェクト目標の達成見込みは判断できなかった。評価５項目の観点からは、

プロジェクト実施の妥当性は高いものの、効率性には改善の余地があり、有効性とインパクトについ

ては確認できなかった。自立発展性については、政策面以外について改善の余地が大いにあった。 

プロジェクト目標、上位目標の達成に向け、移転する技能・知識が内在化され組織的に活用されるよ

う、カウンターパートの配置が可及的速やかに行われることが求められる。 

なお、今回のレビューにおいてアウトプット及び活動の全面的な見直しを行ったが、これを踏まえて

PDM３が策定され、その計画どおりに活動が実施されれば、プロジェクト目標の達成は可能と考えられ

る。 

３-５ 提言 

次の４項目が、プロジェクト終了までに実施されるべきと提言された。 

（１）カウンターパートの可及的速やかな配置。 

（２）活動地域の特性に対応した戦略を編み出し、それを活かした活動を展開すること。 

（３）アウトプット間の連携を有機的に位置づけ、焦点を絞った活動ができるよう PDM３を策定する。 

（４）カウンターパートと日本人専門家による定期的な会議を開催すること。 

３-６ 教訓 

次の点が挙げられた。 

（１） 業務実施型のシャトル型専門家派遣では、カウンターパート（機関、職員）の積極性や活動の継

続性を維持することが非常に難しいため、専門家同士による相互補完体制だけではなく、ローカ

ルコーディネーターの配置といった工夫により、全体を見渡した包括的な管理体制を構築する必

要がある。 

（２） 専門分野ごとに複数の会社から専門家が短期派遣される場合、各専門家が各担当部分の達成を第

一義として活動を実施することから、投入の有機的な連携やプロジェクト総体としての管理が難

しい。 

（３） 現場の状況に即して、環境の変化に伴う実施計画の変更を、業務実施受託者が主体的に行う必要

があるが、これは業務指示書に明確に盛り込んでおくことが肝要である。 

プロジェクトの実施機関に青年海外協力隊員が派遣されている場合、情報共有や、相互の活動の有効

性を高めるために連携することは肝要であるが、協力隊活動の自主性・独立性を十分に理解し、プロ

ジェクトの実施部隊として業務指示を出したり、専門家不在時の代理としての活動実施を求めること

は避けられるべきである。 
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第1章 中間レビュー調査の概要 

1-1 中間レビュー調査の目的 
本中間レビュー調査は、エチオピア側と合同で、以下を目的として実施された。 

（1）投入実績、活動実績、計画達成度を調査し、実施計画との整合性を確認する。 
（2）実績の評価とあわせ、今後の活動にかかるプロジェクトからの提案内容についても、その妥

当性を確認する。 
（3）評価 5 項目の観点から検証を行い、終了時までの対応方針等について提言を行うとともに、

類似の技術協力案件への教訓を抽出する。 
（4）今後実施される終了時評価の結果をより確かなものとするため、必要に応じて PDM の改訂

を行う。 
 

1-2 調査団の構成 
（1）日本側調査団員 

a. 晋川 眞（団長） 
独立行政法人国際協力機構 エチオピア事務所 次長 

b. 丸尾 祐治 
独立行政法人国際協力機構 国際協力専門員 

c. 二見 伸一郎（調査企画） 
独立行政法人国際協力機構 エチオピア事務所 所員 

d. 山本 佳恵（評価分析） 
グローバルリンク・マネジメント株式会社 研究員 
 

（2）エチオピア側調査団 
a. Mr. Feleke DEMISSIE、（前）研修･社会開発部 
b. Mr. Ayele Kerga、（前）維持管理部（元）部長 
 

1-3 調査日程 
調査日程は、添付資料 1に示す通りである。 
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第2章 プロジェクトの概要 

2-1 プロジェクトの背景 
エチオピア国（以下「エ」国）における安全な水へのアクセス率の現状は 22％（2004 年 UNDP）

と、サブサハラ平均の 56％（2004 年）と比較しても極めて低い数値に留まっており、特に人口の 85％
が居住する村落部では、生活用水の確保に多大な時間と労力を費やさざるを得ず、安全な水の供給は、

基礎教育・保健医療・農村開発等と密接に関連する横断的な課題となっている。 

また 1994 年から始まったエチオピア現政権の地方分権化政策により、地方給水事業は各州政府に

移管され、郡レベルの水事務所が事業実施主体となるべく改革が進められている。しかし、地方行政

の予算確保、人材育成は遅れており、各州政府が独自に給水事業を展開するためには、技術者の育成

と給水施設の新設が急務となっている。また、既存給水施設の多くは故障したまま放置されているの

が現状であり、「エ」国政府の戦略プランである Universal Access Program (UAP) 達成のためには、給

水施設の維持管理・修理にかかる人材育成・体制整備が極めて重要となっている。特に村落部におい

ては、スペアパーツの入手が困難であるため、ハンドポンプの標準化とスペアパーツ供給網の確立が、

持続性のある給水施設維持管理の鍵となっている。 

南部諸民族州は、「エ」国の南部および南西部に位置し、人口約 14 百万人（「エ」国で 3 番目）の

うち、93％が村落住民である。同州の給水率（エチオピア基準）は 34.1％（2004 年）と全国平均の

35％を下回っており、また既存給水施設の約 30％が故障したまま放置され、使用不能となっている

と言われている。同州では 2005 年から日本の無償資金協力により村落部における給水施設の建設を

行ったが、給水施設の維持管理能力は十分とはいえない。特に持続的な給水率向上をはかるためには、

給水衛生事業を直接担う郡水事務所の能力強化、給水施設の修理職人等の技術レベル水衛生組合

（WASHCO）の能力向上が不可欠となっている。また、これらの能力向上を担う州水資源開発局の

機能向上も重要である。 

このような状況を踏まえ、南部諸民族州は、日本の無償資金協力とも積極的に連携をはかりながら、

持続的な給水管理メカニズムを構築し、これにかかる必要な組織や人材の能力向上等を目的とした技

術協力プロジェクトを要請した。 

2-2 プロジェクトの概要 
討議議事録（R/D）に示されるプロジェクトの概要は、以下の通りである。 

上位目標：南部諸民族州において給水システムの持続性が向上する。 

プロジェクト目標：南部諸民族州の給水システムの開発、維持管理能力が向上する。 

成果： 
【ステージ 1】 

1. ステージ 2 における詳細実施計画（PDM、PO を含む）が策定される。 
【ステージ 2】 

2. 州水資源局の郡水事務所支援体制が強化される。 
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3. 郡水事務所職員及び給水設備修理職人の能力が向上する。 
4. 対象郡の郡水事務所において WWRDO の計画･実施、モニタリング評価にかかる能力が構築

される。 
5. 対象郡の衛生組合の施設維持管理及び衛生改善にかかる能力が強化される。 
6. ハンドポンプのスペアパーツ供給網のモデルが構築される。 
7. 適正技術（改良筒井戸、ロープポンプ）による給水施設の普及基盤が、州水資源局によって

形成される。 
 

本プロジェクトの PDM は、2009 年 6 月に英語版で作成・承認がされた PDM 2 が現行の公式 PDM
として用いられてきている。本評価調査時に新たに日本語版を作成したことから、添付資料 2として

示す。 
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第3章 評価手法 

3-1 評価の手法 
本評価調査は、『JICA 事業評価ガイドライン（2004 年 1 月：改訂版）』に基づき、ログフレームを

用いた評価手法に則って実施した。『JICA 事業評価ガイドライン』による評価は、以下のとおり、4
つの手順で構成された。 

① プロジェクトの計画を論理的に配置したログフレームあるいはプロジェクト・デザイン・マ

トリックス（Project Design Matrix：以下、PDM と呼ぶ）を事業計画として捉え、評価デザ

インを確定する。 

② いくつかのデータ収集方法を通じ入手した情報をもとに、プロジェクトの現状を実績・実施

プロセス・因果関係の観点から把握・検証する。 

③ 「妥当性」「有効性」「効率性」「インパクト」「自立発展性」の 5 つの観点（評価 5 項目）か

ら、プロジェクトの成果（アウトカム）を評価する。 

④ また上記①から③を通じ、プロジェクトの成否に影響を及ぼした様々な要因の特定を試み、

プロジェクトの残りの実施期間の活動に対しての提言をとりまとめる。 

なお、本評価手法において活用される PDM の構成要素の内容は表 1に示す。 

表 1 PDM の構成要素 
上位目標 プロジェクトを実施することによって期待される長期的な効果。 

プロジェクト終了後 3 年～5 年程度で対象社会において発現する効果。 
プロジェクト目標 プロジェクト実施によって達成が期待される、ターゲットグループや対象

社会に対する直接的な効果。 
アウトプット プロジェクト目標達成のためにプロジェクトが生み出す財やサービス。 
活動 アウトプットを産出するために、投入を用いて行う一連の具体的な行為。

指標 プロジェクトのアウトプット、目標および上位目標の達成度を測るもの

で、客観的に検証できる基準。 
指標データ入手 
手段 

指標を検証するための情報源。 

外部条件 プロジェクトでコントロールできないが、プロジェクトの成否に影響を与

える外部要因。 
前提条件 プロジェクトを開始するために必要な条件。 
投入 プロジェクトのアウトプットを産出するために必要な資源（人員･資機材･

運営経費・施設など）。 
出所：プロジェクト評価の手引き（JICA事業評価ガイドライン）、2004年2月。 
 
更に、本プロジェクトの評価に適用される評価 5 項目の各項目の定義は以下の表 2 のとおりであ

る。 
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表 2 評価 5 項目の定義 
評価五項目 JICA事業評価ガイドラインによる定義 

妥当性 プロジェクトの目指している効果（プロジェクト目標や上位目標）がプロジェクト目

標や上位目標が、受益者のニーズに合致しているか、相手国の政策との整合性はある

か、日本の援助政策に沿ったものか等「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う

視点。 

有効性 プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益がもたらされている

のか（あるいはもたらされるのか）を問う視点。 

効率性 主にプロジェクトのコストおよび効果の関係に着目し、投入資源が有効に活用されて

いるか（あるいはされるか）を問う視点。 

インパクト プロジェクトの実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果を見る

視点。この際、予期しなかった正・負の効果・影響も含む。 

自立発展性 援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（あるいは持続の

見込みはあるか）を問う視点。 

出所：プロジェクト評価の手引き（JICA事業評価ガイドライン）、2004年2月。 
 

3-2 主な調査項目とデータ収集方法 

3-2-1 主な調査項目 
本評価調査においては、以下の評価設問を中心に調査を実施した。 

1） 投入、活動、アウトプット、プロジェクト目標、上位目標に関する達成度合いあるいは達成

予測 

2） プロジェクトのモニタリングや軌道修正は適切に行われているか。カウンターパートのオー

ナーシップは醸成されているか。カウンターパートと専門家とのコミュニケーションはとれ

ているか。その他ドナー機関や国内機関とはどのような関係が構築されているか。 

3） 本プロジェクトで選択された上位目標・プロジェクトの目標は現時点でのエチオピアの水セ

クター政策、我が国の援助方針等に合致しているか。また、ターゲットグループのニーズに

プロジェクト目標・上位目標は評価時においても合致しているか。 

4） プロジェクト目標の達成はプロジェクト中間時までにどの程度見込めるか。達成された、ま

た達成されなかった課題は何か。各アウトプットはどの程度プロジェクト目標達成に貢献し

ているか。また、その成否の阻害・促進要因は何か。本プロジェクトのエチオピア国の水セ

クターにおける位置づけは何か。他のドナーの動向はどうなのか。 

なお、より詳細な評価設問は、必要なデータ、収集方法、情報源とともに添付資料 3の評価グリッ

ドに示した。現地調査の結果を全て記載した評価グリッドは添付資料 4として示した。 

3-2-2 データ収集方法 
PDM 記載事項の実績データを中心に、以下の情報源およびデータ収集手法を用いて情報を収集し

た。 

1） R/D、PDM、活動計画（PO）、及び 協議議事録（M/M）などのプロジェクト計画文書 

2） プロジェクト専門家の報告書 
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3） 日本人専門家およびカウンターパート、関連機関からの聞き取り及び質問票への回答 

4） エチオピア側、日本側の投入に関する記録 

5） その他プロジェクトによる記録 

6） ボルソ・ソレ郡水事務所現地踏査 

上記方法で収集されたデータやその分析結果が日本側評価調査団によってまとめられた後、日本側

と「エ」国側双方からなる合同評価委員会で活動の達成度や 5 項目評価について協議を行い、12 月 2
日にその結果を踏まえた合同中間レビュー報告書に州水資源局長及び JICA 評価調査団長が署名を行

なった。（添付資料 6） 

なお、インタビューの主要面談者の詳細情報は添付資料 6 合同中間レビュー報告書 ANNEX-1 の

通りである。 

3-3 評価調査の制約・限界 
本評価調査を実施する際の制約・限界として、プロジェクトの年次計画（PO）にある活動のそれ

ぞれの達成値や PDM 上の指標が具体性を持っていなかったため、各活動のモニタリングの根拠とな

る定量データを何に求めるかが不明であったことが挙げられる。その結果、本評価調査では評価結果

の根拠として、全ての活動を実績ベースで捉え、現地調査で行った定性データ（関係者のインタビュ

ー、質問票等で得たデータ）を重点的に活用することにした。また、進捗している行政改革（BPR1）

の影響で、現在正式に任官を受けているカウンターパートが一名を除き不在という状況が続いている

ことから、以前カウンターパートとして日本人専門家と協働したことのある州水資源局の職員からの

聴き取り調査を行った。結果として、今後の活動の展開や目標やアウトプット、活動の達成にかかる

見通し等については、日本側専門家からの聴き取り･協議の結果を重点的に活用することになり、エ

側の視点が盛り込まれてはいない。 

3-4 PDM の変遷 
本プロジェクトでは、2009 年 10 月までの間にプロジェクト・デザイン・マトリクス（PDM）の見

直しが２回なされた。表 3は PDM の改定時期、その理由及びプロセスをまとめたものである。プロ

ジェクト概要（ターゲットグループ、アウトプット、活動、指標）の変遷は表 4にまとめた。指標入

手手段は指標の変更に伴い適宜変更された。 

PDM 0 から PDM 1 への変更は、ステージ 1 のアウトプット０としてプロジェクトの詳細計画を策

定することが求められていたことから行われた。PDM 1 から PDM 2 の変更は、実際に進捗している

活動の目的やアプローチを明確にし、指標の設定をするためであった。言葉の定義の明確化をするた

めに行われ、非常に限定的な変更に留まった。なお、本案件の PDM については、英語版が公式 PDM
として用いられ、和文では作成されていない。これまで関連報告書で用いられてきた和文表記を基本

的に踏襲し、今般の調査に際し改めて準備したものである。 

                                                        
1 BPR 後、州水資源局は、４つのコアプロセス（意訳すると機軸局：水資源管理、水供給・施設管理、灌漑、鉱物資

源･エネルギー庁）と７つのサブプロセス（計画、調達･供給･財務、人事、政府情報･コミュニケーション、人統計･

文書、内部監査、ジェンダー・HIV）から構成される模様である。本プロジェクトの CP としては、水資源管理、水

供給・施設管理の２つのコアプロセスに所属する職員である可能性が高い。 
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なお、今回の中間レビューにおいて、更なる PDM の整理・改訂が必要であるため、評価団はアウ

トプット部分については案を作成し、プロジェクト関係者に活動項目、指標、外部条件の見直しを含

む PDM の調整作業を引き継いだ。詳しくは「第 7 章 プロジェクト計画の修正案」を参照されたい。 

表 3 PDM 変更の経緯 

年月 PDM の改訂と承認 改訂理由・プロセス 

2006 年 11 月 PDM 0 が事前評価調査団により作成さ

れる。 
 

2007 年 12 月 PDM 1 への改訂が行われ、JCC により

承認される。 
[改訂理由]ステージ 1 のアウトプットとして

PDM と PO の作成が当初から必要とされてい

たためである。 

[改訂プロセス]ステージ 1 中に業務委託を受

けた日本人専門家チームが主導で修正案を作

成し、州水資源開発局との協議を経て、JCC
により承認を受けた。 

2009 年 6 月 PDM 2 へ改訂が承認される。 [改訂理由]実際に進捗している活動の目的や

アプローチを明確し、指標の設定をするため

である。 

[改訂プロセス]日本人専門家チームが主導で

改訂版を作成し、JCC において承認された。

 
表 4 PDM の変遷 
プロジェクトの対象地域 

PDM 0（2006 年 11 月） PDM 1（2007 年 12 月） PDM 2（2009 年 6 月） 

・ アウトプット０～２：南部諸民

族州の全州を基本とするが直接

的には約 80 郡を対象。 
・ アウトプット３～６：数郡の重

点対象郡（ステージ 1 において

80 郡のうち無償給水施設設置

14 郡より、1～5 郡程度適切な規

模を検討･選定する。） 

 
・ アウトプット０～２：全州を基

本とするも直接的には 78 郡（13
県）を対象とする。 

・ アウトプット３～４：重点対象

郡 6 郡対象。 
（注：対象郡は、ステージ 1 の

第一次ベースライン調査の結果

により日本無償資金協力事業対

象 18 郡の中から選定。①シダマ

県フラ郡、②シルティ県シルテ

ィ郡、③カンバタ・テンバロ県

アンガチャ、④ワレイタ県ボル

ソソレ郡、⑤ダウロ県ロマ郡、

⑥ガモ・ゴッファ県アルバミン

チ･ツリア郡） 
・ アウトプット５：モデルプロジ

ェクト対象候補地域 ①ワレイ

タ県ソド市（周辺郡）、②シルテ

ィ県ワラベ市（周辺郡）、③ゲデ

オ県イルガチェフェ郡、④シダ

 
PDM 1 と同じ 
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マ県アレタ・ワンド郡、⑤ガモ・

ゴッファ県アルバミンチ市、⑥

重点対象郡（6 郡） 
・ アウトプット６：モデルプロジ

ェクト対象候補地域は、6 重点

対象郡から選定し、候補は①シ

ルティ県シルティ郡とシダマ県

フラ郡 
上位目標 

PDM 0（2006 年 11 月） PDM 1（2007 年 12 月） PDM 2（2009 年 6 月） 
 
南部諸民族州において給水シス

テムの持続性が向上する 
PDM 0 に同じ PDM 0 に同じ 

上位目標の指標 

1. 対象地域における村落給水施

設へのアクセス率 
2. 対象地域における村落給水施

設の稼働率 

村落給水率の増加率 南部諸民族州において飲料水へ

のアクセスが改善される 

プロジェクト目標から上位目標達成のための外部条件 

南部諸民族州政府が同州におけ

る村落給水開発政策を変更しな

い 

PDM 0 に同じ ・ 南部諸民族州政府が同州におけ

る村落給水開発政策を変更しな

い。 
・ 日本が支援していない郡におい

て郡水資源事務所の村落給水支

援サービスが他の機関からの支

援によって改善される。 

プロジェクト目標 

南部諸民族州の給水システムの

開発、維持管理能力が向上する 
PDM 0 に同じ PDM 0 に同じ 

プロジェクト目標の指標 

・ 南部諸民族州水資源局におけ

る給水人材育成体制の制度整

備状況 
・ 給水システム維持管理人材 

（約 80 郡）の増加率 
・ 重点対象郡（80 郡のうち無償

資金協力による給水計画対象

14 郡中の 1～5 郡程度）の既

存井戸施設の修理までのリー

ドタイム 
・ 適正技術普及に係る南部諸民

族州水資源開発局の政策的イ

ニシアティブ 
・ スペアパーツ供給網に係る南

部諸民族州水資源局の政策的

イニシアティブ 
 

・ 重点対象地域における村落給水

施設へのアクセス率 
・ 重点対象地域における村落給水

施設の稼働率 

・ OJT 対象のワレダが村落給水施

設の不稼働率を改善する。 
・ OJT 対象のワレダにおいて村落

給水施設が増加する。 
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アウトプットからプロジェクト目標達成のための外部条件 

南部諸民族州水資源開発局、県水

資源開発事務所、郡水事務所にお

いて、深刻な規模の離職が発生し

ない 

PDM 0 に同じ PDM 0 に同じ 

アウトプット 

アウトプット０ 
ステージ 2 における詳細実施計画 
（PDM、PO を含む）が策定される 

アウトプット１ 
州水資源局の郡水事務所支援体

制が強化される 
アウトプット２ 
郡水事務所、県水資源開発事務所

の人材及び給水設備修理職人の

給水事業に係る能力が向上する 
アウトプット３ 
重点対象郡の郡水事務所におい

て給水施設の給水事業運営(計
画･実施･モニタリング及び評価

など)にかかる能力が定着する。 
アウトプット４ 
重点対象郡の住民による水衛生

組合の給水施設維持管理及び衛

生改善活動にかかる能力が強化

される。 
アウトプット５ 
ハンドポンプのスペアパーツ供

給網のモデルが構築される。 
アウトプット６ 
適正技術（改良筒井戸、ロープポ

ンプ）による給水施設の普及基盤

が、州水資源局によって形成され

る。 

PDM 0 に同じ PDM 0 に同じ 

アウトプットの指標 

アウトプット０の指標 
・ 策定された詳細実施計画の技

術的及び財務的実効性 
・ 研修対象者に対するニーズ・ア

セスメントの結果 

 
プロジェクトドキュメントが

2008 年 6 月の JCC にて承認され

る 

 
PDM 1 に同じ 
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アウトプット１の指標 
 
・ 研修カリキュラム及び研修計

画の策定状況 
・ 研修コースで必要な研修教材

数及び教材の質（アンケート調

査） 
・ 研修講師数及び講師・コーディ

ネーターの質（アンケート調

査） 
・ GIS データベースモデルの質

（持続性、先方からの評価） 

 
 
1-1. 郡事務所に必要な支援を実

施するため、州水資源開発

局（及び県事務所）により、

年次毎の活動計画（アクシ

ョン･プラン）が策定され

る。 
1-2. 年次活動計画の実施体制が

州内に確立する。 
1-3. 2 年次終了までに６重点対

象郡の GIS データベースが

構築される 

 
 
1-1. 州水資源開発局が本プロジ

ェクトの経験を通じて 2010
年の末までに局独自の能力

開発プログラム実施体制を

構築する。 
 
1-2. 2011 年のプロジェクト完了

時までに、全郡を網羅する

GIS データベースが設置さ

れ、郡の水セクターの戦略

計画に利用される。 
アウトプット２の指標 
 
・ 研修受講者数（約 80 郡におけ

る郡水事務所職員、給水設備修

理職人） 
・ 研修受講者数の成績 
・ 研修終了後の研修成果の現場

での活用状況 

 
2-1. 研修対象郡の郡水事務所

は、定期的に（４半期及び

年次）モニタリング報告書

を提出する。 
2-2. 研修終了後、受講した職人

により、給水施設の修理・

建設工事が行われる。 
2-3. 研修対象郡の CPP より研修

終了毎に良好な評価を得

る。 

 
2-1. 2010 年末までに改修テキス

ト、ハンドアウト、プレゼ

ンテーション含むカリキュ

ラムとガイドラインを準備

する。 
2-2. PDM 1 に同じ 
 
2-3. トレーニング対象郡の CPP

がトレーニング終了時に実

践的なアクションプランを

提出する。 
アウトプット３の指標 
 
・ 重点対象郡における成果 2 の

研修内容を踏まえた給水事業

運営の定着度（モニタリング調

査） 
・ 重点対象郡の郡水事務所職員

における給水事業にかかる能

力の変化（知識、技術、意識･

態度） 
・ 重点対象郡におけるモニタリ

ング評価結果の研修へのフィ

ードバック状況 
 

 
3-1. 重点対象郡水事務所は、給

水率増大を図るため、郡内

の給水改善計画を策定する

（全体計画及び優先計画）

3-2. 重点対象郡水事務所は計画

されたプロジェクトを具現

化する。 
3-3. 重点対象郡水事務所は既存

（及び新設）給水施設のモ

ニタリング･評価を実施す

る。 
3-4. 重点対象郡水事務所の CPP

は、重点対象水衛生組合の

モニタリング結果について

月例報告を行う。 
 

 
3-1. OJT 対象郡水事務所が郡水

事務所の監督域における水

供給の改善･増加計画を策

定する 
3-2. PDM 1 と同じ 
 
 
3-3. PDM 1 と同じ 
 
 
3-4. PDM 1 と同じ 
 

アウトプット４の指標 
 
・ 重点対象水衛生組合員におけ

る能力の変化（知識、技術、意

識･態度）（モニタリング調査） 
・ 各種計画や報告書の質と量 
・ 適切に運営されている水衛生

組合の数（水代徴収率、定期会

議への出席率、会計管理の適切

さなど） 
 

 
4-1. 第２年次以降、対象

WASHCO が郡水事務所及

びｹﾍﾞﾚ事務所に毎月月例報

告所を提出する。 
4-2. プロジェクト 3 年次までに

維持管理の節約分が

WASHCO の歳入の少なく

とも 4 割となる。 
4-3. 第２年次以降、対象

 
4-1. PDM 1 に同じ 
 
 
 
4-2. 第４年次終了時までに全対

象 WASHCO が２年分の維

持管理に必要な費用を積み

立てる。 
4-3. PDM 1 に同じ 
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WASHCO が定期的に予防

維持管理を実施する。 

アウトプット５の指標 
 
・ スペアパーツの取り扱いを行

っている業者の数 
・ 対象郡におけるコミュニティ

レベルまでスペアパーツが確

実に届くルートの確立 
 

 
5-1. 3 年次末までにマニュアル

に沿って SP の売上と在庫

量が毎月記録される。 
5-2. 4 年次末までに SP の在庫補

充が正しく行われる。 
5-3. スペアパーツ供給網構築の

ガイドラインが 5 年次末ま

でに作成される。 

 
PDM 1 に同じ 

アウトプット６の指標 
 
・ 手掘井戸（現地）職人のインベ

ントリーの満足度（ヒアリング

調査） 
・ 設立された職人組合の数、メン

バー数 
・ 適正技術の実演回数 
・ 現地職人によって設置された

ロープポンプの数（販売による

設置数と JICA 直接設置数） 
・ 改良筒井戸の数 
・ 育成された現地職員の数 

 
6-1. 南部諸民族州において、ロ

ープポンプ 60台の設置を第

2 年次から開始する。 
6-2. 第 2 年次に公共用ロープポ

ンプ製造の研修を行い、5
台を試験設置する。 

6-3. 公共用ロープポンプの普及

活動が 2 年次後半に開始さ

れる。 
6-4. 改良筒井戸研修と職人組合

組織化が 2 年次に実施され

る。 

 
6-1. ロープポンプ、改良型手堀

井戸等の技術と知識をもつ

職人の数が毎年増える。 
6-2. ロープポンプ、改良型手堀

井戸の利用に興味をもつ人

の数が毎年増える。 
6-3. 適正技術の知識を持つ水事

務所の職員の数が毎年増え

る。 
6-4. 適正技術を担当する職員の

機能グループがプロジェク

ト終了までに結成される。

活動 

アウトプット０にかかる活動 
 

0-1 成果1の州支援体制強化及び

成果2の研修実施に係る準備

（ニーズ・アセスメント、研

修計画、カリキュラム、教材

作成など） 
0-2 成果3（郡水事務所における給

水事業のマネジメント支援に

かかる活動）に係る活動計画

の策定及び対象郡の選定 
0-3 成果4に係る活動計画の策定

及び活動0-2で選ばれた郡の

中から、成果4（郡水事務所に

よる水衛生組合活動の支援）

に係る対象地域の選定、 
0-4 スペアパーツ供給網モデル案

の策定に必要な情報収集及び

成果5に係る活動計画の策定 
0-5 成果6に係る活動計画の策定

及び成果6（適正技術の普及基

盤構築にかかる活動）のため

の対象郡を選定 

 
 
PDM 0 に同じ 

 
 
PDM 0 に同じ 
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アウトプット１にかかる活動 
 

1-1. 研修講師/コーディネーター

の育成 
1-2. 郡水事務所、地方職人を対

象とした各種研修マネジメ

ントの実践 
1-3. 研修成果及び研修内容の評

価及びフィードバック 
1-4. 現場からの意見や研修評価

の結果に基づいた研修カリ

キュラム及び教材の改訂 
1-5. 水資源開発管理を効果的に

行うためのGISデータベー

スモデルの改良 

 
 
1-1. 研修計画を構築する 
1-2. 現地リソースでの研修講師

を改善する 
1-3. 県および郡水資源事務所の

人材及び給水施設修理職人

に対する研修を実施する 
1-4. PDM 0の活動1-3に同じ：研

修内容と結果の評価とフィ

ードバックを行う 
1-5. 現地実地での評価及びフィ

ードバックに基づき、研修

計画及び教材を改善する 
1-6. 水資源局による持続的な能

力開発計画を構築する 
1-7. 効果的な水資源開発および

管理のためのGISデータベ

ースモデルを改善する 

 
 
PDM 1 に同じ 

アウトプット２にかかる活動 
 

2-1 2郡（県）水事務所職員に対す

る各種給水事業関連研修の実

施（研修項目：計画、実施、

モニタリング･評価、維持管

理、経理及び契約業務、施工

管理、電気機器管理、水衛生

組合の組織化及び強化） 
2-2 地方職人に対する湧水点給水

施設（On-spot Spring）および

ハンドポンプ関連研修の実施 

 
 
PDM 0 に同じ 

 
 
PDM 0 に同じ 

アウトプット３にかかる活動 
 

3-1 対象郡水事務所（県水資源開

発事務所）における成果２で

実施した給水事業の管理運営

に係る研修事項の現場におけ

る実施支援 
3-2 対象郡における給水事業の定

期的なモニタリング・評価 
3-3 3-2の評価結果に基づく成果

の研修へのフィードバック 

 
 

3-1 重点対象郡へOJTを実施す

る。 
3-2 郡レベルでの水セクターの予

算分配を促進する。 
3-3 郡水資源事務所のプロジェク

ト実施を支援する。 
3-4 現地で対象郡の水事務所によ

る給水スキームの維持管理を

支援する。 
3-5 対象郡で給水スキームを定期

的にモニタリング及び評価す

る。 
3-6 PDM 0の3-3に同じ：モニタリ

ング、評価した結果を研修へ

フィードバックする。 

 
 
PDM 1 に同じ 

アウトプット４にかかる活動 
 

4-1 郡水事務所によって行われる

水衛生組合の組織力強化に係

 
PDM 0 に同じ 

 
PDM 0 に同じ 
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る活動支援 
4-2 郡水事務所による水衛生組合

の支援活動のモニタリング・

評価 
アウトプット５にかかる活動 
 

5-1 スペアパーツ供給網のモデ

ル案の検討 
5-2 スペアパーツ供給網のモデ

ル案の試験的実施 
5-3 スペアパーツ供給網のモデ

ル案の評価 
5-4 スペアパーツ無償提供の廃

止を含むスペアパーツ供給

網の実施案を策定 

 
 
5-1. PDM 0に同じ 
 
5-2. PDM 0に同じ 
 
5-3. PDM 0に同じ 
 
5-4. スペアパーツ供給網構築の

ガイドラインの作成 

 
 
PDM 1に同じ 

アウトプット６にかかる活動 
 

6-1 手堀井戸（現地）職人のイン

ベントリーの作成 
6-2 現地職人に対する改良筒井戸

に係る研修実施 
6-3 郡レベルでの職人組合設立の

支援 
6-4 現地職人に対するロープポン

プ（世帯用及び公共用）製作、

設置、維持管理等に係る研修

実施 
6-5 コミュニティ共同ロープポン

プの実演を通じた現地職人の

育成 
6-6 世帯用ロープポンプの普及活

動を通じた現地職人の育成 
6-7 世帯用およびコミュニティ共

同ロープポンプの需要を喚起

するための活動の実施 

 
 

6-1. 改良型手堀井戸研修の実施
 
6-2. 郡レベルでの職人組合組織

のためのサポート 
6-3. 現地職人に対しロープポン

プ技術の研修 
6-4. 需要喚起のための公共用ロ

ープポンプの設置 
 
 
6-5. 需要喚起のための家庭用ロ

ープポンプのデモ設置 
 
6-6. ロープポンプ需要喚起のた

めの施策実施 

 
 
PDM 1 に同じ 
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第4章 プロジェクトの実績と現状 

4-1 投入実績 
合同評価団は、PDM 2 及び業務実施契約に従って、以下の通り概ね予定通りの投入が行われてい

ることを確認した。 

4-1-1 日本側投入 
専門家派遣、現地業務に関しては、概ね計画通りに投入が実施された。 

ア） 専門家派遣 

2009 年 11 月までに、業務実施型専門家として、総括／村落給水（地下水開発）、副総括／

村落給水（施設設備）、村落給水（電気機械）、ロープポンプ／改良筒井戸、ロープポンプ、社

会経済、社会開発／村落衛生（1）、社会開発／村落衛生（2）、GIS／情報管理、業務調整の計

10 名が派遣され、2009 年 11 月現在での実績は 40.43 人月である。これら専門家派遣の詳細に

ついては、添付資料 6の合同中間レビュー報告書 ANNEX-5 を参照されたい。 

イ） 機材供与 

供与機材としては 5,971 千円のフィールド業務用の 4 駆動車を含む 6,592 千円相当が調達さ

れた。携行機材は、フッ素イオン計、GIS 地図、衛星電話を含む 1,443 千円であった。その詳

細については、添付資料 6の合同中間レビュー報告書 ANNEX-6 を参照されたい。 

ウ） 現地業務費 

2007 年度には、24,841 千円、2008 年度 24,395 千円、の総計 49,236 千円が現地業務費として

支出された。ローカルコンサルタント傭人費と車の借り上げ費用が主要費用項目である。その

詳細については、添付資料 6の合同中間レビュー報告書の ANNEX-7 を参照されたい。 

4-1-2 エチオピア側の投入 
ア） カウンターパートの配置 

プロジェクト開始及び途中に配置された C/P は 6 名であった。プロジェクト開始時に局長で

あったジャマール氏は異動し、ミティック氏に代わった。またプロジェクト.マネジャーであ

ったカス氏は病を得て、2009 年 1 月から休みに入った。行政改革（BPR）の実施が進み、中

間レビュー時に正式にポストの提示を受けているのは、他 4 名の職員のうち、GIS 担当の 1 名

だけである。他 3 名については正式なポストを提示されておらず、また病から復帰したカス氏

は任官されてはいるものの、プロジェクトカウンターパートとしての位置づけは不明である。

結果として、現在プロジェクトにはプロジェクトマネジャーを初め、アウトプット１の GIS
部分の担当を除く全てのアウトプットにカウンターパートが不在という、非常に懸念すべき事

態となっていることが判明した。詳細については、添付資料 6の合同中間レビュー報告書

ANNEX-8 を参照されたい。 
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イ） 土地・施設の提供 

日本人専門家とローカルスタッフに対して州水資源事務局内に執務室が１部屋確保されて

いる。専門家派遣が重なった場合には狭い。 

ウ） ローカルコストの費用負担 

ステージ 1 開始からの中間レビュー時点に至るまでにエチオピア側による経費負担は行わ

れていない。 

4-2 活動の実施状況 
本プロジェクトでは PDM 2 に表記されている通り 31 項目の活動が実施されている。調査団は既存

の資料、報告書、聞き取り調査を通じて活動の実績を確認した。プロジェクト初年度は、活動計画策

定の基礎となる各調査実施とプロジェクト全体計画の立案が行われた。本格実施が始められたプロジ

ェクト 2 年次の 2008 年 9 月以降、BPR が進捗し、カウンターパートが多忙を極め、またポストから

の異動･入れ替えがあったこと、州水資源局による給水施設インベントリー調査の実施、無償資金協

力部分のソフトコンポーネントの実施で県・郡水事務所担当分が十分に行われていなかった、等から、

特にアウトプット１～４については、計画の相次ぐ修正が必要となった。またアウトプット１～３の

うち一般研修を除く技術面の投入や具体的な戦略については未だ明確に打ち出されておらず、遅れが

認められた。 

4-3 アウトプットの達成状況 
中間レビュー時点において、アウトプットの達成はアウトプット０を除き、限定的である。設定さ

れた 5 つのアウトプットそれぞれの達成状況は、以下の通りである。 

 
アウトプット 0： ステージ 2 における詳細実施計画（PDM、PO を含む）が策定される。 

指標 0-1 2008 年 6 月の JCC によってプロジェクトドキュメントが承認される 

 
PDM 1、PO が 2008 年 6 月に開催された JCC において承認を受け、当該指標は達成されている。

その後、設定指標の一部が再度改訂され、2009 年 6 月 JCC で承認された。既に当アウトプットはス

テージ 1 中に達成したことが確認された。 

 
日本側投入 
アウトプット 1： 州水資源局の郡水事務所支援体制が強化される。 

指標 1-1 本プロジェクトの経験を通じて州水資源局が 2010年末までに能力開発プログラムの実施

体制を構築する 
指標 1-2 2011 年のプロジェクト終了までに全地域を包括する GIS データベースが作成され、水セ

クターの戦略計画作りに用いられる 
 

アウトプット１にかかる活動は概ね順調に実施されつつある GIS を除き進捗しておらず、指標 1-1
については、プロジェクト終了時までに達成する見込みが低いと言わざるを得ない。その根拠は以下

の通りである。 
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指標 1-1「本プロジェクトの経験を通じて州水資源局が 2010 年末までに能力開発プログラムの実

施体制を構築する」については、中間レビュー時点においては、州水資源局における郡水事務所支援

体制及び能力開発プログラムにかかる組織体制は明確には打ち出されておらず、また、プロジェクト

としての方針も確定していないことが確認された。 

指標 1-2「2011 年のプロジェクト終了までに全地域を包括する GIS データベースが作成され、水セ

クターの戦略計画作りに用いられる」については、プロジェクト初年度に GIS 関連準備･調査活動を

行い、2 年次には、データベース構築基礎資料の一つである全州 5 万 1 地勢図のデジタル化を行った。

当プロジェクトで重点対象郡 6 郡については、データベースの基礎となる水供給施設インベントリー

を実施する予定にしていたが、州水資源局が2009年1月から全郡を対象に調査を実施したことから、

プロジェクトとしては重複を避けるため中止した。3 年次に、インベントリー調査のデータを活用し

たデータベース構築を 6 重点対象郡の GIS 水理地質図の作成から開始し、併せて州水資源局の GIS
担当者に対する講師研修を行う計画である。中間レビュー時点においては、プロジェクト終了までに

GIS データベースについての指標達成は見込めるものの、水セクターの戦略作りを含む GIS の運用に

ついては、局としての方針も、また方針を打ち出すだけの組織体制が未整備であることから、その達

成については課題が多いと言わざるを得ない。 

 
アウトプット 2： 郡水事務所職員及び給水設備修理職人の能力が向上する。 

指標 2-1 （修正ずみの教科書、配布資料、プレゼン資料を含む）研修プログラムのカリキュラム、

ガイドラインが 2010 年末までに作成される。 
指標 2-2 研修対象郡（78）の研修参加職人が水供給施設の修理・建設ができるようになる。 

指標 2-3 研修対象郡の CPP が研修コースの終了時に実践的な実行計画を提出する。 

 
アウトプット２にかかる活動は計画に基づき進められている。指標 2-2 を除き、現時点での達成度

はほぼ計画通りである。その根拠は以下の通りである。 

指標 2-1「（修正ずみの教科書、配布資料、プレゼン資料を含む）研修プログラムのカリキュラム、

ガイドラインが 2010 年末までに作成される。」については、(1) プロジェクト計画管理、(2) 給水技

術、(3) 電気･機械、(4) 社会･開発、(5) 職人技能 1（ハンドポンプ維持管理）、(6) 職人技能 2（湧水

施設）、(7) コンピュータ技能、(8) 地下水開発、の 8 つの一般研修コース別のカリキュラム概要が専

門家により作成された。教材、参考資料は、州水資源局専門家、外部リソース（特にアワサの職業訓

練校）により構成される研修講師との協議により準備された。2年次にはこれら8コースのうち (6) を
除く 7 コースが実施され、約 230 名（うち県水事務職員は地下水開発･給水技術･電気機械のコースを

中心に 33 名参加）が参加した。当研修実施と 3 年次に実施予定の第 2 回研修実施を通じて、研修プ

ログラムのカリキュラム及びガイドラインのモニタリングを行い、資料分析、関係者討議などを通じ

て改訂カリキュラム・ガイドラインを準備する予定であり、2010 年末までに当指標の達成が果たせ

る見込みである。 

指標 2-2「研修対象郡（78）の研修参加職人が水供給施設の修理・建設ができるようになる」につ

いては、一般研修の一部として、州水資源局職員と研修対象郡 78 の郡技術職員（職人）に対しハン

ドポンプ維持管理研修を計画した。2009 年 5 月に 21 名の参加を得て実施した。6 つの重点対象郡の
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うちアンガチャ、ロマ、アルバミンチ、ボルソソレの４郡からの参加もあった。湧水施設建設研修は、

2 年次に計画されたが、実習場所の都合により延期されたことから、3 年次に実施を予定している。

研修生が職場に戻ってからの各人の修理･建設実績の確認については、フォローアップ体制が未整備

であり、中間レビュー時点では検証することができない。 

指標 2-3「研修対象郡の CPP が研修コースの終了時に実践的な実行計画を提出する」については、

1 年次のベースライン調査を通じて行った研修ニーズ・アセスメント結果を基に一般研修の一部とし

て社会開発研修を第 2 年次の 2009 年 5 月 20 日-6 月 12 日まで重点対象６郡を含む 13 郡から 19 名の

郡水事務所所属の Community Participation Promoter (CPP) を対象に実施した。その内容は、住民参加

型運営維持管理の基本コンセプト、CPP の具体的な日常業務、コミュニケーションスキル、給水に必

要な技術知識や保健衛生であった。研修での学びを職場に戻ってどのように活用していくかについて、

アクションプラン（何をいつ、実施するか）の形でまとめるように試みたが、自分の業務の範疇を超

えた郡全体の給水計画のような実行計画を策定してきたため、3 年次以降に再度実践的な計画立案が

できるように対応する予定でとなっている。 

 
アウトプット 3： 重点対象郡の郡水事務所において給水施設の給水事業運営（計画・実施・モニ

タリング及び評価）にかかる能力が定着する。 

指標 3-1 OJT 対象郡水事務所が郡水事務所の監督域における水供給の改善･増加計画を策定する。

指標 3-2 OJT 対象郡水事務所が計画されたプロジェクトを実施する。 

指標 3-3 OJT 対象郡水事務所が既存（及び新設の）水計画を定期的に評価する。 

指標 3-4 研修対象郡の CPP が研修後、対象水衛生組合のモニタリング報告を毎月提出する。 

 
アウトプット３の特に指標 3-1～3-3 にかかる活動はまだ開始されていない。指標 3-4 については活

動が順調に進捗しており、プロジェクト終了までに達成が見込まれる。その根拠は以下のとおりであ

る。 

指標 3-1「OJT 対象郡水事務所が郡水事務所の監督域における水供給の改善･増加計画を策定する」

にかかる OJT 対象郡は、わが国の無償資金協力「南部諸民族州給水計画」の第一期、第二期の対象

であった 18 郡の中から、5 つ（シルティ、アンガチャ、ボルソ・ソレ、ロマ、フラ）が選定された。

これら 5 郡は州内北部と東部に限定されていたため、南部から無償の対象郡ではなかったもの、アル

バミンチを重点対象郡として加えた。計画・実施・モニタリングに係る OJT は、2 年次本案件による

インベントリー調査から開始して、郡の改善・増加計画策定指導を実施する予定であった。しかし、

2009 年 1 月から全郡でインベントリー調査が実施されたことから、重複を避けるため、本案件での

インベントリー調査を行わないことになり、3 年次に至るまで当指標に係る活動は行われてきていな

い。OJT 対象郡のうち 2 郡については、既に UNICEF 及びアフリカ開発銀行の支援により、郡レベ

ルで WASH チームが組成され、既に郡の水開発計画は策定済みであることが確認されていることか

ら、これら２郡を除く４郡において WASH チームを組織化し、郡の改善・増加計画策定を指導する

計画である。 
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指標 3-2「OJT 対象郡水事務所が計画されたプロジェクトを実施する」及び指標 3-3「OJT 対象郡

水事務所が既存（及び新設の）水計画を定期的に評価する」については、中間レビューまでにプロジ

ェクトの実施は行われず、大幅な遅延が認められる。また、実施上、優先プロジェクトの選定や資金

確保の問題が予想されることから、プロジェクト終了時までに当 2 つの指標の達成は難しい見込みで

ある。 

指標 3-4「研修対象郡の CPP が研修後、対象水衛生組合のモニタリング報告を毎月提出する」につ

いては、OJT 対象郡である６つの郡水事務所で、CPP が毎月纏める集計表（案）については日本人専

門家によって既に作成されている。3 年次には、カウンターパートや水の防衛隊 JOCV も交えて協議

し、案を叩き台とし、集計フォーム（＝CPP の報告書）を作成、重点対象郡水事務所や CPP に説明

を行い、郡 CPP によるモニタリングを開始する計画である。 

 
アウトプット 4： 重点対象郡の給水・衛生組合（WASHCO）の給水施設維持管理、及び衛生改善

活動にかかる能力が強化される。 

指標 4-1 プロジェクト 2 年次後に対象水衛生組合が WWRDO やケベレ事務所に月間報告書を提出

する。 
指標 4-2 プロジェクト 4 年次までに対象水衛生組合は 2 年間分の維持管理に必要な資金を貯める。

指標 4-3 プロジェクト 2 年次後に対象水衛生組合が定期的に予防維持を実施する。 

 
アウトプット４については、活動はほぼ順調に進捗しており、プロジェクト終了までに達成が見込

まれる。その根拠は以下のとおりである。 

指標 4-1「プロジェクト 2 年次後に対象水衛生組合が WWRDO やケベレ事務所に月間報告書を提

出する」の月間報告書については 2009 年 2 月-5 月にサイト別に参加型現状分析をした際に、フォー

マットを配付し、説明がされている。6 郡のうち、ボロソソレ郡とロマ郡の 2 郡については、対象 21
サイト中 8 サイトの提出がされているものの、他の 4 郡については、まだ月間報告書の提出は定着し

ていない。今後、CPP を通じてアドバイスを継続し、励行且つ定期報告を通じて、必要項目のモニタ

リングが定着するよう働きかけをしていく予定である。 

指標 4-2「プロジェクト 4 年次までに対象水衛生組合は 2 年間分の維持管理に必要な資金を貯める」

については、2009 年 2 月から 5 月にかけて 21 施設の重点対象組合別に現状分析をしたところ、全対

象施設で料金徴収が行われており、同時に維持管理用の積立金額も確認されている。その資金貯蓄の

対策として考えられる現行給水料金の見直し（通常 1 Birr/ 月/ 世帯）を含めたアクションプランも

一部の WASHCO では検討されており、その具現化を 3 年次以降の OJT により促進する予定である。

指標とする「2 年分の維持管理費用」は、既往案件で計算した例もあるが、3 年次に予定されている

WASHCO 対象研修において施設別に算出し、モニタリングを進めていく計画である。 

指標 4-3「プロジェクト 2 年次後に対象水衛生組合が定期的に予防維持を実施する」にかかる活動

は、今後本格的に実施される予定である。2009 年 2 月-5 月に 21 給水施設を管理する水衛生組合

（WASHCO）別に現状分析をした際に、全対象施設で予防維持が実施されていないことが確認され

ている。3 年次には、維持管理ができるよう簡易工具の調達やケアテーカーやオペレーターに対する
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研修を行い、予防維持にかかる条件整備を促進していく予定となっている。技術的な維持管理の能力

向上にかかる具体的な方策は今後検討される。 

 
アウトプット 5： ハンドポンプのスペアパーツ供給網のモデルが構築される。 

指標 5-1 プロジェクト 3 年次末までにマニュアルに従って売上げ・在庫数が記録される。 

指標 5-2 4 年次末までに在庫調整が適正に行われる。 

指標 5-3 5 年次末までスペアパーツ供給網構築ガイドラインが策定される。 

 
アウトプット５については、活動はほぼ順調に進捗しており、プロジェクト終了までに達成が見込

まれる。 

指標 5-1「プロジェクト 3 年次末までにマニュアルに従って売上げ・在庫数が記録される」につい

ては、5 地区でのアウトレットモデル（①政府機関モデル：シルティ県水事務所、②公営法人モデル：

ソド都市水道供給局、③民間企業モデル：アルバミンチ金属加工業者、④ハンドポンプ利用者協同組

合モデル：ゲデオ県イルガチェフハンドポンプ利用者組合（新設）、⑤民間ハンドポンプ修理職人組

合：ダウロ県テルチャの民間ＨＰ修理職人組合（新設）においてスペアパーツ販売を開始した。販売

開始前に、専門家と州水資源局のカウンターパート 2 名が各対象アウトレット担当グループを対象に

販売管理に係る研修を実施した。3 年次は販売開始後のフォローアップ調査および各アウトレットの

実状による再訓練・指導を予定している。アウトレットにより販売管理の実態に相違が出る可能性も

あるが、基本作業である記帳事務は必要不可欠であり、各アウトレットが基準に準拠した事務を継続

的に行うよう指導を徹底する。中間レビュー時に訪問した②については、売り上げ、在庫数が毎月記

録されていることが確認されている。 

指標 5-2「4 年次末までに在庫調整が適正に行われる」については、今後活動が展開される予定で

あり、その達成度を判断するには時期尚早であった。3 年次調査により在庫調整を含む持続的な販売

のための戦略を検討し、4 年次末までに適正な在庫調整を目指すことにしている。 

指標 5-3「5 年次末までスペアパーツ供給網構築ガイドラインが策定される」についても、今後活

動が展開される予定であり、その達成度を判断するには時期尚早であった。州水資源局は、2 年次 JCC
において、条件の異なる 5 モデルによるアウトレット販売のモニタリングを行い、将来的な体制確立

を支援して行く意思を表明している。 プロジェクト終了までに適切なガイドラインを準備する計画

であるが、当該ガイドラインの準備･適用には州水資源局による体制整備が不可欠であり、現在のエ

側のカウンターパート不在や政策決定をするだけの組織能力の不足が続いた場合、指標の達成にはか

なりの困難が伴うと予想される。 

 
アウトプット 6： 適正技術（改良筒井戸、ロープポンプ）による給水施設の普及基盤が、州水資

源局によって形成される。 

指標 6-1 改良筒井戸、ロープポンプの技術･知識を有する職人数が毎年増加する。 

指標 6-2 改良筒井戸、ロープポンプに興味を持つ人の数が毎年増加する。 
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指標 6-3 適正技術にかかる知識を有する WWDO 職員数が毎年増加する。 

 
アウトプット６については、活動はほぼ順調に進捗しているものの、全ての指標について目標値が

具体的に設定されていなかったため、その達成度を中間レビュー調査時点で評価することはできない。 

指標 6-1「改良筒井戸、ロープポンプの技術･知識を有する職人数が毎年増加する」のうち、改良

筒井戸建設の適地と判断されたパイロットプロジェクト対象郡はシルティとフラの２郡であった。こ

の 2 郡においてそれぞれ 15 名の郡水事務所選抜による職人を対象に研修を実施した。3 年次は対象

をアルバミンチ郡に移し、同様の職人研修を計画している。更に、9 名に対しロープポンプ研修を実

施した。 こうした研修を通じ職人数の増加は認められるも、目標値が具体的に設定されていないた

め、中間レビューにおいてその達成度を検証することは難しい。 

指標 6-2「改良筒井戸、ロープポンプに興味を持つ人の数が毎年増加する」については、2008 年

11 月に実施した需要供給調査で重点対象郡のシルティとフラにおいてロープポンプの認知度を把握

した。既に EWTEC により 5 台が設置されていたシルティでは 40％（田舎）から 70％（町周辺）と

認知度が高く、設置のないフラでは両地域で 10％以下と低いことから、ロープポンプのデモ設置の

認知度への貢献が確認された。当プロジェクトでは、引き続きロープポンプの設置、研修、広報活動

を続け、ロープポンプへの関心を高めていくことを計画しており、その成果達成を同様の調査を再度

4 年次に実施することにより把握する計画である。同時に 2 年次から郡水事務所とロープポンプ製造

ワークショップに調査票をおき、ロープポンプの購入や相談に訪れる住民の数等を記録し始めており、

今後広報やデモ設置の効果を確認することにしている。毎年増加することは期待されるも、具体的な

数値達成目標を設定していないため、中間レビュー時点ではその達成度を判断することは難しい。 

指標 6-3「適正技術にかかる知識を有する WWDO 職員数が毎年増加する」については、重点対象

6 郡を中心とした郡水事務所職員計 9 名に数日～1 週間のロープポンプ設置の OJT を実施した。また

手堀井戸実地研修においても各郡から 1 名が職人対象ワークショップ等に参加したことから、職員数

は増加傾向にあると言える。ただし、ベースラインと目標値が設定されていないことから、その達成

度を中間レビュー時点で判断することは難しい。 

指標 6-4「プロジェクト終了までに WRDB に適正技術を取り扱うグループが機能している」につ

いては、州水資源局にロープポンプの担当者としてカウンターパート 1 名と技工 1 名が候補として挙

げられたが、各人の業務多忙と英語能力不足・立場上の問題もあり、具体的な話には至っていない。

局内にロープポンプを含め適正技術を扱うグループの設立が必要であると認識を醸成しようと働き

かけているが、BPR による州水資源局の組織体制の流動化もあり進展していない。州水資源局が明

確な意図を持って適正技術による給水施設の普及をするという体制を打ち出すこと、かつ適切なカウ

ンターパートの配置が、本指標の達成には必要不可欠であり、中間レビュー時点においてはその見込

みは非常に低いと言わざるを得ない。 

その他指標に表れない達成としては、他の 3 州におけるロープポンプの普及活動が挙げられる。

2008 年 9 月末より、EWTEC フェーズ 2 におけるロープポンプ普及活動のフォローアップとして本案

件で普及状況の確認と今後の普及方法の検討をすることになった。具体的な活動としては、ティグラ

イ州、アムハラ州、オロミア州の３州において、①すでに分配された 296 台のロープポンプの設置作

業のフォローアップ、②EWTEC の研修修了生への製造フォローアップ研修、③州･県職員を対象と
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したロープポンプ品質コンロトール訓練、が計画された。ティグライ州では NGO、アムハラ州では

民間職人・ワークショップ、郡職員、オロミア州では郡職員を対象にした研修を実施し、研修を通じ

てティグライで 36 台（配布数 40 台）、オロミア州では７台（配布数 156 台）の設置がされたことが

確認された。特筆すべきは、これまでロープポンプが設置された実績が無かったティグライ州におい

て、当プロジェクトの普及活動が起爆剤となり、研修に参加した NGO のロープポンプへの関心が高

まり、独自予算で追加発注をするなど、大きな需要を生み出したことである。今後、３州それぞれに

ロープポンプ普及モデルの検討とそれに応じた研修計画の策定がされている。 

4-4 プロジェクト目標達成の見込み 
 
プロジェクト目標： 南部諸民族州の給水システムの開発、維持管理能力が向上する。 

指標 1 OJT 対象のワレダにおける村落給水システムの不稼動率が改善する。 

指標 2 OJT 対象のワレダにおいて水供給施設が増加する。 

 
プロジェクト目標の達成を図る指標については、これまで研修の実施に加え、それぞれの指標に直

接結びつく活動が展開され始められてはいるものの、その結果としてのアウトカムを測る指標の達成

度を判断することは、時期尚早である。 

2009 年 6 月に PDM 2 が策定され、プロジェクト目標の指標は①OJT 対象のワレダが村落給水シス

テムの不稼動率を改善する、②OJT 対象のワレダにおいて水供給施設が増加する、と改められた。し

かし何れの指標についても、2009 年に州水資源局が実施した水供給施設インベントリー調査の結果

を精査した後に具体的な目標値の設定と及び具体的な方策が 2010 年 1 月までに策定される予定であ

るため、中間レビュー評価時点ではその指標の達成度を測ることはできない。 

プロジェクト目標の達成を阻害する要因として、カウンターパート機関の組織的な脆弱性が挙げら

れる。2008 年に始まった BPR により、本プロジェクトの実施機関南部諸民族州の州水資源局の組織

再編が進められ、カウンターパートの不在や入れ替わりがあった。中間レビュー時点においても BPR
は終了しておらず、プロジェクトダイレクターである州水資源局の局長を除き、プロジェクトマネジ

ャーを努める立場にあると想定される Water and Sanitation Process（邦訳：水･衛生部）の部長も暫定

人事であり他、全てのアウトプットのカウンターパートが正式任官を受けていない状態が続いている。

また、2009 年 7 月に新年度が開始されているが、予算措置･執行も大幅に遅れており、州水資源局自

体の業務が停滞している。 

4-5 実施プロセス 

4-5-1 プロジェクトの実施管理・モニタリング 
本案件では、プロジェクト管理が総和または各アウトプットごとではなく、アウトプットを導き出

すインプット（例：社会開発担当専門家、技術担当専門家）毎の活動で行われていることが特徴であ

り、その結果、プロジェクト全体としてのアウトカムの 適化よりも、各専門家それぞれが 適と考

える活動計画が策定され、活動毎の効率や結果が追求されている。そのために、計画の不明確な部分、

特にプロジェクトがその終了時において何を達成すべきであるか等構想が十分に練られておらず、プ
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ロジェクトとしての総和的な結果をどこに求めるのか、そのための具体的な戦略は何であるのか、に

ついてエ側、日本側の両方で合意が形成されていない状況が生まれている。 

プロジェクトは業務実施型の専門家シャトル派遣による実施が進められており、カウンターパート

の実質的な不在から、1 年を通じての継続的な活動は展開されていない。ほぼ全てのアウトプットに

ついては専門家不在の際には、実質的に不活動の状態が生じている。例外的に社会開発については、

州水資源局に派遣されている青年海外協力隊「水の防衛隊」が活動支援を行うといった形で対処がさ

れてきた。しかしながら、同一機関に派遣されているとは言え、相手機関の指揮系統下にあって独自

に活動を展開すべき隊員に専門家不在の際の社会開発活動の継続やカウンターパートとの連絡中継

ぎを依存するという状態は避けられるべきであり、プロジェクト実施体制そのものの見直しが緊急的

に求められる深刻な状況であると言わざるを得ない。特に本プロジェクトでは、カウンターパートの

実質的な不在という異常事態が発生していることから、1 年を通じてのローカルコーディネーターの

傭上などの検討も含め、日本側の実施体制のより一層の強化が必要とされている。 

プロジェクト活動のモニタリングは PDM 2/PO 2 に沿って日本側によって行われた。活動の進捗等

にかかるモニタリングは、専門家の進捗報告書や活動毎にカウンターパートとの会合を通じて行なわ

れている。プロジェクトの R/D では合同調整委員会の開催に関して合意されており、これまでに 2008
年 6 月 16 日、2009 年 6 月 12 日の２回開催された。 

4-5-2 現行 PDM にかかる課題 
本プロジェクトの実施プロセスは、プロジェクトの計画（PDM）に起因する条件により大きく影

響を受けた。現行 PDM にはそれぞれのアウトプットを産出するための活動を誰が、どのような活動

を、どの程度実際にすべきであるのか、などが不明であった。同時に、州、県、郡、ケベレ･コミュ

ニティレベルにおいて、そもそも誰の能力を、何ができるようになるために、どのような手段をとっ

て、育成するのか、という能力強化のアプローチとそのアプローチのプロセスや対象があいまいのま

まに活動が展開されており、プロジェクト全体としての能力向上戦略の明確化が必要であることが認

められた。また、アウトプットの効果を測定するための多くの指標が PDM 2 に至るまで、目標値を

初めとして具体性を持って設定されていなかったため、プロジェクト効果をモニタリングするための

データがプロジェクトにより必ずしも収集されてきていなかった。 

4-5-3 コミュニケーション 
本プロジェクトでは、業務実施契約型案件で見られるシャトル型の専門家派遣形式であるため、そ

れぞれの専門家が 大限の努力をしても、時間的制約や不在時にはきめ細かな対応ができない状況も

ある。特に本案件では、プロジェクトの本格実施が始められた 2 年次からエ側において BPR が開始

され、カウンターパートが不在という異常事態が発生し、3 年次開始時点でも同様の状態が続いてい

ることから、カウンターパートとのコミュニケーションについては課題が多い。 

毎月一回のカウンターパートとプロジェクトチーム間の定例会議が計画されたが、実施には至らな

かった。エ側からは日本側専門家からの情報共有が限定され、その時々ですべき活動について協力を

要請されるが、プロジェクトの全体像やそれぞれの活動の方向性が見え難く、情報共有の要請が強く

挙げられた。日本側のみのコミュニケーションについても、これまで専門家が帰国のたびに報告書を

作成し、関係者と情報共有に務めてはいたが、情報共有が一層必要とされていることが確認された。 
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日々のプロジェクト活動を通じての技術移転の方法については、BPR によるカウンターパートの

不在の中で、各専門家により多大な努力がされてきたものの、カウンターパートの不在･多忙により

技術移転は、州水資源局に対しては限定的であった。郡水資源局に対する技術移転は研修を通じて開

始されており、今後 OJT などを通じて強化されて行く計画である。 

4-5-4 州水資源局のオーナーシップ 
プロジェクトの要請･開始時に局長であったジャマール氏の交代、プロジェクト本格実施の 2 年度

から BPR によるカウンターパートの多忙･不在また暫定任命人事により、中間レビュー時点ではプロ

ジェクトそのものが実施機関である南部州水資源局に十分理解されておらず、オーナーシップの度合

いは低いと言わざるを得ない。 
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第5章 評価５項目による評価結果 

合同評価団は、プロジェクトを、妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性という 5 項目

の観点から評価した。 

5-1 妥当性 
妥当性とは、プロジェクト目標及び上位目標が、受益者のニーズと合致しているか、エチオピア国

の開発政策と日本の援助政策との整合性があるか、など「援助プロジェクトの正当性」を、見る評価

項目である。本プロジェクトの妥当性は、以下の理由により本中間レビュー時においても高いと言え

る。 

5-1-1 エチオピア国のニーズ・政策との整合性 
エチオピアの開発指標の多くは遅れてはいるが、その中にあっても、安全な水へのアクセスは際立

って悪く、国連基準での安全給水率は 2004 年の統計で 22％（世界 低）であるため、生活用水の管

理は、社会開発課題の中で優先度が高いことから、南部諸民族州において村落給水システムの開発･

不稼動施設のリハビリ、維持管理能力の強化を通じてアクセス改善を目指す本プロジェクトは

「エ」 国のニーズに合致していることが確認された。 

エチオピア政府は、2005 年に Universal Access Program を策定し、独自基準（国連基準よりもアク

セスの基準達成が容易）での給水率を、策定時点の 35％から 2012 年までに 98％に改善することにし

ている。水資源省では同計画の目標達成の促進のために、郡水事務所の人材育成と能力強化、低コス

ト技術の積極的採用、不稼動施設のリハビリテーションを主要戦略として位置づけており、南部諸民

族州において給水システムの開発･維持管理にかかる能力の向上をはかるという本プロジェクトは、

「エ」 国側の開発政策との整合性が高いと言える。 

5-1-2 ターゲットグループのニーズ 
本プロジェクトの対象グループは、6 つのワレダ水資源事務所と 21 給水施設（WASHCO）であり、

村落給水を直接担当する行政機関･組織にある対象グループの技能向上ニーズに合致していたと言え

る。 

5-1-3 日本の援助政策との整合性 
JICA 対エチオピア国別事業展開計画の中で、①農業･農村開発、②産業開発、③保健、④教育、⑤

社会経済インフラ、⑥生活用水の管理、が、援助重点分野として位置づけられている。本プロジェク

トの目的は、⑥の生活用水の管理に合致しており、JICA の開発援助政策との整合性は高いと言える。

同時に、本プロジェクトは、JICA が技術協力機関として人づくりを通じて、「エ」 国南部諸民族州

の給水システムの開発･維持管理能力の向上を行うことを支援するものであり、村落給水にかかる人

材育成への需要に答えるものであるため、妥当性は高かった。 
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5-1-4 アプローチの適切性 
当プロジェクトは、世界でも 低レベルにある「エ」 国の給水率の改善を、人口規模が全国でも 3

番目に大きい南部諸民族州において、無償資金協力「南部諸民族州給水計画」を通じて建設された給

水施設の持続的な維持管理運営が果たされるようこれらの給水施設のある郡の郡水事務所や職人の

技術レベルの向上を意図して計画された。州の水行政を率いる州水資源局を実施機関として、進捗す

る地方分権化に対応した形で、ユーザーに一番近く村落給水の開発･維持管理に管掌業務とする郡水

事務所職員の能力強化を図るとした、当プロジェクトは、その目的や実施機関・対象グループについ

ては適切であったと言える。しかし、一方で、南部諸民族州の給水システム開発･維持管理にかかる

課題は、その一つ一つが単独の技術プロジェクトとして成立するほど複雑で甚大な課題であるが、そ

の多くを本プロジェクトでの支援対象課題として取り込み、それらを４年間というプロジェクト期間

で達成する戦略は必ずしも効率的ではなかったといえる。 

5-1-5 日本の援助の比較優位 
南部諸民族州における無償資金協力「南部諸民族州給水計画」を通じて建設された給水施設が持続

的に維持管理運営されるためには、これらの給水施設のある郡の郡水事務所や職人の技術レベルの向

上が不可欠であるとして、本プロジェクトではこれらの郡を重点対象としてパイロット事業を展開す

ることにした。また、水衛生組合強化については、無償資金協力のソフトコンポーネントとして既に

取り組まれているという前提から、その成果の検証を行った上でアプローチを引き継ぐという形を取

った。また、「エ」 国では、地下水開発･水供給訓練計画プロジェクト（EWTEC）フェーズ１～３を

通じて、給水人材の育成やロープポンプ普及に係る技術開発と職人の育成を実施してきた。EWTEC
を通じて州･県事務所の職員の能力の強化が図られており、当プロジェクトでは、特に郡やコミュニ

ティレベルでの人材･組織能力の強化を図ることに注力しており、相互補完性があることが確認され

た。「エ」 国や南部諸民族州に対する我が国のこれまでの協力事業の有効性、インパクトが総体とし

て高められる協力内容であり、日本の援助の優位性は非常に高いと言える。 

5-1-6 その他 
プロジェクトの要請･開始時に局長であったジャマール氏の交代に始まり、プロジェクトの本格実

施の 2 年次からエチオピア側において BPR が開始され、カウンターパートが不在という異常事態が

発生し、3 年次開始の 2009 年 11 月時点でも同様の状態が続いている。プロジェクト実施のタイミン

グが必ずしも良くはなかったことが確認された。 

5-2 有効性 
有効性とはプロジェクト目標が期待通りに達成される見込みはあるか、それがアウトプット達成の

結果もたらされたものであるかを見る評価項目である。 

プロジェクト目標の達成を測る指標として①OJT 対象のワレダが村落給水システムの不稼動率を

改善する、②OJT 対象のワレダにおいて水供給施設が増加する、の２つある。中間レビュー現在に至

るまで具体的な数値目標が設定されておらず、また不稼働率の軽減のための施策が今後検討されて、

活動が展開されることから、現時点においてプロジェクト目標の達成についてはその達成度を測るこ

とは困難であった。 
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本プロジェクトは、①州･県･郡レベルにおける水行政の給水事業実施能力向上に向けた人材能力向

上（アウトプット１～３）、②コミュニティの故障時の迅速な対応能力向上と遊休施設の減少を目し

た維持管理体制の強化（アウトプット１～５）、③安全な水へのアクセスに対する技術オプションの

拡大（アウトプット６）、の 3 つを図ることで、プロジェクト目標｢南部諸民族州における給水施設の

開発･維持管理における総合的能力が改善される」の達成が果たせるという形でプロジェクトが計画

されていた。現在それぞれのアウトプットの実施が進捗しているが、州･県･郡のそれぞれの水行政機

関における BPR の影響で、能力強化の直接･間接裨益者の入れ替わりが大幅にあること、人的･予算

的組織体制が流動的であるために、重点対象郡のモデル事業の試行は日本人専門家で推進できるもの

の、その普及については課題が大きい。現状のアウトプット実施体制が続いた場合、プロジェクト目

標の達成は、非常に困難であると予想される。 

プロジェクト目標を達成するまでの外部条件は、「郡政府によって水セクターへの予算措置がなさ

れる」であった。郡レベルで郡政府からの水セクターへの予算措置は職員の給与など経常予算のみで

あり、郡レベルでは給水事業関連の建設･維持管理費用は州水資源開発局経由の援助機関からの資金

やそれぞれの郡で活動する NGO に依存する状態が続いている。この外部条件が満たされる可能性は

限定的であると言わざるを得ない。 

本案件は、2007 年 12 月－2008 年 6 月の 7 ヶ月間に渡るステージ 1 と 2008 年 7 月から 2011 年 12
月までの 42 ヶ月間に渡るステージ 2 と二つにステージを分けて実施されている。ステージ 1 では、2
年時以降 終年までのステージ 2 の活動計画が策定され、アウトプット０としてプロジェクトドキュ

メントの形で取りまとめられた。しかし、プロジェクト終了時までにそれぞれのアウトプットを生み

出すための具体的な活動それぞれの主体や戦略、併せて実施計画が明確に打ち出されておらず、また

アウトプット内の活動やその戦略の整合性が取れていないアウトプットが１～３と及びアウトプッ

ト６があるということは、アウトプット０は指標として達成はされているものの、その精度が低かっ

たといわざるを得ない。プロジェクトの本格実施が 2 年度から開始されたが、BPR 準備･実施による

州水資源局の組織的な流動化の深刻な影響を受け、アウトプットそれぞれの産出度合いが低められる

結果となっている。 

アウトプットの産出を阻害した要因としては、大きく２つ挙げられる。一つが、プロジェクト管理

が総和または各アウトプット毎ではなく、アウトプットを導き出すインプット（例：社会開発、技術）

毎で行われてきた。その結果、アウトプットやプロジェクト全体としてのアウトカムの 適化よりも、

各専門家それぞれが 適と考える計画が策定され、活動毎の効率や結果が追求されている。そのため

に、プロジェクトとしての総和的な結果を生み出せず、目標達成に必要な全体戦略も不在である状態

が続いてったことである。もう一つが、カウンターパートが正式に任命されておらず、また層として

の厚みを持てていないことがある。社会開発を担当してきた Water Supply Services Improvement, 
Community Participation and Training Services 部（水供給サービス向上･コミュニティ参画･研修サービ

ス部）が BRP 後に部局として設置されず、新たに Water and Sanitation Process の中で担当職員が配置

される方向が打ち出された。2 年次の活動中にもカウンターパートの多くが暫定的新体制からはずれ、

実質的なカウンターパートは GIS を除き不在であり、カウンターパートへの技術移転を第一義とす

る技術協力プロジェクトとしての実施体制が整備されていない。 
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5-3 効率性 
効率性とは投入とアウトプットの関係性を調べることによって、プロジェクト資源の有効活用がで

きているかを見る評価項目である。アウトプット達成のために必要とされた投入の量・質・タイミン

グに関しては、エチオピア側、日本側ともに、課題があった。 

エチオピア側では、エチオピア側の運営費投入は行われなかった。エ側の 大の課題は、カウンタ

ーパートが多忙を極めプロジェクト活動に割く時間が限定されていること、ここ 1 年近く BPR の影

響を受けてカウンターパートの不在があり、中間レビュー時点においてもその状態が続いている。技

術移転の幅、深度が狭められるといった影響が指摘されており、エチオピア側の予算･人材の投入に

ついては、課題があった。 

日本側の機材調達、現地業務費負担については概ね適切であった。専門家派遣についても、計画通

りの派遣であり、概ね適切であった。ただし、アウトプット１～３の GIS を除く技術分野について

は、2 年次に開始された南部州のインベントリー調査の結果を待って具体的な戦略を決めるというこ

とで、活動計画も検討されていない状態であり、それぞれの派遣期間と成果達成度の適切性について

は議論が必要となる。更に、本格実施が始まった 2 年次初めから BPR によりカウンターパートが実

質的にプロジェクトの活動に主体的に取り組むことができない状況が生じていた中で計画通りに専

門家を派遣するという投入を行ったことを適切と判断すべきなのか、についても議論が求められる。 

本案件は、2007 年 12 月－2008 年 6 月の 7 ヶ月間に渡るステージ 1 と 2008 年 7 月から 2011 年 12
月までの 42 ヶ月間に渡るステージ 2 と二つにステージを分けて実施されている。ステージ 1 では、2
年時以降 終年までのステージ 2 の活動計画を策定し、プロジェクトドキュメントの形で取りまとめ

られた。プロジェクトドキュメントに基づき、詳細な業務指示書が作成され、プロジェクト専門家は

指示書に応じて、活動の計画実施を行って来ている。しかし、プロジェクト終了時までにそれぞれの

アウトプットを生み出すための具体的な活動それぞれの主体や戦略、併せて実施計画が明確に打ち出

されておらず、またアウトプット内の活動やその戦略の整合性が取れていないアウトプットが１～３

と及びアウトプット６があり、アウトプットを産出するための活動が十分であったか、という判断に

は困難が伴った。 

活動からアウトプットへの外部条件は、「州水資源局及び郡水資源事務所におけるプロジェクトカ

ウンターパートの移動がない」であった。プロジェクトの本格実施が始まった 2 年次開始以降、中間

レビューにいたるまで BPR により特に州水資源局のカウンターパートの多忙･不在･暫定人事により、

本プロジェクトはカウンターパートが 1 名を除き不在という異常事態が続いているため、当外部条件

の影響は非常に深刻である。 

以上の点から、プロジェクト実施の効率性は改善の余地が大きいと言える。 

5-4 インパクト 
 

上位目標  指標 
南部諸民族州の給水システムの開発、維

持管理能力が向上する 
南部諸民族州において飲料水へのアクセスが改善される 
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インパクトとは、プロジェクト実施によってもたらされるより長期的、間接的効果や波及効果を見

る評価項目であり、プロジェクト計画時に予期しなかった正・負のインパクトも含んでいる。 

上位目標にかかる数値目標は、1 年次局側で設定する予定であったが、2009 年の給水施設インベン

トリー調査の結果、実際の給水率はこれまで公表した推定給水率の半分程度という低レベルであるこ

とが判明し、州水資源局は再度 5 ヵ年計画などで目標設定を行う予定となっている。3 年次の局側計

画確定により、評価方法を確立する予定となっている。当上位目標達成には、州水資源開発局のイニ

シアティブによりプロジェクトの諸活動による実証効果が州レベルで継続的に普及されることと同

時にプロジェクト期間中にそのために必要な普及の土台の構築がされることが不可欠である。しかし、

中間レビュー時点では BPR による州水資源開発局の組織体制が非常に脆弱であることから、カウン

ターパートの能力強化及び当プロジェクトで支援するアウトプットの組織内での活用･内在化の構築

は難しいと言わざるを得ず、現時点でプロジェクト目標の達成にもかなりの困難を伴うことから、上

位目標の達成についてもかなり難しいと言わざるを得ない。 

2008 年 9 月から行政改革が進み、州水資源局内、ワレダ水事務所でも職員の配置の入れ替わり、

暫定任命、などが行われ、組織体制が非常に流動的である。終わりの見えない行政改革とその結果と

して組織の脆弱化も予想され、上位目標のみならずプロジェクト目標の達成の阻害要因となっている。

また、想定されていなかったマイナスのインパクトは観察されなかった。 

5-5 自立発展性 
自立発展性とは、我が国の協力が終了した後も、プロジェクト実施による便益が持続されるかどう

かを見る評価項目である。当プロジェクトの自立発展性は、以下の理由により本中間レビュー時にお

いては、政策面を除き技術面、財政面、組織面の面において改善の必要性が非常に高いと言える。 

5-5-1 政策面自立発展性 
エチオピア政府として、村落給水率の向上を目指し、維持管理推進、適正技術利用の方向性は変わ

らない。そのコミットメントレベルは水資源省レベルでは高いことから、政策的支援が継続されるこ

とは間違いない。 

5-5-2 組織面自立発展性 
村落給水率の向上を目指し、維持管理推進、適正技術利用にかかるカウンターパートの技能向上に

ついての必要性は関係者が一致して認めるところであるが、BPR の影響からその強化についての具

体的な活動は緒についたばかりである。州水資源局組織全体としての能力・体制について評価するに

は、BPR 進捗中で組織が非常に流動的なため、現段階では十分な情報が得られていない。 

5-5-3 財政面自立発展性 
郡レベルで郡政府からの水セクターへの予算措置は職員の給与など経常予算のみであり、郡レベル

では給水事業関連の建設･維持管理費用は州水資源開発局経由の援助機関からの資金やそれぞれの郡

で活動する NGO に依存する状態が続いている。これまでプロジェクト実施についても州水資源局か

らは予算措置・支出が行なわれておらず、プロジェクトの効果を維持・拡大するための活動予算を確

保できる可能性は低いと言わざるを得ない。 
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5-5-4 技術的自立発展性 
GIS 水理地図、ロープポンプを含む適正技術移転などの利用についてはプロジェクト終了後も州水

資源局が継続する可能性が高いと見られているが、実際の運用に係る能力については今後の課題で、

現時点では十分に情報が得られていない。 

個別アウトプットに適切なカウンターパートが配備されること、また配備されたカウンターパート

が継続的に担当業務を続けるよう組織的な人材配備が行われること、などの条件が整備されなければ、

依然として日本人専門家による技術指導が必要であると言える。 
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第6章 評価結果の結論 

中間レビュー時点でプロジェクト目標の達成の見込みは判断できなかった。評価 5 項目の観点から

は、プロジェクトの妥当性は高いものの、効率性については改善の余地があり、上述した理由から有

効性とインパクトについても判断できなかった。自立発展性については、政策面を除き技術面、財政

面、組織面について改善の余地が大いにあった。 

プロジェクト目標、上位目標の達成に向け、プロジェクトは移転する技能･知識が受け皿である州

水資源局の職員によって内在化され、かつ個人レベルに留まらず組織全体としてこれらの技能･知識

が活用されるようカウンターパートの配備が可及的速やかに行われることが求められる。カウンター

パートの不在、アウトプットの縦横の繋がりを考えたプロジェクト活動の実施･管理がされなかった

ことが、現時点の評価に大きく影響している。今回アウトプット及びそのために必要な活動の見直し

を全面的に行い、各アウトプットのプロジェクト目標に対する貢献度及び、6 対象重点郡で展開され

る重層的な活動がプロジェクトの PDM３案が作成され、今後活動が予定通りに実施されればプロジ

ェクト目標の達成も可能と想定される。 

 





 7-1

第7章 プロジェクト計画の修正案 

本評価調査中に日本側専門家とプロジェクト計画に係る協議を行った。本来 PDM では、活動⇒ア

ウトプット⇒プロジェクト目標⇒上位目標、と下から上への論理を適用する。しかし、今般の協議の

際には、プロジェクト目標と上位目標が変わらないことが前提であったことから、まず、プロジェク

ト目標「南部諸民族州の給水システムの開発、維持管理能力が向上する」を、①給水システムの開発

能力の向上と②給水システムの維持管理能力の向上、という２つの小目標に分け、それぞれのプロジ

ェクト小目標の達成に必要なアウトプットとは何か、またそのアウトプット達成のためにはどのよう

な活動が必要か、という視点から、PDM2 の見直しを行い、「プロジェクト計画の大枠」（案）を作成

した。（添付資料 5） 
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び
教
材
を
改

善
す
る

 
・ 

水
資

源
局
に
よ

る
持
続
的

な
能
力
開
発
計

画
を
構
築
す
る

 
・ 

効
果

的
な
水
資

源
開
発
お

よ
び
管
理
の
た

め
の

G
IS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
モ
デ
ル
を
改
善

す
る

 

〔
削

除
〕

 
・ 

研
修

計
画
を

構
築
す

る
 

・ 
現

地
リ

ソ
ー

ス
で

の
研

修
講

師
を

改
善

す

る
 

・ 
県

お
よ

び
郡

水
資

源
事

務
所

の
人

材
及

び
給

水
施

設
修

理
職

人
に

対
す

る
研

修
を

実

施
す

る
 

・ 
研

修
内

容
と

結
果

の
評

価
と

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

 
・ 

現
地

実
地

で
の

評
価

及
び

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
に

基
づ

き
、

研
修

計
画

及
び

教
材

を
改

善
す

る
 

・ 
水

資
源

局
に

よ
る

持
続

的
な

能
力

開
発

計
画

を
構

築
す

る
 

〔
変

更
･
拡

大
〕

 
・ 

効
果

的
な

水
資

源
開

発
お

よ
び

管
理

の
た

め
の

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

モ
デ
ル

を
改
善

す
る

 

〔
新

規
〕

 
・ 

6
重

点
対

象
郡

の
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー
デ
ー

タ
を

用
い

て
、

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
の
入

力
・

構
築
が

さ
れ
る

。
 

・ 
州

水
資

源
局

の
実

施
す

る
イ

ン
ベ
ン
ト
リ

ー
調

査
の

調
査

項
目

に
か

か
る

提
言
を
行

う
。

 
・ 

州
水

資
源
局

に
対
し

て
G

IS
の

TO
T
研
修

を
行

う
。

 
・ 

研
修

を
受

け
た

州
水

資
源

局
職

員
に
よ
る

県
水

事
務
所

職
員
対

象
の

G
IS

研
修
を
実

施
す

る
。

 
・ 

研
修

を
受

け
た

県
事

務
所

職
員

に
よ
っ
て

定
期

的
な

デ
ー

タ
更

新
が

行
わ

れ
る
よ
う

指
導

す
る
。

 
・ 

6
重

点
対

象
郡

水
事

務
所

職
員

に
よ
っ
て

必
要

な
情

報
項

目
を

包
括

し
た

イ
ン
ベ
ン

ト
リ

ー
デ

ー
タ

が
正

確
に

収
集

さ
れ
る
よ

本
案
件
は
、

EW
TE

C
の
南
部
州
版
と
し
て
、
南
部
州
全
体
の
水
供
給
人
材
の

育
成

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
は

お
ら

ず
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は
、
「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
を
通
じ
て
州

水
資
源
局
が

20
10

年
末
ま
で
に
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
体
制
を
構
築

す
る

」
に

あ
っ

た
こ
と

が
、

関
係

者
に
十

分
認

識
さ
れ

て
い
な

か
っ

た
。

ま

た
、
実
践
能
力
が
低
い
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る

TV
ET

C
教
師
を

TO
T
で

能
力

強
化

を
す

る
こ
と

な
く

、
一

般
研
修

の
講

師
と
す

る
な
ど

現
在

の
実

施

さ
れ

て
い

る
研

修
の
有

効
性

に
も

疑
問
が

投
げ

か
け
ら

れ
た
が

、
そ

れ
に

対

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
が
改
善
策
を
持
て
て
い
な
か
っ
た
。

 
 州

水
資

源
局
内

に
お
い

て
、

一
般

研
修
の

実
施

を
念
頭

に
お
い

た
郡

水
事

務

所
に

対
す

る
支

援
体
制

を
今

般
の

ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
と
し

て
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が

実
施
を
目
指
す
こ
と
は
、
①

B
PR

に
よ
り
州
･郡

レ
ベ
ル
で
の
水
行
政
組
織
の

業
務

の
停

滞
・

脆
弱
化

が
進

ん
で

い
る
こ

と
、

②
郡
職

員
を
対

象
に

し
た

研

修
の
実
施
を
推
進
す
る
は
ず
の
研
修
･社

会
開
発
部
が
消
滅
し
、

B
PR

後
に

は

研
修

を
主

管
す

る
部
局

も
な

く
、

か
つ
研

修
担

当
官
も

任
官
さ

れ
な

い
予

定

と
な

っ
て

い
る

こ
と
、

③
研

修
実

施
予
算

は
援

助
機
関

か
ら
の

支
援

に
殆

ど

依
存
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
、
④
郡
水
事
務
所
に
お
い
て
も

B
PR

が
進

捗
し

、
職

員
の

入
れ
替

え
が

進
ん

で
お
り

、
研

修
成
果

が
個
人

レ
ベ

ル
で

の

知
識

吸
収

に
と

ど
ま
り

組
織

と
し

て
の
能

力
強

化
に
結

び
つ
い

て
い

な
い

こ



 

7-3

う
指

導
す
る

。
 

・ 
6

重
点

対
象

郡
の

効
果

的
な

水
資

源
開
発

お
よ

び
管
理

の
た
め

の
G

IS
主

題
図
を
作

成
す

る
。

 
・ 

県
と

6
重
点

対
象
郡

間
に

G
IS

主
題
図
が

共
有

さ
れ
る

体
制
を

作
る
。

 
・ 

6
郡
の

G
IS

主
題

図
が

水
計
画

の
策
定
に

結
び

つ
く

よ
う

州
水

資
源

局
に

働
き
か
け

る
。

 

と
、

な
ど

の
困

難
が
伴

う
こ

と
が

確
認
さ

れ
た

。
こ
れ

ま
で
実

施
さ

れ
て

き

た
一

般
研

修
や

予
定
さ

れ
て

い
る

研
修
の

実
施

は
、
上

記
の
こ

と
を

鑑
み

、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目
的

及
び

実
施

体
制
に

は
そ

ぐ
わ
な

い
と
判

断
さ

れ
た

。

そ
こ

で
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開

始
以

来
の
カ

ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
が

唯
一

残
り

、

か
つ

B
PR

の
中
で
既
に
任
命
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た
給
水
施
設
イ
ン
ベ

ン
ト
リ
ー
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

G
IS

の
利
用
を
一
つ
の
大
き
な
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

 
 （

注
：

一
般
研

修
は
現

在
の

形
の

実
施
は

難
し

い
が
、

一
方
で

新
ア

ウ
ト

プ

ッ
ト

３
に

お
い

て
、
郡

の
水

事
務

所
職
員

を
対

象
と
し

た
村
落

給
水

施
設

修

理
･
維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
て

6
郡
以
外
の
郡
水

事
務
所
に
対
し
て
研
修
を
行
う
、
と
い
う
活
動
を
推
考
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
や

B
PR

の
進
捗
状
況
に
も
よ
る
た
め
、

4
年
次
に
改
め
て
検
討
･追

加
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。）

 
ア

ウ
ト

 
プ
ッ

ト
２

 
郡

水
事

務
所
職

員
及
び

給
水

設
備

修
理
職

人

の
能

力
が
向
上
す
る

 
ア

ウ
ト

 
プ
ッ

ト
３

 
対

象
郡

の
郡
水
事
務
所
に
お
い
て

W
W

R
D

O
の

計
画
･
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
に
か
か

る
能

力
が
構
築
さ
れ
る
。

 
ア

ウ
ト

 
プ
ッ

ト
４

 
対

象
郡

の
衛
生

組
合
の

施
設

維
持

管
理
及

び

衛
生

改
善
に
か
か
る
能
力
が
強
化
さ
れ
る
。

 
ア

ウ
ト

 
プ
ッ

ト
５

 
ハ

ン
ド

ポ
ン
プ

の
ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

供
給
網

の

モ
デ

ル
が
構
築
さ
れ
る

 

新
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
３

「
6
重
点

対
象
郡
に

お
い

て
給

水
シ
ス

テ
ム
の

維
持
管

理
能

力
が

向
上
す

る
」

 

 PD
M

 2
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
２
～
５
は
全
て
村
落
給
水
施
設
が
修
理
や
維
持
管

理
が

行
わ

れ
、

稼
動
で

き
る

水
施

設
の
数

を
増

や
す
と

同
時
に

、
修

理
や

維

持
管

理
を

継
続

し
て
い

く
に

必
要

な
組
織

能
力

や
技
能

の
強
化

、
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

レ
ベ

ル
の

運
営
能

力
の

強
化

を
目
指

す
も

の
で
あ

る
こ
と

、
ま

た
こ

れ

ま
で
投
入
毎
の
活
動
立
案
･
実
施
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
層
的

な
活

動
の

展
開

の
必
要

性
を

考
え

、
１
つ

の
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
と

し
て

集
約

し

た
。

 

ア
ウ

ト
 

プ
ッ

ト
２

の
活

動
 

1.
 技

術
関
連
に
従
事
す
る
郡
水
資
源
事
務
所

職
員
へ
給
水
ス
キ
ー
ム
に
関
す
る
研
修
を

実
施
す
る
。

 
2.

 湧
水
点
給
水
施
設
及
び
現
地
職
人
へ
の
ハ

ン
ド
ポ
ン
プ
に
係
る
研
修
を
実
施
す
る
。

 
3.

 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
動
員
を
担
当
す
る
郡
水
資

源
事
務
所
職
員
に
対
す
る
給
水
事
業
研
修

の
実
施
。

 

〔
削

除
〕

 
1.

 技
術

関
連

に
従

事
す

る
郡

水
資

源
事

務
所

職
員

へ
給

水
ス

キ
ー

ム
に

関
す

る
研

修
を

実
施

す
る
。

 
2.

 湧
水

点
給

水
施

設
及

び
現

地
職

人
へ

の
ハ

ン
ド

ポ
ン
プ

に
係
る

研
修
を

実
施
す

る
。

〔
変

更
〕

 
3.

 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

動
員

を
担

当
す

る
郡

水
資

源
事

務
所

職
員

に
対

す
る

給
水

事
業

研
修

の
実

施
→
新

ア
ウ
ト

プ
ッ
ト

３
の
活

動
14

と
し

て
継
続

す
る
。

 
ア

ウ
ト

 
プ
ッ

ト
３

の
活

動
 

1.
 6

重
点

対
象
郡
へ

O
JT

を
実
施
す
る
。

 
2.

 郡
レ
ベ
ル
で
の
水
セ
ク
タ
ー
の
予
算
分
配

を
促
進
す
る
。

 
3.

 郡
水
資
源
事
務
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

を
支
援
す
る
。

 
4.

 現
地
で
対
象
郡
の
水
事
務
所
に
よ
る
給
水

ス
キ
ー
ム
の
維
持
管
理
を
支
援
す
る
。

 
5.

 対
象
郡
で
給
水
ス
キ
ー
ム
を
定
期
的
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
評
価
す
る
。

 
6.

 モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
評
価
し
た
結
果
を
研
修

へ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

 

〔
削

除
〕

 
5.

 郡
レ

ベ
ル

で
の

水
セ

ク
タ

ー
の

予
算

分
配

を
促

進
す
る

。
 

6.
 郡

水
資

源
事

務
所

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施

を
支

援
す
る

。
 

〔
修

正
・
変

更
〕

 
1.

 重
点

対
象
郡

へ
O

JT
を

実
施

す
る

 
4.

  
現

地
で

対
象

郡
の

水
事

務
所

に
よ

る
給

水
ス

キ
ー

ム
の

維
持
管

理
を
支

援
す
る

。
 

5.
 対

象
郡

で
給

水
ス

キ
ー

ム
を

定
期

的
に

モ

ニ
タ

リ
ン
グ

及
び
評

価
す
る

。
 

⇒
上

記
１
と

４
・
５

の
そ

れ
ぞ
れ

の
具
体

的
な

〔
新

規
〕

 
1.

 6
重

点
対

象
郡
の

イ
ン

ベ
ン
ト

リ
ー
調
査

の
結

果
を

精
査
し

、
州

・
県
・

郡
水
事
務

所
の

職
員

と
共
に

不
稼

動
要
因

の
解
明
の

た
め

の
現
地

踏
査
を

行
う
。

 
2.

 ハ
ン

ド
ポ

ン
プ

･
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

主
な

不
稼

動
要

因
を
大

別
し

、
特
に

そ
の
要
因

別
の

修
理

･
維

持
管

理
法

の
検

討
を

郡
職

員
と

共
に
行

う
。

 
3.

 不
稼

動
要

因
別
の

村
落

給
水
施

設
（
ハ
ン

ド
ポ

ン
プ
・
ロ
ー

プ
ポ
ン

プ
）
修

理
/維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル
を

作
成
す

る
。

 
4.

 上
記

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
用

い
て

、
修

理
/

予
防

維
持

管
理
研

修
を

不
稼
動

施
設
現
場

で
の

O
JT

を
柱

と
し

て
郡

水
事
務

所
職
員

や
ス

ペ
ア

パ
ー
ツ

ア
ウ

ト
レ
ッ

ト
の
技
術

担
当

者
に
対

し
て
行

う
。

 
5.

 州
ま

た
は

県
の
職

員
が

上
記
研

修
を
実
施

で
き

る
よ
う

TO
T
を

行
う

。
 

6.
 上

記
研

修
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

･
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

 
7.

 研
修

の
際

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
て

、
村

落
給
水

施
設
修

理
･
維

持
管
理
マ
ニ

こ
れ

ま
で

の
活

動
の
実

績
や

今
後

の
計
画

を
見

直
し
た

と
こ
ろ

、
①

ア
ウ

ト

プ
ッ

ト
２

と
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

３
に

つ
い
て

は
具

体
的
な

技
術
部

分
で

の
方

針

や
活

動
そ

の
も

の
の
計

画
の

策
定

が
緒
に

つ
い

て
い
な

い
、
②

社
会

開
発

の

活
動

が
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

４
で

進
捗

し
て
い

る
も

の
の
、

ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
３

や

４
で

の
技

術
部

分
が
な

け
れ

ば
持

続
性
に

課
題

が
見
ら

れ
る
、

と
い

っ
た

課

題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
投
入
･活

動
の
重
層

化
、
幅
広

い

活
動

の
リ

ン
ケ

ー
ジ
、

普
及

モ
デ

ル
の
醸

成
、

と
い
う

３
つ
の

視
点

か
ら

活

動
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
重
層
化
･
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
下
記
４
つ
が
現
時
点
で
は
考
え
ら
れ
る
。

 
①
社
会
と
修
理
･
維
持
管
理
技
術
分
野
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
：
こ
れ
ま
で
修
理
・

維
持

管
理

に
か

か
る
技

術
活

動
に

つ
い
て

は
、

対
象
、

方
法
論

が
明

確
で

は

な
く

、
現

時
点

で
も
活

動
の

方
向

性
が
見

え
て

い
な
か

っ
た
。

社
会

開
発

に

か
か

る
活

動
は

進
捗
し

て
い

る
も

の
の
、

技
術

分
野
と

の
整
合

性
を

と
れ

た

活
動

で
な

け
れ

ば
、
予

防
維

持
管

理
に
結

び
つ

か
な
い

危
険
性

を
帯

び
て

い

た
。

そ
の

た
め

、
修
理

と
予

防
維

持
管
理

の
技

能
強
化

を
通
じ

て
、

こ
れ

ま

で
壊

れ
て

い
た

水
供
給

施
設

（
特

に
ハ
ン

ド
ポ

ン
プ
や

ロ
ー
プ

ポ
ン

プ
）

の

原
因
が
郡
事
務
所
職
員
の

O
JT

を
通
じ
て
解
明
さ
れ
、
郡
事
務
所
職
員
が
修

理
法
を
学
び

O
JT

を
通
じ
て
修
理
す
る
。
同
時
に
、
水
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
る

と
い

う
実

感
を
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が
持

ち
、

ま
た
簡

易
な
修

理
・

維
持

管

理
法

を
学

ぶ
こ

と
を
通

じ
、

水
衛

生
組
合

の
財

政
運
営

の
必
要

性
を

実
感

す

る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
取
れ
る
よ
う
、
活
動
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
。

 
②

修
理

･
維

持
管

理
技

術
分

野
と

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

活
動
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活
動

内
容
を

明
確
に

し
て

、
新

規
活
動
の

1
～

6、
8
へ

と
修
正

す
る
。

 
6.

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
し

た
結

果
を

研
修

へ
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

す
る
。

 
⇒

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ
ク

の
目
的

と
し
て
「

村
落

給
水

施
設

修
理

･
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

訂
」
と

定
め
、
新

規
活

動
の
７

と
す
る
。

ア
ウ

ト
 

プ
ッ

ト
４

の
活

動
 

1.
 重

点
対
象
郡
の
郡
水
事
務
所
に
よ
っ
て
行

わ
れ

る
重
点
対
象
水
衛
生
組
合
の
組
織
力

強
化

活
動
を
支
援
す
る

 
2.

 重
点

対
象
郡
の
郡
水
事
務
所
に
よ
る
重
点

対
象

水
衛
生
組
合
の
支
援
活
動
の
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
･
評
価

 

削
除

な
し
。

 
 〔

修
正
･
変

更
〕

 
活

動
を

修
理

･
維

持
管

理
の

技
術

部
分

と
の

相
互

補
完

性
を

考
慮

し
て

投
入

時
期

や
活

動

法
を

工
夫

す
る

こ
と

を
念

頭
に

置
き

、
新

規

活
動

14
の

形
に

修
正
す

る
。

 
ア

ウ
ト

 
プ
ッ

ト
５

の
活

動
 

1.
 ス

ペ
ア
パ
ー
ツ
供
給
網
の
モ
デ
ル
案
の
作

成
 

2.
 ス

ペ
ア
パ
ー
ツ
供
給
網
の
モ
デ
ル
案
の
試

行
 

3.
 ス

ペ
ア
パ
ー
ツ
供
給
網
の
モ
デ
ル
案
の
試

行
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

 
4.

 ス
ペ

ア
パ
ー
ツ
供
給
網
構
築
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

の
作
成

 

１
～

４
の

活
動

に
つ

い
て

は
削

除
・

変
更

な

し
 

 〔
新

規
〕

 
12

. 
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
に

お
い

て
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
ﾉ
ス
ペ

ア
パ

ー
ツ
の
供

給
が

さ
れ
る

よ
う
支

援
す
る

。
 

⇒
当

活
動
は

、
ロ

ー
プ
ポ

ン
プ
活

動
の
有

効
性

を
高

め
る

た
め

側
面

支
援

と
し

て
行

う
こ

と
を

目
的
と

し
て
い

る
。

 
13

. 
郡

水
事

務
所

や
重

点
対

象
水

衛
生

組
合

が
入

手
可

能
な

部
品

や
価

格
等

の
情

報

を
入

手
で
き

る
よ
う

な
仕
組

み
を
作

る
。

⇒
当

活
動
は

、
ス

ペ
ア
パ

ー
ツ
へ

の
需
要

を
増

加
さ

せ
、

ひ
い

て
は

ア
ウ

ト
レ

ッ
ト

の
経

営
が

向
上

す
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

、
同

時
に

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

の
入

手
先

を
把

握
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
よ

り
容

易
に

維
持

管
理

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い
る

。
修
理

･維
持

管
理

お
よ
び
社

会
開

発
の

活
動

と
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
活

動
と

の
連

携
を
強

化
し
て

行
う
も

の
と
す

る
。

  

ュ
ア

ル
の
改

訂
を
行

う
。

 
8.

 マ
ニ

ュ
ア

ル
が
州

を
通

じ
て
郡

事
務
所
に

配
布

さ
れ

、
郡
事

務
所

職
員
に

よ
っ
て
用

い
ら

れ
、

か
つ
州

職
員

が
問
い

合
わ
せ
を

受
け

た
時

に
技

術
指

導
が

で
き

る
よ

う
TO

T
を

行
う

。
 

9.
 ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
供

給
網

の
モ
デ

ル
案
の
作

成
と

試
行
を

行
う
。

 
10

. ス
ペ

ア
パ

ー
ツ
供

給
網

の
モ
デ

ル
案
の
試

行
の

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

・
評
価

を
行
う
。

 
11

. ス
ペ

ア
パ

ー
ツ
供

給
網

構
築
の

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

の
作
成

を
支
援

す
る
。

 
12

. ス
ペ

ア
パ

ー
ツ
ア

ウ
ト

レ
ッ
ト

に
お
い
て

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

ﾉ
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
の

供
給

が
さ

れ
る
よ

う
支
援

す
る
。

 
13

. 郡
水

事
務

所
や
重

点
対

象
水
衛

生
組
合
が

入
手

可
能

な
部
品

や
価

格
等
の

情
報
を
入

手
で

き
る
よ

う
な
仕

組
み
作

る
。

 
14

. コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
レ

ベ
ル

の
利
用

者
が
継
続

的
に

給
水

施
設
の

維
持

管
理
が

で
き
る
よ

う
に

、
①

郡
水
事

務
所

に
よ
っ

て
行
わ
れ

る
重

点
対

象
水
衛

生
組

合
の
組

織
力
強
化

活
動

を
支

援
す
る

、
②

重
点
対

象
水
衛
生

組
合

･
デ

モ
用

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

利
用

者
に

対
し

ハ
ン

ド
ポ

ン
プ

･
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

簡
易

修
理

･
予

備
維

持
管

理
研

修
を

実
施

す
る

、
③

重
点
対

象
水

衛
生
組

合
が
日
常

的
に

用
い

る
こ

と
の

で
き

る
簡

易
修

理
･

予
備

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

、
④

郡
水

事
務

所
に

よ
る
重

点
対
象
水

衛
生

組
合

の
支

援
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
･
評
価

を
行
う

。
 

15
. ６

重
点

対
象

郡
の

修
理

･
維

持
管

理
情

報
が

州
水

資
源

局
に

よ
っ

て
集
約

・
更
新
さ

れ
る

よ
う
支

援
す
る

。
 

16
. G

IS
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
が
県

・
郡
の
維
持
管

理
の

活
動

計
画

策
定

･
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

用
い

ら
れ
る

よ
う
に

働
き
か

け
る
。

 

と
の

リ
ン

ケ
ー

ジ
：
郡

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

で
の

維
持
管

理
が
進

む
こ

と
で

ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
の

購
入
が

必
要

と
な

り
、
こ

れ
ま

で
ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
５

で
行

わ

れ
て

き
た

サ
プ

ラ
イ
チ

ェ
ー

ン
の

ア
ウ
ト

レ
ッ

ト
へ
の

需
要
を

増
や

す
こ

と

が
で

き
る

。
供

給
サ
イ

ド
で

あ
る

ア
ウ
ト

レ
ッ

ト
に
つ

い
て
は

、
本

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
で

普
及

す
る
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の
ス

ペ
ア

パ
ー
ツ

の
提
供

、
ス

ペ
ア

パ

ー
ツ
の
価
格
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
修
理
･
維
持
管
理
分
野
の
活

動
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
高
め
ら
れ
る
。

 
③
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
と
修
理
･
維
持
管
理
技
術
分
野
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
：
ロ
ー
プ

ポ
ン

プ
の

サ
イ

ト
選
定

や
設

置
指

導
も
郡

水
事

務
所
の

職
員
に

対
し

て
行

わ

れ
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
際
に
故
障
頻
度
の
高
い
原
因
別
の
修
理
･
維
持
管
理

に
か

か
る

研
修

も
行
う

。
ま

た
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

に
対
す

る
研
修

を
行

う
と

共

に
、
村
落
給
水
修
理
･維

持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
の
簡
易
な

修
理

･
維

持
管

理
法

を
盛

り
込

む
、

な
ど

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

の
維

持
管

理
が

修

理
･
維
持
管
理
技
術
分
野
の
活
動
の
中
で
行
わ
れ
る
よ
う
連
携
を
取
る
。

 
④

新
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
１

の
活

動
と

の
リ
ン

ケ
ー

ジ
：
水

資
源
開

発
お

よ
び

管

理
の
た
め
の

G
IS

主
題
図
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
１
で
作
成
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、

修
理

維
持

管
理

社
会

･
技

術
活

動
で

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

さ
れ

る
各

施
設

の
維

持

管
理

状
況

が
こ

の
主

題
図

に
反

映
さ

れ
る

よ
う

に
配

慮
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

ア
ウ

ト
 

プ
ッ

ト
６

 
適

正
技

術
（
改
良
筒
井
戸
、
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
）

に
よ

る
給

水
施

設
の
普

及
基

盤
が

、
州
水

資

源
局

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

 

ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
２
「

6
重

点
対

象
郡
に
お

い
て

ロ
ー

プ
ポ
ン

プ
の
普

及
基
盤

が
作

ら
れ

る
」

 
改

良
筒

井
戸
に

か
か
る

研
修

は
既

に
実
施

さ
れ

て
き
た

。
し
か

し
、

新
規

井

戸
開

発
は

本
案

件
の
目

的
の

一
つ

で
は
な

く
、

ま
た
研

修
を
今

後
繰

り
返

し

て
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
を

通
じ

て
、
改

良
筒

井
戸
を

掘
削
し

、
そ

の
井

戸

に
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の
設

置
と

い
う

形
に
は

な
ら

な
い
た

め
、
改

良
筒

井
戸

に

か
か
る
活
動
は
行
わ
ず
、
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
に
集
中
す
る
こ
と
と
し
た
。

 
ア

ウ
ト

 
プ
ッ

ト
６

の
活

動
 

1.
 現

地
職
人
へ
改
良
型
手
堀
井
戸
研
修
の
実

施
 

2.
 郡

レ
ベ
ル
で
の
職
人
組
合
組
織
の
た
め
の

〔
削
除
〕

 
1.

 現
地

職
人

へ
改

良
型

手
堀

井
戸

研
修

の
実

施
 

1.
 
州

水
資

源
局

の
W

at
er

 &
Sa

ni
ta

tio
n 

Pr
oc

es
s
に

適
正

技
術

移
転

グ
ル

ー
プ

を
組
成
し
、

TO
T
を
行
う
。

 

EW
TE

C
か
ら
そ
の
設
置
を
引
き
継
い
だ

60
台
に
加
え
、
南
部
州
水
資
源
局

が
水
資
源
省
か
ら
予
算
を
受
け
て
購
入
し
た

20
0
台
が
倉
庫
に
眠
っ
た
状
態

で
放

置
さ

れ
て

い
る
こ

と
か

ら
、

新
規
に

需
要

を
喚
起

し
て
、

か
つ

製
造

を
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サ
ポ

ー
ト

 
3.

 現
地

職
人
に
対
し
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
技
術
の

研
修

 
4.

 需
要

喚
起
の
た
め
の
公
共
用
ロ
ー
プ
ポ
ン

プ
の

設
置

 
5.

 需
要

喚
起
の
た
め
の
家
庭
用
ロ
ー
プ
ポ
ン

プ
の

デ
モ
設
置

 
6.

 ロ
ー

プ
ポ
ン
プ
需
要
喚
起
の
た
め
の
施
策

実
施

 

2.
 現

地
職

人
に

対
し

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

技
術

の

研
修

 
3.

 現
地

職
人

に
対

し
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
技

術
の

研
修

 
4.

 需
要

喚
起

の
た

め
の

公
共

用
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

設
置

 
6.

 ロ
ー

プ
ポ
ン

プ
需
要

喚
起
の

為
の
施

策
実

 
 

施
 

〔
変

更
〕

 
5.

 需
要

喚
起

の
た

め
の

家
庭

用
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

デ
モ
設

置
→

5．
60

台
の

RP
の
設

置
を
行
う
。

 
〔
新

規
〕

 
1.

 州
水

資
源

局
の

W
at

er
 &

Sa
ni

ta
tio

n 
Pr

oc
es

s
に

適
正

技
術

移
転

グ
ル

ー
プ

を
組
成
し
、

TO
T
を
行
う
。

 
2.

 R
P

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

ア
ム

ハ
ラ

語
へ

翻
訳
し
、
配
布
す
る
。

 
3.

 郡
職
員
対
象

RP
研
修
を
実
施
す
る
。

4.
 郡

に
よ
る
サ
イ
ト
選
定
を
支
援
す
る
。

6.
  R

P
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（

2
年
次
の
活
動
で

改
良

さ
れ

た
高

耐
久

モ
デ

ル
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
一

環
と

し
て

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

の
製

造
業

者
に

対
す

る
同

モ
デ

ル
の

普
及

指
導

に
つ

い
て

も
当

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
一
環
と
し
て
行
う
）

 
7.

  R
P

普
及

モ
デ

ル
の

広
報

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

年
度

に
ア

デ
ィ

ス
で

水
資

源
省

開
催

・
援

助
機

関
水

グ
ル

ー
プ

な
ど

通
じ

て
の

広
報

の
在

り
方

を
工

夫
し

て
）
行
う
。

 

2.
 

R
P

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

ア
ム

ハ
ラ

語
へ

翻
訳
し
、
配
布
す
る
。

 
3.

 
郡
職
員
対
象

RP
研
修
を
実
施
す

る
。

4.
 
郡
に
よ
る
サ
イ
ト
選
定
を
支
援
す

る
。

5.
 

60
台
の

RP
の
設
置
を
行
う
。

 
6.

 
R

P
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（

2
年
次
の
活

動
で

改
良
さ
れ
た

高
耐
久
モ

デ
ル
の
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
の
一

環
と
し
て

ア
ル
バ
ミ

ン
チ

の
製
造
業
者

に
対
す
る

同
モ
デ
ル

の
普

及
指
導
に
つ

い
て
も
当

モ
ニ
タ
リ

ン
グ

の
一
環
と
し
て
行
う
）

 
7.

 
R

P
普
及
モ
デ
ル
の
広
報
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終
年
度

に
ア
デ
ィ

ス
で
水

資
源

省
開
催
・
援
助

機
関
水
グ

ル
ー
プ

な
ど

通
じ
て
の
広
報

の
在
り
方

を
工
夫

し
て

）
行
う
。

 
8.

 
他

3
州
に
お
い
て
も

RP
の

普
及
ﾓ
ﾃﾞ

ﾙ
を
作
る
た
め

に
設
置
・

品
質
管
理

に
か

か
る
研
修
を
実
施
す
る
。

 
 

促
進
す
る
こ
と
に
注
力
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
活
動
の
目
的
を
「
ロ

ー
プ
ポ
ン
プ
の
普
及
モ
デ
ル
作
り
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
た
め
に
州
･郡

の
職

員
の

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ
設

置
サ

イ
ト

の
選
定

や
設

置
な
ど

に
か
か

る
能

力
強

化

を
研

修
や

デ
モ

ン
ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
用
の

ロ
ー

プ
ポ
ン

プ
の
設

置
な

ど
を

通

じ
て
行
う
、
と
い
う
形
で
整
理
を
し
た
。

 
  

 上
記
は
、
中
間

レ
ビ
ュ
ー
調
査
団
と
し
て
の
一
案

で
あ
り
、
今
後
日
本
側
専
門
家
が
協
力
し
つ
つ
活
動
の
詳
細
を

検
討
し
、
併
せ
て
全
指
標
の
見
直
し
、
外
部
条
件
の
整
理
も
含
め
、

PD
M
３
策
定
が
少
な
く
と
も

20
10

年
1
月
末
ま
で
に
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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第8章 提言 

プロジェクト終了までに実施されるべき提言としては、下記の４つが挙げられた。 

1）我が国の技術協力プロジェクトは、相手側機関の組織が命題とする開発課題を、日本人専門

家から技術移転を通じて相手機関の能力を向上することで、その開発課題の解決ができるよ

うに支援を行う。その意味において、現在 BPR の影響からカウンターパートがプロジェク

トマネジャー以下全員が不在という状態が続くと、プロジェクトが意図した貢献はでき難い。

カウンターパートの配置を可及的速やかに行う必要がある。 
2）実施地域の特性に関わらず画一的なプロジェクトの実施展開をするアフリカ開発銀行や世

界銀行といった他の援助機関と一線を画し、我が国の援助は、その活動地域の特性を精査し

た上で、その特異性に対応したプロジェクトの在り方、戦略を編み出す工夫をすることを得

意としている。その優位性を活かし、当プロジェクトでも、南部州の水供給開発･維持管理

の特性を理解した上で、マニュアル･ガイドラインなどの作成を初めとする活動を展開する

ことが望まれる。 
3）本案件では、プロジェクト管理が総和またはアウトプットごとではなく、アウトプットを導

き出すインプット（例：社会開発、技術）毎で行われている。その結果、プロジェクト全体

としてのアウトカムの 適化よりも、各専門家それぞれが 適と考える計画が策定され、活

動毎の効率や結果が追求されている。そのために、プロジェクトとしての総和的な結果を生

み出せず、目標達成に必要な全体戦略も不在であったことが指摘される。プロジェクトは、

新たに配置されるカウンターパートと伴に、プロジェクト目標達成のためのそれぞれのアウ

トプットの明確化、アウトプット単体ではなく複合的な投入、それぞれのアウトプットの目

標と戦略を明確に打ち出すべきである。プロジェクト目標達成のために、それぞれのアウト

プット間の連携を有機的に位置づけ、アウトプットの達成のために必要かつ有効と判断され

る活動に焦点をしぼった活動を実施できるよう、今般の中間レビューで提案されたプロジェ

クト計画の大枠案を基に PDM3 及び活動計画を 2009 年 1 月末までに作成するべきである。 
4）プロジェクト開始当時、州水資源局のカウンターパートと日本側専門家は月一回のプロジェ

クト会議の開催を計画していた。諸事情からこれまでその開催ができてこなかったが、情報

共有や必要な意思決断を行うために、3 年次以降は月一回のプロジェクト会議を開催するこ

とが望まれる。また、これまで当プロジェクトの全体像がカウンターパート機関やカウンタ

ーパートに十分に理解されていなかったことから、今後はプロジェクトの全体像の説明には

PDM3 を用い、また一目で理解されるように PDM のフローチャートやマトリックスなどを

作成し、時間をかけて理解の醸成をすることが求められる。同時に、プロジェクトの活動や

その目的などについては、水資源局のみならず対外的な広報を積極的に行っていく。 
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第9章 教訓 

1. 業務実施型のシャトル型専門家派遣では、専門家がどれだけの努力を払っても、不在によりカウ

ンターパートの積極性や活動の継続性を維持することは非常に難しい。特にカウンターパート機

関が脆弱であるような案件であれば、活動やアウトプットの持続性を確保するためには、日本人

専門家が各アウトプットやその活動のフォローアップに関して緊密に連絡を取り合いつつ、相互

に補完し合う関係の醸成が必要である。また、プロジェクト全体を見渡した包括的なプロジェク

ト管理体制の構築が求められる場合、例えばローカルコーディネーターの年間を通じた傭上など

の工夫が必要である。 
2. 専門分野ごとに複数の会社から専門家が短期に派遣される場合、各専門家がのそれぞれの担当部

分の項目の達成を第一義として活動を行うため、プロジェクトの各投入の有機的な連携やプロジ

ェクト総体としての管理が難しい。 
3. 現場の状況に即し、環境の変化に伴う実施計画の変更を業務実施委託者が主体的に行う必要があ

るが、これは業務指示書に明確に盛り込むことが肝要である。 
4. プログラム実施の場合、そのプログラムを構成するプロジェクトや青年海外協力隊とは、同一の

プログラム目標を達成するために連携していくことが求められる。一方、プロジェクトの実施機

関に青年海外協力隊員が派遣されている場合、情報の共有や相互の活動の有効性を高めるために

連携を取ることは肝要であるが、協力隊活動の自主性、独立性を十分理解し、プロジェクトの実

施部隊として業務指示や専門家が不在の際の代理として活動実施を求めることは避けられるべ

きである。 
 





 

添付資料 1 調査日程 

Leader Cooperation Planning Senior Technical Advisor Evaluation Consultant NO. Date  Mr. Katsuhiro Sasaki Mr. Shinichiro Futami Mr. Yuji Maruo Yoshie Yamamoto 

1 12-Nov Thu Haneda 20:40→22:00 
Osaka (JL187) 

2 13-Nov Fri 
→05:40 Dubai (EK317)→
Dubai 08:25→11:25 Addis 
Ababa (EK723) 

3 14-Nov Sat Addis Ababa→Awasa 
4 15-Nov Sun 

 

Data Analysis 

5 16-Nov Mon 
Addis Ababa→Awasa 
PM: Interviews with 
 Counterparts and JOCV

AM: Interviews with JICA 
 Experts 
PM: Interviews with 
 Counterparts and JOCV

6 17-Nov Tue 

AM: Interviews with JICA 
 Experts 
PM: Interviews with 
 Counterparts 

AM: Interviews with JICA 
 Experts 
PM: Interviews with 
 Counterparts 

7 18-Nov Wed 
AM: Interviews with 
 Counterparts 
Awasa→Addis Ababa 

AM: Interviews with 
 Counterparts 
PM: Interviews with JICA 
 Experts 

8 19-Nov Thu Site Visit at Boloso Sore 
Woreda 

9 20-Nov Fri 

AM: Interviews with 
 Counterparts 
PM: Interviews with JICA 
 Experts 

10 21-Nov Sat AM: Documentation 
12:00 JICA Experts 

11 22-Nov Sun 

 

Data Analysis 

12 23-Nov Mon Addis Ababa→Awasa 
PM: Project Planning 

 

AM: Interviews with JICA 
 Experts 
PM: Project Planning 

13 24-Nov Tue 
AM: Project Planning 
 Session 
PM: Document Preparation

Osaka 23:20 

AM: Project Planning 
 Session 
PM: Document 
 Preparation 

14 25-Nov Wed 
AM: Project Planning 
 Session 
PM: Document Preparation

→05:40 Dubai (EK317)→
Dubai 08:25→11:25 Addis 
Ababa (EK723) 

AM: Project Planning 
 Session 
PM: Document 
 Preparation 

15 26-Nov Thu 

AM: Joint Evaluation 
 Committee 
PM: Project Planning 
 Session 

Addis Ababa→Awasa 
Internal Meeting 

AM: Joint Evaluation 
 Committee 
PM: Project Planning 
 Session 

16 27-Nov Fri Awasa→Addis Ababa Site Visit at Hulla Woreda Project Planning 
17 28-Nov Sat Site Visit at Sodo Documentation 
18 29-Nov Sun 

 

 Documentation 

19 30-Nov Mon Addis Ababa→Awasa 
PM: Internal Meeting 

AM: Documentation 
PM: Internal Meeting 

20 1-Dec Tue AM: Internal Meeting 
PM: Signing M/M 

21 2-Dec Wed Awasa→Addis Ababa 
22 3-Dec Thu Documentation 

23 4-Dec Fri  9:00 TV Conference with HQ 
11:00 Japanese Embassy 

 9:00 TV Conference with HQ 
11:00 Japanese Embassy     Addis Ababa

24 5-Dec Sat  
→00:35 Dubai (EK724) 
Dubai 03:30→17:20 
Osaka (EK316) 

→00:35 Dubai (EK724) 
Dubai 03:30→17:20 Osaka 
(EK316) 
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グ

ル
ー

プ
が

機
能

し
て

い
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

記
録

南
部

諸
民

族
州

の
給

水
シ

ス
テ

ム
の

開
発

、
維

持
管

理
能

力
が

向
上

す
る

指
標

入
手

手
段

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

要
約

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目
標

上
位

目
標

南
部

諸
民

族
州

に
お

い
て

給
水

シ
ス

テ
ム

の
持

続
性

が
向

上
す

る
。

成
果

 



 2

 
外
部

条
件

0-
1

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1の
州

支
援

体
制

強
化

及
び

成
果

2
の

研
修

実
施

に
係

る
準

備
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
専

門
家

0-
2

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3に
係

る
活

動
計

画
の

策
定

及
び

重
点

対
象

郡
の

選
定

施
設

・
機

材
-

総
括

／
村

落
給

水
 (

地
下

水
開

発
)

0-
3

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4 の
活

動
計

画
策

定
お

よ
び

活
動

0-
2 で

選
ば

れ
た

郡
の

中
か

ら
重

点
対

象
水

衛
生

組
合

の
選

定
費

用
措

置
-

副
総

括
／

村
落

給
水

 (
施

設
設

備
)

0-
4

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

5に
係

る
必

要
な

情
報

収
集

及
び

活
動

計
画

の
策

定
-

村
落

給
水

 (
電

気
機

械
)

0-
5

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

6に
係

る
活

動
計

画
の

策
定

及
び

重
点

対
象

郡
の

選
定

-
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
／

改
良

筒
井

戸

1-
1

研
修

計
画

を
構

築
す

る
-

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

1-
2

現
地

リ
ソ

ー
ス

で
の

研
修

講
師

を
改

善
す

る
-

社
会

経
済

1-
3

県
お

よ
び

郡
水

資
源

事
務

所
の

人
材

及
び

給
水

施
設

修
理

職
人

に
対

す
る

研
修

を
実

施
す

る
-

社
会

開
発

／
村

落
衛

生
 (

1)

1-
4

研
修

内
容

と
結

果
の

評
価

と
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
-

社
会

開
発

／
村

落
衛

生
 (2

)
1-

5
現

地
実

地
で

の
評

価
及

び
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
基

づ
き

、
研

修
計

画
及

び
教

材
を

改
善

す
る

-
G

IS
／

情
報

管
理

1-
6

水
資

源
局

に
よ

る
持

続
的

な
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
デ

ヴ
ェ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

計
画

を
構

築
す

る
-

業
務

調
整

1-
7

効
果

的
な

水
資

源
開

発
お

よ
び

管
理

の
た

め
の

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

モ
デ

ル
を

改
善

す
る

2-
1

技
術

関
連

に
従

事
す

る
郡

水
資

源
事

務
所

職
員

へ
給

水
ス

キ
ー

ム
に

関
す

る
研

修
を

実
施

す
機

材
提

供

2-
2

湧
水

点
給

水
施

設
及

び
現

地
職

人
へ

の
ハ

ン
ド

ポ
ン

プ
に

係
る

研
修

を
実

施
す

る
。

4輪
駆

動
車

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
パ

ソ
コ

ン
、

プ
リ

ン
タ

ー

2-
3

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

動
員

を
担

当
す

る
郡

水
資

源
事

務
所

職
員

に
対

す
る

給
水

事
業

研
修

の
実

施
。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

研
修

3-
1

6重
点

対
象

郡
へ

O
JT

を
実

施
す

る
。

3-
2

郡
レ

ベ
ル

で
の

水
セ

ク
タ

ー
の

予
算

分
配

を
促

進
す

る
。

3-
3

郡
水

資
源

事
務

所
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

を
支

援
す

る
。

3-
4

現
地

で
対

象
郡

の
水

事
務

所
に

よ
る

給
水

ス
キ

ー
ム

の
維

持
管

理
を

支
援

す
る

。

3-
5

対
象

郡
で

給
水

ス
キ

ー
ム

を
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
評

価
す

る
。

3-
6

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
し

た
結

果
を

研
修

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

4-
1

重
点

対
象

郡
の

郡
水

事
務

所
に

よ
っ

て
行

わ
れ

る
重

点
対

象
水

衛
生

組
合

の
組

織
力

強
化

活
動

を
支

援
す

る
4-

2
重

点
対

象
郡

の
郡

水
事

務
所

に
よ

る
重

点
対

象
水

衛
生

組
合

の
支

援
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

･評
価

5-
1

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

供
給

網
の

モ
デ

ル
案

の
作

成

5-
2

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

供
給

網
の

モ
デ

ル
案

の
試

行

5-
3

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

供
給

網
の

モ
デ

ル
案

の
試

行
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・評
価

5-
4

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

供
給

網
構

築
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成

6
-1

現
地

職
人

へ
改

良
型

手
堀

井
戸

研
修

の
実

施
前
提

条
件

6
-2

郡
レ

ベ
ル

で
の

職
人

組
合

組
織

の
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

6
-3

現
地

職
人

に
対

し
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
技

術
の

研
修

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
重

要
な

関
係

者
全

て
が

原
理

上
は

合
意

し
て

い
6
-4

需
要

喚
起

の
た

め
の

公
共

用
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

設
置

る
こ

と

6
-5

需
要

喚
起

の
た

め
の

家
庭

用
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

デ
モ

設
置

6
-6

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

需
要

喚
起

の
た

め
の

施
策

実
施

州
水

資
源

局
お

よ
び

郡
水

資
源

事
務

所
に

お
け

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

著
し

い
移

動
が

な
い

投
入

エ
チ

オ
ピ

ア
側
　

日
本

側

活
動

 



 1

添
付
資

料
 3
 

評
価

グ
リ

ッ
ド
 

実
績

（
P

e
rf

o
rm

a
n
c
e
)

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

投
入

の
実

施
状

況

エ
チ

オ
ピ

ア
側

投
入

（
C

P
配

置
、

施
設

機
材

、
運

営
費

等
）
は

計
画

通
り

実
行

さ
れ

た
か

？
投

入
実

績
投

入
実

績
表

、
専

門
家

自
己

評
価

表
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

日
本

側
投

入
（
専

門
家

配
置

、
C

P
研

修
、

施
設

機
材

、
運

営
費

等
）
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

た
か

？
投

入
実

績
投

入
実

績
表

、
専

門
家

自
己

評
価

表
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

0
：
「
ス

テ
ー

ジ
2
に

お
け

る
詳

細
実

施
計

画
(P

D
M

、
P

O
を

含
む

)が
策

定
さ

れ
る

」
は

達
成

さ
れ

た
か

。
2
0
0
8
年

6
月

の
J
C

C
に

よ
っ

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
が

認
容

さ
れ

る
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

を
通

じ
て

州
水

資
源

局
が

2
0
1
0
年

末
ま

で
に

能
力

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

体
制

を
構

築
す

る
。

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

2
0
1
1
年

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

全
地

域
を

包
括

す
る

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
作

成
さ

れ
、

水
セ

ク
タ

ー
の

戦
略

計
画

作
り

に
用

い
ら

れ
る

。
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

(修
正

ず
み

の
教

科
書

、
配

布
資

料
、

プ
レ

ゼ
ン

資
料

を
含

む
）
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
2
0
1
0
年

末
ま

で
に

作
成

さ
れ

る
。

研
修

報
告

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

研
修

対
象

郡
の

研
修

参
加

職
人

が
水

供
給

施
設

の
修

理
（
や

、
ま

た
は

）
建

設
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

研
修

講
師

評
価

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

研
修

対
象

郡
の

C
P

P
が

研
修

コ
ー

ス
の

終
了

時
に

実
践

的
な

実
行

計
画

を
提

出
す

る
研

修
コ

ー
ス

内
容

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

、
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

O
J
T
対

象
郡

水
事

務
所

が
郡

水
事

務
所

の
監

督
域

に
お

け
る

水
供

給
の

改
善

･増
加

計
画

を
策

定
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

O
J
T
対

象
郡

水
事

務
所

が
計

画
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

O
J
T
対

象
郡

水
事

務
所

が
既

存
(及

び
新

設
の

）
水

計
画

を
定

期
的

に
評

価
す

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

調
査

研
修

対
象

郡
の

C
P

P
が

研
修

後
、

対
象

水
衛

生
組

合
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

を
毎

月
提

出
す

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

調
査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
年

次
後

に
対

象
水

衛
生

組
合

が
W

W
R

D
O

や
ケ

ベ
レ

事
務

所
に

月
間

報
告

書
を

提
出

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
年

次
ま

で
に

対
象

水
衛

生
組

合
は

2
年

間
分

の
維

持
管

理
に

必
要

な
資

金
を

貯
め

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
水

衛
生

組
合

の
運

営
報

告
書

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
年

次
後

に
対

象
水

衛
生

組
合

が
定

期
的

に
予

防
維

持
を

実
施

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

水
衛

生
組

合
の

運
営

報
告

書
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
：
「
州

水
資

源
局

の
郡

水
事

務
所

支
援

体
制

が
強

化
さ

れ
る

」
は

達
成

さ
れ

た
か

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

２
 ：

「
郡

水
事

務
所

職
員

及
び

給
水

設
備

修
理

職
人

の
能

力
が

向
上

す
る

」
は

達
成

さ
れ

た
か

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4
：
「
対

象
郡

の
衛

生
組

合
の

施
設

維
持

管
理

及
び

衛
生

改
善

に
か

か
る

能
力

が
強

化
さ

れ
る

」
は

達
成

さ
れ

た
か

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3
 ：

「
対

象
郡

の
郡

水
事

務
所

に
お

い
て

W
W

R
D

O
の

計
画

･
実

施
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

に
か

か
る

能
力

が
構

築
さ

れ
る

」
 は

達
成

さ
れ

た
か

。

投
入

の
実

施
状

況

  



 2

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

活
動

実
施

状
況

活
動

は
計

画
通

り
実

施
さ

れ
た

か
？

活
動

の
実

施
状

況
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

専
門

家
・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
　 質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

技
術

移
転

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

？
技

術
移

転
内

容
、

技
術

移
転

期
間

、
C

/P
の

名
前

、
C

/P
の

数
業

務
報

告
書

、
事

業
進

捗
状

況
報

告
書

投
入

実
績

表
専

門
家

・
C

P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

活
動

の
変

更
、

軌
道

修
正

お
よ

び
人

員
の

選
定

等
に

か
か

る
決

定
は

ど
の

よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
で

な
さ

れ
た

か
？

意
思

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
、

そ
れ

に
起

因
す

る
問

題
点

業
務

報
告

書
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
エ

チ
オ

ピ
ア

事
務

所
、

専
門

家
・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
　 質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

活
動

計
画

の
修

正
は

い
つ

、
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
た

か
？

意
思

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
、

そ
れ

に
起

因
す

る
問

題
点

業
務

報
告

書
、

イ
ン

セ
プ

シ
ョ

ン
レ

ポ
ー

ト
、

事
業

進
捗

状
況

報
告

書
エ

チ
オ

ピ
ア

事
務

所
、

専
門

家
・
C

P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
た

か
？

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
結

果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

反
映

さ
れ

た
か

？
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

体
制

、
そ

の
結

果
の

利
用

状
況

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
問

題
（連

絡
の

頻
度

、
内

容
、

方
法

等
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
共

同
で

取
り

組
む

課
題

の
解

決
方

法
語

学
、

習
慣

等
に

関
す

る
問

題
は

な
い

か
？

そ
の

対
策

は
採

っ
て

い
る

か
？

専
門

家
・
C

P
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
の

受
益

者
（ゾ

ー
ン

、
ワ

レ
ダ

職
員

、
N

G
O

、
住

民
等

）と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

ど
う

で
あ

る
か

？
活

動
へ

の
参

加
状

況
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

内
容

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

専
門

家
Ｊ
ＩＣ

Ａ
エ

チ
オ

ピ
ア

事
務

所
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
本

部
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

J
IC

A
本

部
・
エ

チ
オ

ピ
ア

事
務

所
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

:　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
サ

ポ
ー

ト
は

十
分

だ
っ

た
か

？
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（連
絡

の
頻

度
、

内
容

、
方

法
等

）
は

効
果

的
に

行
わ

れ
た

か
？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

頻
度

、
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
協

力
内

容
、

共
同

作
業

時
間

、
頻

度
、

共
同

で
取

り
組

む
課

題
の

解
決

方
法

専
門

家
・
C

P
、

J
IC

A
本

部
・エ

チ
オ

ピ
ア

事
務

所
、

日
本

の
関

係
機

関
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
エ

チ
オ

ピ
ア

側
関

係
機

関
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
効

果
的

に
行

わ
れ

た
か

？
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
頻

度
、

方
法

、
計

画
変

更
時

の
対

応
状

況
、

共
同

で
取

り
組

む
課

題
の

解
決

方
法

、
信

頼
関

係
の

確
立

、
協

力
内

容
専

門
家

・
C

P
、

エ
チ

オ
ピ

ア
の

関
係

機
関

質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

C
P

Ｃ
Ｐ

の
配

置
は

適
切

だ
っ

た
か

？
配

置
さ

れ
た

C
P

の
人

数
・
専

門
分

野
・レ

ベ
ル

・ポ
ジ

シ
ョ

ン
な

ど
投

入
実

績
表

専
門

家
・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

州
水

資
源

局
の

権
限

･責
任

は
明

確
か

つ
適

切
か

？
州

水
資

源
局

の
位

置
づ

け
（
権

限
・責

任
・
他

機
関

と
の

関
係

）

エ
側

責
任

者
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
/州

水
資

源
局

責
任

者
、

関
係

機
関

の
責

任
者

）の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

へ
の

参
加

の
度

合
い

は
適

切
か

？
エ

側
責

任
者

の
意

識
と

参
加

度
合

い

エ
側

か
ら

必
要

な
予

算
・
人

員
・機

材
等

が
手

当
て

さ
れ

て
い

る
か

？
エ

側
の

予
算

・
人

員
配

置
状

況

C
P

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
参

加
度

は
高

い
か

？
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
頻

度
、

方
法

、
計

画
変

更
時

の
対

応
状

況
、

共
同

で
取

り
組

む
課

題
の

解
決

方
法

、
信

頼
関

係
の

確
立

、
C

P
の

主
体

性
・参

加
意

識

業
務

実
施

型
に

よ
る

案
件

実
施

に
何

か
課

題
は

あ
っ

た
か

？
実

施
方

法
、

計
画

変
更

時
の

対
応

状
況

、
共

同
で

取
り

組
む

課
題

の
解

決
方

法
、

信
頼

関
係

の
確

立
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・
C

P
、

エ
側

関
係

機
関

職
員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
で

生
じ

た
問

題
や

、
効

果
発

現
に

影
響

を
与

え
た

問
題

は
あ

る
か

？
　

そ
の

原
因

は
何

か
？

こ
れ

ま
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
で

提
示

さ
れ

た
問

題
点

と
原

因
、

お
よ

び
そ

の
対

処
の

状
況

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

、
聞

き
取

り

資
料

レ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
、

聞
き

取
り

そ
の

他

実
施

プ
ロ

セ
ス

（
IM

P
L
E
M

E
N

T
A

T
IO

N
 P

R
O

C
E
S

S
）

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・
C

P
、

エ
側

関
係

機
関

職
員

関
係

者
と

の
関

わ
り

方
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
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調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

・
上

位
目

標
は

エ
国

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

た
か

？
エ

国
の

水
セ

ク
タ

ー
の

課
題

エ
チ

オ
ピ

ア
国

の
水

セ
ク

タ
ー

中
長

期
計

画
・
報

告
書

、
援

助
機

関
の

水
セ

ク
タ

ー
報

告
書

エ
チ

オ
ピ

ア
事

務
所

、
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ

資
料

レ
ビ

ュ
ー

　 質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

た
か

？
本

件
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

で
あ

る
水

・
地

震
対

策
に

か
か

わ
る

行
政

官
・
職

員
の

抱
え

る
問

題
関

連
調

査
報

告
書

エ
チ

オ
ピ

ア
事

務
所

、
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

エ
国

の
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
エ

国
の

国
家

開
発

政
策

、
水

セ
ク

タ
ー

関
連

政
策

関
連

調
査

報
告

書
、

エ
国

政
策

文
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

日
本

の
援

助
政

策
・
Ｊ
ＩＣ

Ａ
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
国

別
援

助
計

画
、

J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
、

援
助

重
点

分
野

関
連

調
査

報
告

書
、

外
務

省
・
J
IC

A
資

料
資

料
レ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
エ

チ
オ

ピ
ア

国
の

水
セ

ク
タ

ー
の

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

を
挙

げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
か

？
（
ア

プ
ロ

ー
チ

、
対

象
地

域
の

選
定

、
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

よ
る

相
乗

効
果

　
等

）

現
地

既
存

・
日

本
の

ノ
ウ

ハ
ウ

の
活

用
状

況
、

現
地

の
状

況
に

適
し

た
協

力
形

態
、

協
力

方
法

の
選

択
が

で
き

て
い

る
か

関
連

調
査

報
告

書
専

門
家

・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

日
本

の
技

術
の

比
較

優
位

性
は

あ
っ

た
か

？
（
日

本
の

ノ
ウ

ハ
ウ

・
経

験
を

活
か

せ
た

協
力

内
容

だ
っ

た
か

？
）

水
セ

ク
タ

ー
の

ニ
ー

ズ
と

日
本

の
地

下
水

開
発

に
関

す
る

研
修

実
績

関
連

調
査

報
告

書
、

専
門

家
・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

C
P

機
関

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
選

定
は

対
象

、
規

模
な

ど
に

お
い

て
適

切
だ

っ
た

か
？

C
P

機
関

な
ら

び
に

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

選
定

プ
ロ

セ
ス

関
連

調
査

報
告

書
専

門
家

ほ
か

関
係

者
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

そ
の

他
2
0
0
6
年

8
月

の
事

前
調

査
以

降
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境
（
政

治
、

経
済

、
社

会
）
の

変
化

は
あ

っ
た

か
？

政
策

、
経

済
、

社
会

な
ど

の
変

化
を

示
す

情
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

報
告

書
専

門
家

・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測
投

入
・成

果
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

度
合

い
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・
C

P
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
設

定
さ

れ
て

い
る

６
つ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

達
成

さ
れ

る
こ

と
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

必
要

か
つ

十
分

な
も

の
で

あ
る

か
？

他
に

必
要

な
活

動
は

あ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

関
連

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

６
つ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
充

分
で

あ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

関
連

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

特
に

貢
献

し
て

い
る

要
因

は
あ

っ
た

か
？

貢
献

要
因

の
事

例
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

阻
害

し
て

い
る

要
因

は
あ

っ
た

か
？

阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か
？

外
部

条
件

変
更

の
影

響
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
　 聞

き
取

り

手
段

と
し

て
の

適
切

性

評
価

5
項

目

2
.有

効
性

　
（
E
F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S
S

）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
し

た
か

？

因
果

関
係

必
要

性

1
.妥

当
性

　
（
R

E
L
E
V

A
N

C
E
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
は

妥
当

で
あ

っ
た

か
？

優
先

度
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調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

エ
チ

オ
ピ

ア
側

及
び

日
本

側
の

投
入

（
予

算
･人

員
・
機

材
・
C

P
研

修
等

）
は

適
切

だ
っ

た
か

？
投

入
実

績
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

施
設

、
機

材
は

有
効

に
活

用
さ

れ
た

か
。

機
材

の
活

用
状

況
（
実

験
の

実
施

状
況

等
）

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

は
適

切
か

？
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

聞
き

取
り

協
議

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

を
阻

害
し

て
い

る
要

因
は

あ
る

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

聞
き

取
り

協
議

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
で

あ
っ

た
か

？
活

動
実

績
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
状

況
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

　
外

部
条

件
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

？
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

、
活

動
実

績
、

投
入

実
績

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

聞
き

取
り

協
議

活
動

は
タ

イ
ミ

ン
グ

よ
く
実

施
さ

れ
た

か
？

活
動

実
績

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

の
問

題
（
例

：
機

材
の

調
達

の
遅

れ
）
に

ど
の

よ
う

に
対

応
し

て
い

る
か

？
問

題
発

生
時

の
対

応
、

解
決

策
専

門
家

活
動

報
告

書
、

プ
ロ

グ
レ

ス
レ

ポ
ー

ト
専

門
家

・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
質

問
票

調
査

・
聞

き
取

り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
管

理
体

制
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
推

進
に

効
果

的
か

つ
効

率
的

で
あ

っ
た

か
？

会
議

実
施

状
況

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

専
門

家
・
Ｃ

Ｐ
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

は
他

の
地

震
多

発
国

に
お

け
る

類
似

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
生

か
さ

れ
て

い
る

か
？

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
事

例
地

震
多

発
国

に
お

け
る

水
セ

ク
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
J
IC

A
本

部

資
料

レ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
教

訓
は

生
か

さ
れ

て
い

る
か

？
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

事
例

な
ど

を
見

る
他

の
関

連
調

査
報

告
書

、
事

前
調

査
報

告
書

、
専

門
家

、
J
IC

A
本

部
資

料
レ

ビ
ュ

ー
聞

き
取

り

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

投
入

・
成

果
の

実
績

、
活

動
の

状
況

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

状
況

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

、
上

位
目

標
（
「
南

部
諸

民
族

州
に

お
い

て
給

水
シ

ス
テ

ム
の

持
続

性
が

向
上

す
る

」
）
は

、
発

現
が

見
込

ま
れ

る
か

？
（
事

後
評

価
時

点
で

の
検

証
が

可
能

か
？

）

実
績

、
外

部
条

件
の

影
響

確
認

、
貢

献
・
阻

害
要

因
の

事
例

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？
実

績
、

外
部

条
件

の
影

響
確

認
、

貢
献

・
阻

害
要

因
の

事
例

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

質
問

票
調

査
・
聞

き
取

り

因
果

関
係

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

乖
離

し
て

い
な

い
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ロ
ジ

ッ
ク

、
外

部
条

件
の

影
響

、
貢

献
・
阻

害
要

因
の

確
認

P
D

M
、

専
門

家
活

動
報

告
書

、
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

政
策

レ
ベ

ル
（
制

度
、

法
律

、
基

準
等

）
の

整
備

へ
の

影
響

該
当

す
る

事
例

の
確

認
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

経
済

面
へ

の
影

響
該

当
す

る
事

例
の

確
認

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
人

権
、

貧
富

（
社

会
的

弱
者

層
）
な

ど
社

会
・
文

化
的

側
面

へ
の

影
響

該
当

す
る

事
例

の
確

認
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

水
セ

ク
タ

ー
分

野
の

技
術

面
で

の
変

革
（
革

新
）
へ

の
影

響
該

当
す

る
事

例
の

確
認

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
？

そ
れ

を
軽

減
す

る
対

策
は

と
ら

れ
て

い
る

か
？

該
当

す
る

事
例

の
確

認
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

そ
の

他

因
果

関
係

3
.効

率
性

（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

タ
イ

ミ
ン

グ

社
会

経
済

状
況

へ
の

波
及

効
果

投
入

の
適

切
さ

4
.イ

ン
パ

ク
ト

　
（
IM

P
A

C
T
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

り
上

位
目

標
の

達
成

が
見

込
ま

れ
る

か
？

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
の

達
成

度

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み
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調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

/
調

査
事

項
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

調
査

手
法

水
セ

ク
タ

ー
に

お
け

る
「
エ

」
政

府
の

政
策

支
援

は
協

力
終

了
後

も
継

続
す

る
か

？
エ

チ
オ

ピ
ア

政
府

の
政

策
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

水
分

野
の

関
連

規
制

、
法

制
度

は
整

備
さ

れ
て

い
る

か
？

整
備

さ
れ

る
予

定
か

？
水

分
野

の
関

連
法

案
、

規
制

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
聞

き
取

り
協

議

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

が
南

部
諸

民
族

州
全

土
に

普
及

す
る

取
り

組
み

が
確

保
さ

れ
つ

つ
あ

る
か

？
エ

チ
オ

ピ
ア

政
府

の
方

針
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
今

後
の

方
針

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
聞

き
取

り
協

議

協
力

終
了

後
も

効
果

を
あ

げ
て

い
く
た

め
の

給
水

施
設

の
維

持
管

理
を

実
施

す
る

に
足

る
州

水
資

源
局

の
組

織
能

力
は

十
分

か
？

（予
算

、
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

等
）

州
水

資
源

局
･郡

水
資

源
事

務
所

の
今

後
の

方
針

（
優

先
度

、
戦

略
、

予
算

な
ど

）
州

水
資

源
局

関
連

職
員

、
他

援
助

機
関

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所

質
問

票
、

聞
き

取
り

、
協

議

協
力

終
了

後
も

効
果

を
あ

げ
て

い
く
た

め
の

給
水

人
材

の
能

力
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
運

営
能

力
は

十
分

に
育

成
し

つ
つ

あ
る

か
？

（予
算

、
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

等
）

州
水

資
源

局
の

今
後

の
方

針
、

長
期

計
画

、
予

算
州

水
資

源
局

関
連

職
員

、
他

援
助

機
関

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所

質
問

票
、

聞
き

取
り

、
協

議

協
力

終
了

後
も

効
果

を
あ

げ
て

い
く
た

め
の

郡
水

事
務

所
の

給
水

･維
持

管
理

に
か

か
る

計
画

･実
施

能
力

は
十

分
か

？
（
予

算
、

人
材

配
置

、
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
等

）

郡
政

府
･郡

水
事

務
所

の
今

後
の

方
針

（役
割

・
位

置
づ

け
、

予
算

な
ど

）
州

水
資

源
局

関
連

職
員

、
他

援
助

機
関

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所

質
問

票
、

聞
き

取
り

、
協

議

州
水

資
源

局
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

十
分

に
確

保
さ

れ
て

い
る

か
？

州
水

資
源

局
の

体
制

、
予

算
措

置
、

位
置

づ
け

、
人

員
配

置
州

水
資

源
局

関
連

職
員

、
他

援
助

機
関

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
質

問
票

、
聞

き
取

り
、

協
議

現
在

必
要

な
予

算
が

確
保

さ
れ

て
い

る
か

？
ま

た
今

後
、

水
セ

ク
タ

ー
予

算
が

増
え

る
可

能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
か

？
南

部
諸

民
族

州
、

州
内

の
郡

政
府

の
方

針
州

水
資

源
局

関
連

職
員

、
他

援
助

機
関

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
質

問
票

、
聞

き
取

り
、

協
議

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
活

用
さ

れ
る

技
術

移
転

の
手

法
は

受
け

入
れ

ら
れ

つ
つ

あ
る

か
（
技

術
レ

ベ
ル

の
適

切
性

、
社

会
的

・
慣

習
的

適
切

性
）

Ｃ
Ｐ

の
能

力
、

技
術

力
こ

れ
ま

で
の

活
動

状
況

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
質

問
票

、
聞

き
取

り
協

議

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

か
？

（
Ｃ

Ｐ
が

単
独

で
で

き
る

よ
う

に
な

る
か

？
）

Ｃ
Ｐ

の
能

力
、

技
術

力
こ

れ
ま

で
の

活
動

状
況

、
機

材
整

備
状

況
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

社
会

的
弱

者
層

（
貧

困
、

女
性

等
）
へ

の
配

慮
不

足
に

よ
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
効

果
を

妨
げ

る
可

能
性

は
な

い
か

？
阻

害
要

因
の

事
例

専
門

家
、

Ｃ
Ｐ

、
Ｊ

ＩＣ
Ａ

事
務

所
質

問
票

、
聞

き
取

り
協

議

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

な
い

か
？

阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

そ
の

他
自

立
発

展
性

を
阻

害
す

る
そ

の
他

の
要

因
は

あ
る

か
？

阻
害

要
因

の
事

例
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

質
問

票
、

聞
き

取
り

協
議

こ
の

ま
ま

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

は
見

込
め

る
か

投
入

、
活

動
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
内

容
を

軌
道

修
正

す
る

必
要

は
あ

る
か

指
標

の
追

加
、

変
更

、
削

除
、

目
標

値
の

変
更

を
す

る
必

要
が

あ
る

か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
影

響
を

与
え

る
新

た
な

外
部

条
件

は
あ

る
か

今
後

留
意

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

は
何

か

日
本

側
の

協
議

、
エ

チ
オ

ピ
ア

側
と

の
協

議
州

水
資

源
局

関
連

職
員

、
専

門
家

、
Ｃ

Ｐ
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
事

務
所

6
.軌

道
修

正
の

必
要

は
無

い
か

？

軌
道

修
正

の
必

要
性

上
記

結
果

を
踏

ま
え

て
検

討

社
会

・
文

化
・
環

境
面

政
策

・
制

度
面

5
.自

立
発

展
性

（
S

U
S

T
A

IN
A

B
IL

IT
Y
）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・
発

展
し

て
い

く
か

？

技
術

面

組
織

・
財

政
面

 





 1

添
付
資

料
 4
 

現
地

調
査

結
果

入
り

評
価

グ
リ

ッ
ド

 

評
価

項
目

調
査

結
果

大
項

目
小

項
目

2
0
0
9
年

6
月

に
P

D
M

2
が

策
定

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

指
標

は
①

O
J
T
対

象
の

ワ
レ

ダ
が

村
落

給
水

シ
ス

テ
ム

の
不

稼
動

率
（
A

c
c
e
ss

 r
u
n
n
n
in

g 
ra

te
)を

改
善

す
る

、
②

O
J
T
対

象
の

ワ
レ

ダ
に

お
い

て
水

供
給

施
設

が
増

加
す

る
、

と
改

め
ら

れ
た

。

①
「
O

J
T
対

象
の

ワ
レ

ダ
が

村
落

給
水

シ
ス

テ
ム

の
不

稼
動

率
（
A

c
c
e
ss

 r
u
n
n
n
in

g 
ra

te
)を

改
善

す
る

」
に

つ
い

て
は

、
2
0
0
9
年

に
実

施
さ

れ
た

水
供

給
施

設
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

調
査

の
結

果
を

精
査

し
た

後
に

具
体

的
な

目
標

値
の

設
定

と
及

び
具

体
的

な
方

策
が

検
討

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

た
め

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
評

価
時

点
で

は
そ

の
指

標
の

達
成

度
を

測
る

こ
と

は
難

し
い

。

②
「
O

J
T
対

象
の

ワ
レ

ダ
に

お
い

て
水

供
給

施
設

が
増

加
す

る
」
の

評
価

指
標

に
つ

い
て

も
、

2
0
0
9
年

に
実

施
さ

れ
た

水
供

給
施

設
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

調
査

の
結

果
を

精
査

し
た

後
に

具
体

的
な

目
標

値
の

設
定

と
及

び
具

体
的

な
方

策
が

検
討

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

た
め

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
で

は
そ

の
指

標
の

達
成

度
を

測
る

こ
と

は
難

し
い

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

。

2
0
0
8
年

に
始

ま
っ

た
全

国
行

政
改

革
 (
B

P
R

)に
よ

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

機
関

南
部

諸
民

族
州

の
州

水
資

源
局

の
組

織
再

編
が

進
め

ら
れ

、
カ

ウ
ン

タ
パ

ー
ト

の
不

在
や

入
れ

替
わ

り
が

あ
っ

た
。

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

に
お

い
て

も
Ｂ

Ｐ
Ｒ

は
終

了
し

て
お

ら
ず

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
で

あ
る

州
水

資
源

局
の

局
長

を
除

き
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
ャ

ー
を

努
め

る
立

場
に

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

W
at

e
r 

a
n
d
 S

a
n
it
a
ti
o
n
 P

ro
c
e
ss

の
部

長
も

暫
定

人
事

で
あ

り
他

、
全

て
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

正
式

任
命

を
受

け
て

い
な

い
状

態
が

続
い

て
い

る
。

ま
た

、
2
0
0
9
年

7
月

に
新

年
度

が
開

始
さ

れ
て

い
る

が
、

予
算

措
置

･執
行

も
大

幅
に

遅
れ

て
お

り
、

州
水

資
源

局
自

体
の

業
務

が
停

滞
し

て
い

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

０
「
ス

テ
ー

ジ
2
に

お
け

る
詳

細
実

施
計

画
(P

D
M

、
P
O

を
含

む
)が

策
定

さ
れ

る
」
は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。

指
標

「
2
0
0
8
年

6
月

の
J
C

C
に

よ
っ

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
が

承
認

さ
れ

る
」
：
 P

D
M

1
、

P
O

が
2
0
0
8
年

6
月

に
開

催
さ

れ
た

Ｊ
C

C
に

お
い

て
承

認
を

受
け

、
当

該
指

標
は

達
成

さ
れ

て
い

る
。

そ
の

後
、

設
定

指
標

の
一

部
が

再
度

改
訂

さ
れ

、
2
0
0
9
年

6
月

J
C

C
で

承
認

さ
れ

た
。

指
標

１
-
1
：
 「

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

を
通

じ
て

州
水

資
源

局
が

2
0
1
0
年

末
ま

で
に

能
力

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

体
制

を
構

築
す

る
」
の

達
成

状
況

：
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
に

お
い

て
は

、
州

水
資

源
局

に
お

け
る

郡
水

事
務

所
支

援
体

制
及

び
能

力
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
か

か
る

組
織

体
制

は
明

確
に

は
打

ち
出

さ
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
の

方
針

も
確

定
し

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

指
標

1
-
2
「
2
0
1
1
年

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

全
地

域
を

包
括

す
る

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
作

成
さ

れ
、

水
セ

ク
タ

ー
の

戦
略

計
画

作
り

に
用

い
ら

れ
る

」
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
初

年
度

に
G

IS
関

連
準

備
･調

査
活

動
を

行
い

、
2
年

次
に

は
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

構
築

基
礎

資
料

の
一

つ
で

あ
る

全
州

5
万

1
地

勢
図

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
行

っ
た

。
当

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
重

点
対

象
郡

6
郡

に
つ

い
て

は
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
基

礎
と

な
る

水
供

給
施

設
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

を
実

施
す

る
予

定
に

し
て

い
た

が
、

州
水

資
源

局
が

2
0
0
9
年

1
月

か
ら

全
郡

を
対

象
に

調
査

を
実

施
し

た
こ

と
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
は

重
複

を
避

け
る

た
め

中
止

し
た

。
3
年

次
に

、
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

調
査

の
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
を

6
重

点
対

象
郡

の
Ｇ

ＩＳ
水

理
地

質
図

の
作

成
か

ら
開

始
し

、
併

せ
て

州
水

資
源

局
の

Ｇ
ＩＳ

担
当

者
に

対
す

る
講

師
研

修
を

行
う

計
画

で
あ

る
。

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

に
お

い
て

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
Ｇ

ＩＳ
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

つ
い

て
の

指
標

達
成

は
見

込
め

る
も

の
の

、
水

セ
ク

タ
ー

の
戦

略
作

り
を

含
む

Ｇ
ＩＳ

の
運

用
に

つ
い

て
は

、
局

と
し

て
の

方
針

も
、

ま
た

方
針

を
打

ち
出

す
だ

け
の

組
織

体
制

が
未

整
備

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

達
成

に
つ

い
て

は
課

題
が

多
い

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

そ
の

他
指

標
に

表
れ

な
い

達
成

度
：
特

に
な

し

指
標

2
-
1
「
(修

正
ず

み
の

教
科

書
、

配
布

資
料

、
プ

レ
ゼ

ン
資

料
を

含
む

）
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
2
0
1
0
年

末
ま

で
に

作
成

さ
れ

る
。

」
：
(1

) 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
計

画
管

理
、

(2
) 
給

水
技

術
 (

3
) 

電
気

･機
械

 (
3
) 
社

会
･開

発
 (

4
) 
職

人
技

能
 ・

ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ維

持
管

理
 (

5
) 
職

人
技

能
1
、

(6
)職

人
技

能
2
（
湧

水
施

設
）
、

 (
7
) 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

技
能

 (
8
) 
地

下
水

開
発

、
の

8
つ

の
一

般
研

修
コ

ー
ス

別
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

概
要

が
専

門
家

に
よ

り
作

成
さ

れ
た

。
教

材
、

参
考

資
料

は
、

W
R

D
B

専
門

家
、

外
部

リ
ソ

ー
ス

に
よ

り
構

成
さ

れ
る

研
修

講
師

と
の

協
議

に
よ

り
準

備
さ

れ
た

。
2
年

次
に

は
こ

れ
ら

8
コ

ー
ス

の
う

ち
(6

)を
除

く
7
コ

ー
ス

が
実

施
さ

れ
、

約
2
3
0
名

（
う

ち
県

水
事

務
職

員
は

地
下

水
開

発
･給

水
技

術
･電

気
機

械
の

コ
ー

ス
を

中
心

に
3
3
名

参
加

）
が

参
加

し
た

。
当

研
修

実
施

と
3
年

次
に

実
施

予
定

の
第

2
回

研
修

実
施

を
通

じ
て

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
及

び
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

資
料

分
析

、
関

係
者

討
議

な
ど

を
通

じ
て

改
訂

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

準
備

す
る

予
定

で
あ

り
、

2
0
1
0
年

末
ま

で
に

当
指

標
の

達
成

が
果

た
せ

る
見

込
み

で
あ

る
。

指
標

2
-
2
「
研

修
対

象
郡

（
7
8
）
の

研
修

参
加

職
人

が
水

供
給

施
設

の
修

理
（
や

、
ま

た
は

）
建

設
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

」
：
一

般
研

修
の

一
部

と
し

て
、

州
水

資
源

局
職

員
と

研
修

対
象

郡
7
8
の

郡
技

術
職

員
（
職

人
）
に

対
し

ハ
ン

ド
ポ

ン
プ

維
持

管
理

研
修

を
計

画
し

た
。

2
0
0
9
年

5
月

に
2
1
名

の
参

加
を

得
て

実
施

し
た

。
6
つ

の
重

点
対

象
郡

の
う

ち
ア

ン
ガ

チ
ャ

、
ロ

マ
、

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

、
ボ

ル
ソ

ソ
レ

の
４

郡
か

ら
の

参
加

も
あ

っ
た

。
湧

水
施

設
建

設
研

修
は

、
2
年

次
に

計
画

さ
れ

た
が

、
実

習
場

所
の

都
合

に
よ

り
延

期
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
3
年

次
に

実
施

を
予

定
し

て
い

る
。

研
修

生
が

職
場

に
戻

っ
て

か
ら

の
各

人
の

修
理

･建
設

実
績

の
確

認
に

つ
い

て
は

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

体
制

が
未

整
備

で
あ

り
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

で
は

検
証

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

指
標

2
-
3
「
研

修
対

象
郡

の
C

P
P
が

研
修

コ
ー

ス
の

終
了

時
に

実
践

的
な

実
行

計
画

を
提

出
す

る
」
：
1
年

次
の

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

を
通

じ
て

行
っ

た
研

修
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

結
果

を
基

に
一

般
研

修
の

一
部

と
し

て
社

会
開

発
研

修
を

第
2
年

次
の

2
0
0
9
年

5
月

2
0
日

-
6
月

1
2
日

ま
で

重
点

対
象

６
郡

を
含

む
1
3
郡

か
ら

1
9
名

の
郡

水
事

務
所

所
属

の
C

o
m

m
u
n
it
y
 P

a
rt

ic
ip

a
ti
o
n

P
ro

m
o
te

r 
(C

P
P

)を
対

象
に

実
施

し
た

。
そ

の
内

容
は

、
住

民
参

加
型

運
営

維
持

管
理

の
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

、
C

P
P

の
具

体
的

な
日

常
業

務
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

、
給

水
に

必
要

な
技

術
知

識
や

保
健

衛
生

で
あ

っ
た

。
研

修
で

の
学

び
を

職
場

に
戻

っ
て

ど
の

よ
う

に
活

用
し

て
い

く
か

に
つ

い
て

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（
何

を
い

つ
、

実
施

す
る

か
）
の

形
で

ま
と

め
る

よ
う

に
試

み
た

が
、

自
分

の
業

務
の

範
疇

を
超

え
た

郡
全

体
の

給
水

計
画

の
よ

う
な

実
行

計
画

を
策

定
し

て
き

た
た

め
、

3
年

次
以

降
に

再
度

実
践

的
な

計
画

立
案

が
で

き
る

よ
う

に
対

応
す

る
予

定
で

あ
る

。
そ

の
他

指
標

に
表

れ
な

い
達

成
度

は
以

下
の

と
お

り
：
特

に
な

し

1
.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
度

合
い

評
価

設
問

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

「
南

部
諸

民
族

州
の

給
水

シ
ス

テ
ム

の
開

発
、

維
持

管
理

能
力

が
向

上
す

る
」
の

達
成

予
測

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

合
い

は
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
｢州

水
資

源
局

の
郡

水
事

務
所

支
援

体
制

が
強

化
さ

れ
る

」
は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
｢郡

水
事

務
所

職
員

及
び

給
水

設
備

修
理

職
人

の
能

力
が

向
上

す
る

。
」
は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。
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指

標
3-

１
「O

J
T
対

象
郡

水
事

務
所

が
郡

水
事

務
所

の
監

督
域

に
お

け
る

水
供

給
の

改
善

･増
加

計
画

を
策

定
す

る
」：

Ｏ
Ｊ
Ｔ

対
象

郡
は

、
わ

が
国

の
無

償
資

金
協

力
「南

部
諸

民
族

州
給

水
計

画
」の

第
一

期
、

第
二

期
の

対
象

で
あ

っ
た

18
郡

の
中

か
ら

、
5つ

（シ
ル

テ
ィ

、
ア

ン
ガ

チ
ャ

、
ボ

ル
ソ

・ソ
レ

、
ロ

マ
、

フ
ラ

）が
選

定
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

5郡
は

州
内

北
部

と
東

部
に

限
定

さ
れ

て
い

た
た

め
、

南
部

か
ら

無
償

の
対

象
郡

で
は

な
か

っ
た

も
の

、
ア

ル
バ

ミ
ン

チ
を

重
点

対
象

郡
と

し
て

加
え

た
。

計
画

・実
施

・モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
係

る
O

J
T
は

、
2年

次
本

案
件

に
よ

る
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

調
査

か
ら

開
始

し
て

、
郡

の
改

善
・増

加
計

画
策

定
指

導
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

っ
た

。
し

か
し

、
20

09
年

1月
か

ら
全

郡
で

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

ー
調

査
が

実
施

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

重
複

を
避

け
る

た
め

、
本

案
件

で
の

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

ー
調

査
を

行
わ

な
い

こ
と

に
な

り
、

3
年

次
に

至
る

ま
で

当
指

標
に

係
る

活
動

は
行

わ
れ

て
き

て
い

な
い

。
Ｏ

Ｊ
Ｔ
対

象
郡

の
う

ち
2郡

に
つ

い
て

は
、

既
に

U
N

IC
E
F
及

び
ア

フ
リ

カ
開

発
銀

行
の

支
援

に
よ

り
、

郡
レ

ベ
ル

で
W

A
S
H

チ
ー

ム
が

組
成

さ
れ

、
既

に
郡

の
水

開
発

計
画

は
策

定
済

み
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

２
郡

を
除

く
４

郡
に

お
い

て
W

A
S
H

チ
ー

ム
を

組
織

化
し

、
郡

の
改

善
・増

加
計

画
策

定
指

導
を

指
導

す
る

計
画

で
あ

る
。

指
標

3-
2「

O
J
T
対

象
郡

水
事

務
所

が
計

画
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
す

る
」：

本
指

標
は

、
指

標
3-

１
の

計
画

策
定

に
係

る
活

動
計

画
の

一
環

で
あ

る
が

、
計

画
策

定
へ

の
活

動
が

始
め

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
ま

で
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
は

行
わ

れ
て

い
な

い
。

実
施

上
、

優
先

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
選

定
や

資
金

確
保

の
問

題
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

当
指

標
の

達
成

は
難

し
い

見
込

み
で

あ
る

。

指
標

3-
3「

O
J
T
対

象
郡

水
事

務
所

が
既

存
(及

び
新

設
の

）水
計

画
を

定
期

的
に

評
価

す
る

」：
本

指
標

は
、

指
標

3-
１

の
計

画
策

定
に

係
る

活
動

計
画

の
一

環
で

あ
る

が
、

計
画

策
定

へ
の

活
動

が
始

め
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

ま
で

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
行

わ
れ

て
い

な
い

。

指
標

3-
4「

研
修

対
象

郡
の

C
P

P
が

研
修

後
、

対
象

水
衛

生
組

合
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

を
毎

月
提

出
す

る
」：

Ｏ
Ｊ
Ｔ
対

象
郡

で
あ

る
６

つ
の

郡
水

事
務

所
で

、
C

P
P

が
毎

月
纏

め
る

集
計

表
（案

）に
つ

い
て

は
日

本
人

専
門

家
に

よ
っ

て
既

に
作

成
さ

れ
て

い
る

。
3年

次
に

は
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

や
水

の
防

衛
隊

J
O

C
V

も
交

え
て

協
議

し
、

案
を

叩
き

台
と

し
、

集
計

フ
ォ

ー
ム

（
＝

C
P

P
の

報
告

書
）
を

作
成

、
重

点
対

象
郡

水
事

務
所

や
Ｃ

Ｐ
Ｐ

に
説

明
を

行
い

、
郡

C
P
P

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

開
始

す
る

計
画

で
あ

る
。

そ
の

他
指

標
に

表
れ

な
い

達
成

度
は

以
下

の
と

お
り

：特
に

な
し

指
標

4-
１

「プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
年

次
後

に
対

象
水

衛
生

組
合

が
W

W
R

D
O

や
ケ

ベ
レ

事
務

所
に

月
間

報
告

書
を

提
出

す
る

」：
月

間
報

告
書

に
つ

い
て

は
20

0
9年

2月
-5

月
に

サ
イ

ト
別

に
参

加
型

現
状

分
析

を
し

た
際

に
、

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

を
配

付
し

、
説

明
が

さ
れ

て
い

る
。

6郡
の

う
ち

、
ボ

ロ
ソ

ソ
レ

郡
と

ロ
マ

郡
の

2郡
に

つ
い

て
は

、
対

象
21

サ
イ

ト
中

8サ
イ

ト
の

提
出

が
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

他
の

4郡
に

つ
い

て
は

、
ま

だ
月

間
報

告
書

の
提

出
は

定
着

し
て

い
な

い
。

今
後

、
Ｃ

Ｐ
Ｐ

を
通

じ
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

継
続

し
、

励
行

且
つ

定
期

報
告

を
通

じ
て

、
必

要
項

目
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
定

着
す

る
よ

う
働

き
か

け
を

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

指
標

4-
2「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4年
次

ま
で

に
対

象
水

衛
生

組
合

は
2年

間
分

の
維

持
管

理
に

必
要

な
資

金
を

貯
め

る
」：

20
09

年
2月

か
ら

5
月

に
か

け
て

2
1施

設
の

重
点

対
象

組
合

別
に

現
状

分
析

を
し

た
と

こ
ろ

、
全

対
象

施
設

で
料

金
徴

収
が

行
わ

れ
て

お
り

、
同

時
に

維
持

管
理

用
の

積
立

金
額

も
確

認
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
資

金
貯

蓄
の

対
策

と
し

て
考

え
ら

れ
る

現
行

給
水

料
金

の
見

直
し

 (
通

常
 1

 B
ir
r/

 月
/ 

世
帯

) 
を

含
め

た
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
も

一
部

の
W

A
S
H

C
O

で
は

検
討

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

具
現

化
を

３
年

時
以

降
の

O
J
T
に

よ
り

促
進

す
る

予
定

で
あ

る
。

指
標

と
す

る
「2

年
分

の
維

持
管

理
費

用
」は

、
既

往
案

件
で

計
算

し
た

例
も

あ
る

が
、

３
年

次
に

予
定

さ
れ

て
い

る
W

A
S
H

C
O

対
象

研
修

に
お

い
て

施
設

別
に

算
出

し
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
進

め
て

い
く

計
画

で
あ

る
。

指
標

4-
3「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2年
次

後
に

対
象

水
衛

生
組

合
が

定
期

的
に

予
防

維
持

を
実

施
す

る
」：

20
09

年
2月

-5
月

に
21

給
水

施
設

を
管

理
す

る
水

衛
生

組
合

（W
A

S
H

C
O

）別
に

現
状

分
析

を
し

た
際

に
、

全
対

象
施

設
で

予
防

維
持

が
実

施
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

3
年

次
に

は
、

維
持

管
理

が
で

き
る

よ
う

簡
易

工
具

の
調

達
や

ケ
ア

テ
ー

カ
ー

や
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
に

対
す

る
研

修
を

行
い

、
予

防
維

持
に

か
か

る
条

件
整

備
を

促
進

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。
技

術
的

な
維

持
管

理
の

能
力

向
上

に
か

か
る

具
体

的
な

方
策

は
今

後
検

討
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

そ
の

他
指

標
に

表
れ

な
い

達
成

度
は

以
下

の
と

お
り

：特
に

な
し

指
標

5-
１

「プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3年
次

末
ま

で
に

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
っ

て
売

上
げ

・在
庫

数
が

記
録

さ
れ

る
」：

 5
地

区
で

の
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
モ

デ
ル

（①
政

府
機

関
モ

デ
ル

：シ
ル

テ
ィ

県
水

事
務

所
、

②
公

営
法

人
モ

デ
ル

：ソ
ド

都
市

水
道

供
給

局
、

③
民

間
企

業
モ

デ
ル

：ア
ル

バ
ミ

ン
チ

金
属

加
工

業
者

、
④

ハ
ン

ド
ポ

ン
プ

利
用

者
協

同
組

合
モ

デ
ル

：ゲ
デ

オ
県

イ
ル

ガ
チ

ェ
フ

ハ
ン

ド
ポ

ン
プ

利
用

者
組

合
(新

設
）、

⑤
民

間
ハ

ン
ド

ポ
ン

プ
修

理
職

人
組

合
：ダ

ウ
ロ

県
テ

ル
チ

ャ
の

民
間

Ｈ
Ｐ

修
理

職
人

組
合

(新
設

）に
お

け
る

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

販
売

を
開

始
し

た
。

販
売

開
始

前
に

、
専

門
家

と
W

R
D

B
 C

P
 (
2
名

)が
各

対
象

ア
ウ

ト
レ

ッ
ト

担
当

グ
ル

ー
プ

を
対

象
に

販
売

管
理

に
係

る
研

修
を

実
施

し
た

。
3
年

次
は

販
売

開
始

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
お

よ
び

各
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
の

実
状

に
よ

る
再

訓
練

・指
導

を
予

定
し

て
い

る
。

ア
ウ

ト
レ

ッ
ト

に
よ

り
販

売
管

理
の

実
態

に
相

違
が

出
る

可
能

性
も

あ
る

が
、

基
本

作
業

で
あ

る
記

帳
事

務
は

必
要

不
可

欠
で

あ
り

、
各

ア
ウ

ト
レ

ッ
ト

が
基

準
に

準
拠

し
た

事
務

を
継

続
的

に
行

う
よ

う
指

導
を

徹
底

す
る

。
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

に
訪

問
し

た
②

に
つ

い
て

は
、

売
り

上
げ

、
在

庫
数

が
毎

月
記

録
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

指
標

5-
2「

4年
次

末
ま

で
に

在
庫

調
整

が
適

正
に

行
わ

れ
る

」：
3年

次
調

査
に

よ
り

在
庫

調
整

を
含

む
持

続
的

な
販

売
の

た
め

の
戦

略
を

検
討

し
、

4
年

次
末

ま
で

に
適

正
な

在
庫

調
整

を
目

指
す

こ
と

に
し

て
い

る
。

指
標

5-
3「

5年
次

末
ま

で
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
供

給
網

構
築

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
策

定
さ

れ
る

」：
州

水
資

源
局

は
、

2年
次

J
C

C
に

お
い

て
、

条
件

の
異

な
る

5モ
デ

ル
に

よ
る

ア
ウ

ト
レ

ッ
ト

販
売

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

、
将

来
的

な
体

制
確

立
を

支
援

し
て

行
く
意

思
を

表
明

し
て

い
る

。
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

適
切

な
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

準
備

す
る

計
画

で
あ

る
が

、
当

該
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

準
備

･適
用

に
は

州
水

資
源

局
に

よ
る

体
制

整
備

が
不

可
欠

で
あ

る
。

そ
の

他
指

標
に

表
れ

な
い

達
成

度
は

以
下

の
と

お
り

：特
に

な
し

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

5｢
ハ

ン
ド

ポ
ン

プ
の

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

供
給

網
の

モ
デ

ル
が

構
築

さ
れ

る
」は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4｢
対

象
郡

の
郡

水
事

務
所

に
お

い
て

W
W

R
D

O
の

計
画

･実
施

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
評

価
に

か
か

る
能

力
が

構
築

さ
れ

る
。

」は
計

画
ど

お
り

産
出

さ
れ

て
い

る
か

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
度

合
い

1
.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3｢
対

象
郡

の
郡

水
事

務
所

に
お

い
て

W
W

R
D

O
の

計
画

･実
施

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
評

価
に

か
か

る
能

力
が

構
築

さ
れ

る
。

」は
計

画
ど

お
り

産
出

さ
れ

て
い

る
か

。
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指

標
6-

１
「改

良
筒

井
戸

、
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

技
術

･知
識

を
有

す
る

職
人

数
が

毎
年

増
加

す
る

」：
 改

良
筒

井
戸

筒
井

戸
建

設
の

適
地

と
判

断
さ

れ
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
郡

は
シ

ル
テ

ィ
と

フ
ラ

の
２

郡
で

あ
っ

た
。

こ
の

2郡
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
15

名
の

郡
水

事
務

所
選

抜
に

よ
る

職
人

を
対

象
に

研
修

を
実

施
し

た
。

3年
次

は
対

象
を

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

郡
に

移
し

、
同

様
の

職
人

研
修

を
計

画
し

て
い

る
。

更
に

、
9名

に
対

し
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
研

修
を

実
施

し
た

。
 こ

う
し

た
研

修
を

通
じ

職
人

数
の

増
加

は
認

め
ら

れ
る

も
、

目
標

値
が

具
体

的
に

設
定

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
に

お
い

て
そ

の
達

成
度

を
検

証
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

指
標

6-
2「

改
良

筒
井

戸
、

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

に
興

味
を

持
つ

人
の

数
が

毎
年

増
加

す
る

」：
20

08
年

11
月

に
実

施
し

た
需

要
供

給
調

査
で

重
点

対
象

郡
の

S
ilt

yと
H

ul
la

郡
に

お
い

て
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

認
知

度
を

把
握

し
た

。
既

に
E
W

T
E
C

に
よ

り
5台

が
設

置
さ

れ
て

い
た

S
ilｔ

yで
は

40
％

（田
舎

）
か

ら
70

％
（町

周
辺

）と
認

知
度

が
高

く
、

設
置

の
な

い
H

ul
la

で
は

両
地

域
で

10
％

以
下

と
低

い
こ

と
か

ら
、

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

の
デ

モ
設

置
の

認
知

度
へ

の
貢

献
が

確
認

さ
れ

た
。

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

引
き

続
き

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

の
設

置
、

研
修

、
広

報
活

動
を

続
け

、
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
へ

の
関

心
を

高
め

て
い

く
こ

と
を

計
画

し
て

お
り

、
そ

の
成

果
達

成
を

同
様

の
調

査
を

再
度

4年
次

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

把
握

す
る

計
画

で
あ

る
。

同
時

に
2年

次
か

ら
郡

水
事

務
所

と
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
製

造
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
調

査
票

を
お

き
、

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

の
購

入
や

相
談

に
訪

れ
る

住
民

の
数

等
を

記
録

し
始

め
て

お
り

、
今

後
広

報
や

デ
モ

設
置

の
効

果
を

確
認

す
る

こ
と

に
し

て
い

る
。

毎
年

増
加

す
る

こ
と

は
期

待
さ

れ
る

も
、

具
体

的
な

数
値

達
成

目
標

を
設

定
し

て
い

な
い

た
め

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
で

は
そ

の
達

成
度

を
判

断
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

指
標

6-
3「

適
正

技
術

に
か

か
る

知
識

を
有

す
る

W
W

D
O

職
員

数
が

毎
年

増
加

す
る

」：
重

点
対

象
6郡

を
中

心
と

し
た

郡
水

事
務

所
職

員
計

9
名

に
数

日
～

1
週

間
の

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

設
置

の
O

J
T
を

実
施

し
た

。
ま

た
手

堀
井

戸
実

地
研

修
に

お
い

て
も

各
郡

か
ら

1名
が

職
人

対
象

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

に
参

加
し

た
こ

と
か

ら
、

職
員

数
は

増
加

傾
向

に
あ

る
と

言
え

る
。

た
だ

し
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

と
目

標
値

が
設

定
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

そ
の

達
成

度
を

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

で
判

断
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

指
標

6-
4「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
W

R
D

B
に

適
正

技
術

を
取

り
扱

う
グ

ル
ー

プ
が

機
能

し
て

い
る

」：
州

水
資

源
局

に
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
の

担
当

者
と

し
て

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

1名
と

技
工

1名
が

候
補

と
し

て
挙

げ
ら

れ
た

が
、

各
人

の
業

務
多

忙
と

英
語

能
力

不
足

・立
場

上
の

問
題

も
あ

り
、

具
体

的
な

話
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

局
内

に
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
を

含
め

適
正

技
術

を
扱

う
グ

ル
ー

プ
の

設
立

が
必

要
で

あ
る

と
認

識
を

醸
成

し
よ

う
と

働
き

か
け

て
い

る
が

、
B

P
R

に
よ

る
州

水
資

源
局

の
組

織
体

制
の

流
動

化
も

あ
り

進
展

し
て

い
な

い
。

州
水

資
源

局
が

明
確

な
意

図
を

持
っ

て
適

正
技

術
に

よ
る

給
水

施
設

の
普

及
を

す
る

と
い

う
体

制
を

打
ち

出
さ

ず
、

か
つ

適
切

な
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

が
、

本
指

標
の

達
成

に
は

必
要

不
可

欠
で

あ
り

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
に

お
い

て
は

そ
の

見
込

み
は

非
常

に
低

い
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

。

そ
の

他
指

標
に

表
れ

な
い

達
成

度
は

以
下

の
と

お
り

：2
00

8年
9月

末
よ

り
、

E
W

T
E
C

フ
ェ

ー
ズ

2に
お

け
る

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

普
及

活
動

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
し

て
本

案
件

で
普

及
状

況
の

確
認

と
今

後
の

普
及

方
法

の
検

討
を

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
具

体
的

な
活

動
と

し
て

は
、

テ
ィ

グ
ラ

イ
州

、
ア

ム
ハ

ラ
州

、
オ

ロ
ミ

ア
州

の
３

州
に

お
い

て
、

①
す

で
に

分
配

さ
れ

た
２

９
６

台
の

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

の
設

置
作

業
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
、

②
E
W

T
E
C

の
研

修
修

了
生

へ
の

製
造

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
、

③
州

･県
職

員
を

対
象

と
し

た
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
品

質
コ

ン
ロ

ト
ー

ル
訓

練
、

が
計

画
さ

れ
た

。
テ

ィ
グ

ラ
イ

州
で

は
Ｎ

Ｇ
Ｏ

、
ア

ム
ハ

ラ
州

で
は

民
間

職
人

・ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

郡
職

員
、

オ
ロ

ミ
ア

州
で

は
郡

職
員

を
対

称
に

し
た

研
修

を
実

施
し

、
テ

ィ
グ

ラ
イ

で
36

台
(配

布
数

４
０

台
）、

オ
ロ

ミ
ア

州
で

は
７

台
（配

布
数

15
6台

）が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
ア

ム
ハ

ラ
で

は
N

G
O

対
象

に
指

導
を

実
施

、
ま

た
オ

ロ
ミ

ア
で

は
郡

職
員

を
対

象
に

実
習

を
行

っ
た

。
 ３

州
そ

れ
ぞ

れ
に

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

普
及

モ
デ

ル
の

検
討

と
そ

れ
に

応
じ

た
研

修
計

画
の

策
定

が
さ

れ
て

い
る

。

活
動

の
進

捗
状

況
は

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

初
年

度
は

、
活

動
計

画
策

定
の

基
礎

と
な

る
各

調
査

実
施

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
計

画
の

立
案

が
行

わ
れ

た
。

本
格

実
施

が
始

め
ら

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2年
次

の
20

0
8年

9月
以

降
、

行
政

改
革

（Ｂ
Ｐ

Ｒ
）が

進
捗

し
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
多

忙
を

極
め

、
ま

た
ポ

ス
ト

か
ら

の
異

動
･入

れ
替

え
が

あ
っ

た
こ

と
、

州
水

資
源

局
に

よ
る

給
水

施
設

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

ー
調

査
の

実
施

、
無

償
資

金
協

力
部

分
の

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
実

施
で

県
・郡

水
事

務
所

担
当

分
が

十
分

に
行

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

、
等

か
ら

、
特

に
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
１

～
4に

つ
い

て
は

、
計

画
の

相
次

ぐ
修

正
が

必
要

と
な

っ
た

。
ま

た
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
１

～
３

の
う

ち
一

般
研

修
を

除
く
技

術
面

の
投

入
や

具
体

的
な

戦
略

に
つ

い
て

は
未

だ
明

確
に

う
ち

だ
さ

れ
て

お
ら

ず
、

遅
れ

が
認

め
ら

れ
た

。

問
題

発
現

時
に

と
ら

れ
た

対
策

は
。

問
題

解
決

の
仕

組
み

と
そ

の
有

効
性

：局
長

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

ャ
ー

で
あ

っ
た

カ
ス

氏
と

直
接

検
討

し
た

が
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
不

在
や

多
忙

か
ら

、
協

同
で

の
問

題
解

決
や

迅
速

な
意

思
決

定
が

難
し

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

エ
チ

オ
ピ

ア
側

＊
C

/P
：プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
及

び
途

中
に

配
置

さ
れ

た
C

/
P

は
6名

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

に
局

長
で

あ
っ

た
ジ

ャ
マ

ー
ル

氏
は

異
動

し
、

ミ
テ

ィ
ッ

ク
氏

に
代

わ
っ

た
。

ま
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
ャ

ー
で

あ
っ

た
カ

ス
氏

は
病

を
得

て
、

20
09

年
1月

か
ら

休
み

に
入

っ
た

。
Ｂ

Ｐ
Ｒ

の
実

施
が

進
み

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

に
正

式
に

ポ
ス

ト
の

提
示

を
受

け
て

い
る

の
は

、
他

4名
の

職
員

の
う

ち
、

Ｇ
ＩＳ

担
当

の
1名

。
他

3名
に

つ
い

て
は

正
式

な
ポ

ス
ト

を
提

示
さ

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

病
か

ら
復

帰
し

た
カ

ス
氏

は
任

官
は

受
け

て
い

る
も

の
の

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

し
て

の
位

置
づ

け
は

不
明

で
あ

る
。

結
果

と
し

て
、

現
在

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
ャ

ー
を

初
め

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
１

の
Ｇ

ＩＳ
部

分
の

担
当

を
除

く
全

て
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
カ

ウ
ン

タ
パ

ー
ト

が
不

在
と

い
う

、
非

常
に

懸
念

す
べ

き
事

態
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。

＊
中

間
レ

ビ
ュ

ー
ま

で
に

エ
チ

オ
ピ

ア
側

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

経
費

は
予

算
措

置
が

さ
れ

て
き

て
い

な
い

。

＊
日

本
人

専
門

家
と

ロ
ー

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

は
W

R
D

B
内

に
執

務
室

が
１

部
屋

確
保

さ
れ

て
い

る
。

専
門

家
派

遣
が

重
な

っ
た

場
合

に
は

狭
い

。

日
本

側

＊
専

門
家

派
遣

:業
務

実
施

型
専

門
家

（専
門

分
野

：総
括

／
村

落
給

水
 (

地
下

水
開

発
)、

副
総

括
／

村
落

給
水

 (
施

設
設

備
)、

村
落

給
水

 (
電

気
機

械
)、

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

／
改

良
筒

井
戸

、
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
、

社
会

経
済

、
社

会
開

発
／

村
落

衛
生

 (
1)

、
社

会
開

発
／

村
落

衛
生

 (
2
)、

G
IS

／
情

報
管

理
、

業
務

調
整

）は
10

名
お

り
、

2
0
09

年
11

月
現

在
で

の
実

績
は

40
.4

3ヶ
月

で
あ

る
。

＊
供

与
機

材
6,

59
2千

円
で

、
う

ち
5,

9
71

千
円

は
フ

ィ
ー

ル
ド

業
務

用
の

4駆
動

車
で

あ
る

。
携

行
機

材
は

1,
44

3千
円

で
、

金
額

的
に

は
フ

ッ
素

イ
オ

ン
計

、
Ｇ

ＩＳ
地

図
、

衛
星

電
話

が
大

き
い

。

＊
現

地
コ

ス
ト

負
担

：2
00

7
年

度
に

は
、

24
,8

41
千

円
、

2
00

8年
度

24
,3

9
5千

円
、

の
総

計
49

,2
36

千
円

が
現

地
業

務
費

と
し

て
支

出
さ

れ
た

。
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

傭
人

費
と

車
の

借
り

上
げ

費
用

が
主

要
費

用
項

目
で

あ
る

。

1.
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

6｢
適

正
技

術
(改

良
筒

井
戸

、
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
)に

よ
る

給
水

施
設

の
普

及
基

盤
が

、
州

水
資

源
局

に
よ

っ
て

形
成

さ
れ

る
」は

計
画

ど
お

り
産

出
さ

れ
て

い
る

か
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

産
出

の
度

合
い

投
入

の
実

績
投

入
の

実
績

は
。

活
動

の
実

績

 
  



 4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

状
況

は
。

＊
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
P

D
M

2/
P

O
2に

沿
っ

て
行

わ
れ

た
。

活
動

の
進

捗
等

に
か

か
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
、

専
門

家
の

進
捗

報
告

書
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

と
の

会
合

を
通

じ
て

行
な

わ
れ

て
い

る
。

＊
本

案
件

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
が

総
和

ま
た

は
各

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

毎
で

は
な

く
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
導

き
出

す
イ

ン
プ

ッ
ト

（
例

：社
会

開
発

、
技

術
）毎

で
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

特
徴

で
あ

り
、

そ
の

結
果

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
と

し
て

の
ア

ウ
ト

カ
ム

の
適

化
よ

り
も

、
各

専
門

家
そ

れ
ぞ

れ
が

適
と

考
え

る
活

動
計

画
が

策
定

さ
れ

、
活

動
毎

の
効

率
や

結
果

が
追

求
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
た

め
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

の
総

和
的

な
結

果
を

ど
こ

に
求

め
る

の
か

、
そ

の
た

め
の

具
体

的
な

戦
略

は
何

で
あ

る
の

か
、

に
つ

い
て

エ
側

、
日

本
側

で
も

合
意

が
形

成
さ

れ
て

い
な

い
状

況
が

生
ま

れ
て

い
る

。
＊

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
R

/D
で

は
合

同
調

整
委

員
会

の
開

催
に

関
し

て
合

意
さ

れ
た

、
こ

れ
ま

で
に

20
08

年
6月

16
日

、
20

09
年

6月
12

日
の

２
回

開
催

さ
れ

た
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
関

係
者

と
の

関
り

方
は

適
切

で
あ

っ
た

か

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

業
務

実
施

契
約

型
案

件
で

見
ら

れ
る

シ
ャ

ト
ル

型
の

専
門

家
派

遣
形

式
で

あ
る

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

家
が

大
限

の
努

力
を

し
て

も
、

時
間

的
制

約
や

不
在

時
に

は
き

め
細

か
な

対
応

が
で

き
な

い
状

況
も

あ
る

。
特

に
本

案
件

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

本
格

実
施

が
始

め
ら

れ
た

2年
次

か
ら

エ
側

に
お

い
て

Ｂ
Ｐ

Ｒ
が

開
始

さ
れ

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

不
在

と
い

う
異

常
事

態
が

発
生

し
、

3
年

次
開

始
時

点
で

も
同

様
の

状
態

が
続

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
課

題
が

多
い

。
毎

月
一

回
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

間
の

定
例

会
議

が
計

画
さ

れ
た

が
、

実
施

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
社

会
開

発
に

つ
い

て
は

、
水

の
防

衛
隊

と
し

て
州

水
資

源
局

に
派

遣
さ

れ
て

い
る

Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ｖ

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

す
る

な
ど

の
対

処
が

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
他

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
不

在
も

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
専

門
家

が
派

遣
さ

れ
て

い
な

い
時

期
は

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

限
定

さ
れ

、
不

活
動

の
状

態
が

生
じ

て
い

る
。

日
本

側
の

み
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
専

門
家

が
帰

国
の

た
び

に
報

告
書

を
作

成
し

、
関

係
者

と
情

報
共

有
に

務
め

て
は

い
た

が
、

情
報

共
有

が
一

層
必

要
と

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

技
術

移
転

の
方

法
技

術
移

転
の

方
法

に
問

題
は

な
か

っ
た

か

日
々

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

通
じ

て
の

技
術

移
転

の
方

法
に

つ
い

て
は

、
B

P
R

に
よ

る
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

不
在

の
中

で
、

各
専

門
家

に
よ

り
多

大
な

努
力

が
さ

れ
て

き
た

。
一

方
で

、
州

、
県

、
郡

、
ケ

ベ
レ

･コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

レ
ベ

ル
に

お
い

て
、

そ
も

そ
も

誰
の

能
力

を
、

何
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
手

段
を

と
っ

て
、

育
成

す
る

の
か

、
と

い
う

能
力

強
化

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
そ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
プ

ロ
セ

ス
や

対
象

が
あ

い
ま

い
の

ま
ま

に
活

動
が

展
開

さ
れ

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

と
し

て
の

Ｃ
Ｄ

戦
略

の
明

確
化

が
必

要
で

あ
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
た

。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
参

加
度

合
い

相
手

国
実

施
機

関
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

醸
成

さ
れ

て
い

る
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

請
･開

始
時

に
局

長
で

あ
っ

た
ジ

ャ
マ

ー
ル

氏
の

交
代

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
本

格
実

施
の

2年
度

か
ら

B
P
R

に
よ

る
カ

ウ
ン

タ
パ

ー
ト

の
多

忙
･不

在
ま

た
暫

定
任

命
人

事
に

よ
り

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
で

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
そ

の
も

の
が

実
施

機
関

で
あ

る
南

部
州

水
資

源
局

に
十

分
理

解
さ

れ
て

お
ら

ず
、

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

度
合

い
は

非
常

に
低

い
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

。

エ
国

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

。

エ
チ

オ
ピ

ア
の

開
発

指
標

の
多

く
は

遅
れ

て
は

い
る

が
、

そ
の

中
に

あ
っ

て
も

、
安

全
な

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
は

際
立

っ
て

悪
く
、

国
連

基
準

で
の

安
全

給
水

率
は

20
04

年
の

統
計

で
22

％
（世

界
低

））
で

あ
る

た
め

、
生

活
用

水
の

管
理

は
、

社
会

開
発

課
題

の
中

で
優

先
度

が
高

い
こ

と
か

ら
、

南
部

諸
民

族
州

に
お

い
て

村
落

給
水

シ
ス

テ
ム

の
開

発
･不

稼
動

施
設

の
リ

ハ
ビ

リ
、

維
持

管
理

能
力

の
強

化
を

通
じ

て
ア

ク
セ

ス
改

善
を

目
指

す
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
エ

国
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

対
象

グ
ル

ー
プ

は
、

6つ
の

ワ
レ

ダ
水

資
源

事
務

所
と

21
給

水
施

設
（W

A
S
H

C
O

）で
あ

り
、

こ
れ

ら
対

象
グ

ル
ー

プ
の

技
能

向
上

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
た

。

エ
国

の
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

。

エ
チ

オ
ピ

ア
政

府
は

、
2
00

5年
に

U
ni

ve
rs

al
 A

cc
es

s 
P

ro
gr

am
を

策
定

し
、

独
自

基
準

（国
連

基
準

よ
り

も
ア

ク
セ

ス
の

基
準

達
成

が
容

易
）で

の
給

水
率

を
、

策
定

時
点

の
35

％
か

ら
20

12
年

ま
で

に
98

％
に

改
善

す
る

こ
と

に
し

て
い

る
。

水
資

源
省

で
は

動
計

画
の

目
標

達
成

の
促

進
の

た
め

に
、

郡
水

事
務

所
の

人
材

育
成

と
能

力
強

化
、

低
コ

ス
ト

技
術

の
積

極
的

採
用

、
不

稼
動

施
設

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
主

要
戦

略
と

し
て

位
置

づ
け

て
お

り
、

南
部

諸
民

族
州

に
お

い
て

給
水

シ
ス

テ
ム

の
開

発
･維

持
管

理
に

か
か

る
能

力
の

向
上

を
は

か
る

と
い

う
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

エ
国

側
の

開
発

政
策

と
の

整
合

性
が

高
い

と
言

え
る

。

日
本

の
開

発
援

助
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

。
J
IC

A
国

別
事

業
展

開
計

画
の

中
で

、
①

農
業

･農
村

開
発

、
②

産
業

開
発

、
③

保
健

、
④

教
育

、
⑤

社
会

経
済

イ
ン

フ
ラ

、
⑥

生
活

用
水

の
管

理
、

が
、

援
助

重
点

分
野

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

的
は

、
⑥

の
生

活
用

水
の

管
理

に
合

致
し

て
お

り
、

J
IC

A
の

開
発

援
助

政
策

と
の

整
合

性
は

高
い

と
言

え
る

。

課
題

に
対

し
て

の
計

画
（プ

ロ
目

・ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

）の
実

施
根

拠
は

適
切

で
あ

っ
た

。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
Ｊ
ＩＣ

Ａ
が

技
術

協
力

機
関

と
し

て
人

づ
く
り

を
通

じ
て

、
エ

国
南

部
諸

民
族

州
の

給
水

シ
ス

テ
ム

の
開

発
･維

持
管

理
能

力
の

向
上

を
行

う
こ

と
を

支
援

す
る

も
の

で
あ

り
、

村
落

給
水

に
か

か
る

人
材

育
成

へ
の

需
要

に
答

え
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

妥
当

性
は

高
か

っ
た

。

日
本

の
技

術
の

比
較

優
位

性
は

あ
っ

た
か

？
（
日

本
の

ノ
ウ

ハ
ウ

・経
験

を
活

か
せ

た
協

力
内

容
だ

っ
た

か
？

）

南
部

諸
民

族
州

に
お

け
る

無
償

資
金

協
力

「南
部

諸
民

族
州

給
水

計
画

」を
通

じ
て

建
設

さ
れ

た
給

水
施

設
が

持
続

的
に

維
持

管
理

運
営

さ
れ

る
た

め
に

は
、

こ
れ

ら
の

給
水

施
設

の
あ

る
郡

の
郡

水
事

務
所

や
職

人
の

技
術

レ
ベ

ル
の

向
上

が
不

可
欠

で
あ

る
と

し
て

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

こ
れ

ら
の

郡
を

重
点

対
象

と
し

て
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

を
展

開
す

る
こ

と
に

し
た

。
ま

た
、

水
衛

生
組

合
強

化
に

つ
い

て
は

、
無

償
資

金
協

力
の

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

と
し

て
既

に
取

り
組

ま
れ

て
い

る
と

い
う

前
提

か
ら

、
そ

の
成

果
の

検
証

を
行

っ
た

上
で

ア
プ

ロ
ー

チ
を

引
き

継
ぐ

と
い

う
形

を
取

っ
た

。
ま

た
、

エ
国

で
は

、
地

下
水

開
発

･水
供

給
訓

練
計

画
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（E

W
T
E
C

）フ
ェ

ー
ズ

１
～

３
を

通
じ

て
、

給
水

人
材

の
育

成
や

ロ
ー

プ
ポ

ン
プ

普
及

に
係

る
技

術
開

発
と

職
人

の
育

成
を

実
施

し
て

き
た

。
E
W

T
E
C

を
通

じ
て

州
･県

事
務

所
の

職
員

の
能

力
の

強
化

が
図

ら
れ

て
お

り
、

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

人
材

育
成

計
画

の
南

部
州

版
と

し
て

、
特

に
郡

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
レ

ベ
ル

で
の

人
材

･組
織

能
力

の
強

化
を

図
る

こ
と

に
注

力
し

て
い

る
。

エ
国

や
南

部
諸

民
族

州
に

対
す

る
我

が
国

の
こ

れ
ま

で
の

協
力

事
業

の
有

効
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

が
総

体
と

し
て

高
め

ら
れ

る
協

力
内

容
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

外
部

条
件

の
変

化
の

有
無

：特
に

な
し

そ
の

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

周
辺

環
境

の
変

化
と

そ
の

影
響

：プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

請
･開

始
時

に
局

長
で

あ
っ

た
ジ

ャ
マ

ー
ル

氏
の

交
代

に
始

ま
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

本
格

実
施

の
2年

次
か

ら
エ

側
に

お
い

て
Ｂ

Ｐ
Ｒ

が
開

始
さ

れ
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
不

在
と

い
う

異
常

事
態

が
発

生
し

、
3
年

次
開

始
の

20
09

年
11

月
時

点
で

も
同

様
の

状
態

が
続

い
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

・ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
選

択
・タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
選

定
は

妥
当

で
あ

っ
た

か
。

3.
妥

当
性

2.
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

プ
ロ

セ
ス

そ
の

他
大

き
な

政
策

・周
辺

環
境

の
変

化
は

あ
っ

た
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
す

る
必

要
性

優
先

度

手
段

と
し

て
の

適
切

性
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測
達

成
見

込
み

は
あ

る
か

。

①
O

J
T
対

象
の

ワ
レ

ダ
が

村
落

給
水

シ
ス

テ
ム

の
不

稼
動

率
（A

cc
es

s 
ru

nn
ni

ng
 r

at
e)

を
改

善
す

る
、

②
O

J
T
対

象
の

ワ
レ

ダ
に

お
い

て
水

供
給

施
設

が
増

加
す

る
、

が
指

標
で

あ
る

。
中

間
レ

ビ
ュ

ー
現

在
に

至
る

ま
で

具
体

的
な

数
値

目
標

が
設

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

不
稼

働
率

の
軽

減
の

た
め

の
施

策
が

今
後

検
討

さ
れ

て
、

活
動

が
展

開
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
現

時
点

に
お

い
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

つ
い

て
は

不
明

で
あ

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

た
め

に
十

分
で

あ
っ

た
か

。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
①

州
･県

･郡
レ

ベ
ル

に
お

け
る

水
行

政
の

給
水

事
業

実
施

能
力

向
上

に
向

け
た

人
材

能
力

向
上

（ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

１
～

３
）、

②
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

故
障

時
の

迅
速

な
対

応
能

力
向

上
と

遊
休

施
設

の
減

少
を

目
し

た
維

持
管

理
体

制
の

強
化

（ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1～
5)

、
③

安
全

な
水

へ
の

背
癖

素
に

対
す

る
技

術
オ

プ
シ

ョ
ン

の
拡

大
（ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
６

）
、

の
3
つ

を
図

る
こ

と
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
｢南

部
諸

民
族

州
に

お
け

る
給

水
施

設
の

開
発

･維
持

管
理

に
お

け
る

総
合

的
能

力
が

改
善

さ
れ

る
」の

達
成

が
果

た
せ

る
と

い
う

形
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
デ

ザ
イ

ン
さ

れ
て

い
た

。
現

在
そ

れ
ぞ

れ
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
実

施
が

進
捗

し
て

い
る

が
、

州
･県

･郡
の

そ
れ

ぞ
れ

の
水

行
政

機
関

に
お

け
る

B
P

R
の

影
響

で
、

能
力

強
化

の
直

接
･間

接
裨

益
者

の
入

れ
替

わ
り

が
大

幅
に

あ
る

こ
と

、
人

的
･予

算
的

組
織

体
制

が
流

動
的

で
あ

る
た

め
に

、
重

点
対

象
郡

の
モ

デ
ル

事
業

の
試

行
は

日
本

人
専

門
家

で
推

進
で

き
る

も
の

の
、

そ
の

普
及

に
つ

い
て

は
課

題
が

大
き

い
。

現
状

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
実

施
体

制
が

続
い

た
場

合
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
は

、
非

常
に

困
難

で
あ

る
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

在
に

お
い

て
も

正
し

い
か

・ま
た

そ
の

影
響

は
あ

っ
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
、

「郡
政

府
に

よ
っ

て
水

セ
ク

タ
ー

へ
の

予
算

措
置

が
な

さ
れ

る
」で

あ
っ

た
。

郡
レ

ベ
ル

で
郡

政
府

か
ら

の
水

セ
ク

タ
ー

へ
の

予
算

措
置

は
職

員
の

給
与

な
ど

経
常

予
算

の
み

で
あ

り
、

郡
レ

ベ
ル

で
は

給
水

事
業

関
連

の
建

設
･維

持
管

理
費

用
は

州
水

資
源

開
発

局
経

由
の

援
助

機
関

か
ら

の
資

金
や

そ
れ

ぞ
れ

の
郡

で
活

動
す

る
Ｎ

Ｇ
Ｏ

に
依

存
す

る
状

態
が

続
い

て
い

る
。

こ
の

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

限
定

的
で

あ
る

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
産

出
度

合
い

は
適

切
か

。

本
案

件
は

、
20

07
年

12
月

－
20

08
年

6月
の

7
ヶ

月
間

に
渡

る
ス

テ
ー

ジ
1と

20
08

年
7
月

か
ら

20
1
1年

12
月

ま
で

の
42

ヶ
月

間
に

渡
る

ス
テ

ー
ジ

2と
二

つ
に

ス
テ

ー
ジ

を
分

け
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

ス
テ

ー
ジ

１
で

は
、

2年
時

以
降

終
年

ま
で

の
ス

テ
ー

ジ
２

の
活

動
計

画
が

策
定

さ
れ

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
0と

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

の
形

で
取

り
ま

と
め

ら
れ

た
。

し
か

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

そ
れ

ぞ
れ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

生
み

出
す

た
め

の
具

体
的

な
活

動
そ

れ
ぞ

れ
の

主
体

や
戦

略
、

併
せ

て
実

施
計

画
が

明
確

に
打

ち
出

さ
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
内

の
活

動
や

そ
の

戦
略

の
整

合
性

が
取

れ
て

い
な

い
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

１
～

３
と

及
び

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

6が
あ

る
と

い
う

こ
と

は
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

0
は

指
標

と
し

て
達

成
は

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
そ

の
精

度
が

低
か

っ
た

と
い

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
本

格
実

施
が

2年
度

か
ら

開
始

さ
れ

、
B

P
R

準
備

･実
施

に
よ

る
州

水
資

源
局

の
組

織
的

な
流

動
化

の
深

刻
な

影
響

を
受

け
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

そ
れ

ぞ
れ

の
産

出
度

合
い

が
低

め
ら

れ
る

結
果

と
な

っ
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

特
に

貢
献

し
て

い
る

要
因

は
あ

っ
た

か
。

特
に

な
し

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
産

出
を

阻
害

し
た

要
因

は
あ

る
か

。

本
案

件
は

、
20

07
年

12
月

－
20

08
年

6月
の

7
ヶ

月
間

に
渡

る
ス

テ
ー

ジ
1と

20
08

年
7
月

か
ら

20
1
1年

12
月

ま
で

の
42

ヶ
月

間
に

渡
る

ス
テ

ー
ジ

2と
二

つ
に

ス
テ

ー
ジ

を
分

け
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

ス
テ

ー
ジ

１
で

は
、

2
年

時
以

降
終

年
ま

で
の

ス
テ

ー
ジ

２
の

活
動

計
画

を
策

定
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
の

形
で

取
り

ま
と

め
ら

れ
た

。
本

案
件

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
が

総
和

ま
た

は
各

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

毎
で

は
な

く
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
導

き
出

す
イ

ン
プ

ッ
ト

（
例

：社
会

開
発

、
技

術
）毎

で
行

わ
れ

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

と
し

て
の

ア
ウ

ト
カ

ム
の

適
化

よ
り

も
、

各
専

門
家

そ
れ

ぞ
れ

が
適

と
考

え
る

計
画

が
策

定
さ

れ
、

活
動

毎
の

効
率

や
結

果
が

追
求

さ
れ

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
の

総
和

的
な

結
果

を
生

み
出

せ
ず

、
目

標
達

成
に

必
要

な
全

体
戦

略
も

不
在

で
あ

る
こ

と
が

阻
害

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。
社

会
開

発
を

担
当

し
て

き
た

W
at

er
 S

up
pl

y 
S
er

vi
ce

s 
Im

pr
o
ve

m
en

t,
C

o
m

m
un

it
y 

P
ar

ti
ci

pa
ti
o
n 

an
d 

T
ra

in
in

g 
S
er

vi
ce

sが
Ｂ

Ｐ
Ｒ

後
に

部
局

と
し

て
設

置
さ

れ
ず

、
新

た
に

W
at

e
r 

an
d
 S

an
it
at

io
n
 P

ro
ce

ss
 の

中
で

担
当

職
員

が
配

置
さ

れ
る

方
向

が
打

ち
出

さ
れ

た
。

2
年

次
の

活
動

中
に

も
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

多
く
が

暫
定

的
新

体
制

か
ら

は
ず

れ
、

実
質

的
な

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
Ｇ

ＩＳ
を

除
き

不
在

で
あ

り
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

へ
の

技
術

移
転

を
第

一
義

と
す

る
技

術
協

力
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

の
実

施
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

。

4
.

有
効

性

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
産

出

因
果

関
係
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ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

充
分

な
活

動
で

あ
っ

た
か

。

本
案

件
は

、
20

07
年

12
月

－
20

08
年

6月
の

7
ヶ

月
間

に
渡

る
ス

テ
ー

ジ
1と

20
08

年
7
月

か
ら

20
1
1年

12
月

ま
で

の
42

ヶ
月

間
に

渡
る

ス
テ

ー
ジ

2と
二

つ
に

ス
テ

ー
ジ

を
分

け
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

ス
テ

ー
ジ

１
で

は
、

2
年

時
以

降
終

年
ま

で
の

ス
テ

ー
ジ

２
の

活
動

計
画

を
策

定
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
の

形
で

取
り

ま
と

め
ら

れ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ド

キ
ュ

メ
ン

ト
に

基
づ

き
、

詳
細

な
業

務
指

示
書

が
作

成
さ

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

専
門

家
は

指
示

書
に

応
じ

て
、

活
動

の
計

画
実

施
を

行
っ

て
来

て
い

る
。

し
か

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

そ
れ

ぞ
れ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

生
み

出
す

た
め

の
具

体
的

な
活

動
そ

れ
ぞ

れ
の

主
体

や
戦

略
、

併
せ

て
実

施
計

画
が

明
確

に
打

ち
出

さ
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
内

の
活

動
や

そ
の

戦
略

の
整

合
性

が
取

れ
て

い
な

い
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

１
～

３
と

及
び

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

6
が

あ
り

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

産
出

す
る

た
め

の
活

動
が

十
分

で
あ

っ
た

か
、

と
い

う
判

断
に

は
困

難
が

伴
っ

た
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め
に

充
分

な
投

入
で

あ
っ

た
か

。
投

入
と

し
て

一
番

課
題

が
多

い
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
の

が
、

エ
側

の
適

切
な

人
数

と
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
を

持
っ

た
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
配

置
と

研
修

参
加

者
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
事

業
実

施
に

係
る

日
当

な
ど

の
費

用
負

担
で

あ
り

、
投

入
と

し
て

十
分

で
あ

っ
た

と
は

言
え

な
い

。

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
い

た
る

ま
で

の
外

部
条

件
の

影
響

は
あ

っ
た

か
。

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

へ
の

外
部

条
件

は
、

「
州

水
資

源
局

及
び

郡
水

資
源

事
務

所
に

お
け

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

移
動

が
な

い
」で

あ
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
本

格
実

施
が

始
ま

っ
た

2年
次

開
始

以
降

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
に

い
た

る
ま

で
Ｂ

Ｐ
Ｒ

に
よ

り
特

に
州

水
資

源
局

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

多
忙

･不
在

･暫
定

人
事

に
よ

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

カ
ウ

ン
タ

ー
ト

が
1

名
を

除
き

不
在

と
い

う
異

常
事

態
が

続
い

て
い

る
た

め
、

当
外

部
条

件
の

影
響

は
非

常
に

深
刻

で
あ

る
。

専
門

家
派

遣
（人

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

分
野

）：
分

野
、

人
数

に
つ

い
て

は
、

計
画

通
り

の
派

遣
で

あ
り

、
概

ね
適

切
で

あ
っ

た
。

（た
だ

し
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

１
～

３
の

Ｇ
ＩＳ

を
除

く
技

術
分

野
に

つ
い

て
は

、
地

下
水

専
門

家
の

業
務

内
容

･研
修

に
つ

い
て

総
括

か
ら

疑
問

が
提

示
さ

れ
た

り
、

ま
た

総
括

が
担

当
す

る
部

分
に

つ
い

て
は

2年
次

に
開

始
さ

れ
た

南
部

州
の

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

ー
調

査
の

結
果

を
待

っ
て

具
体

的
な

戦
略

を
決

め
る

と
い

う
こ

と
で

、
活

動
計

画
も

検
討

さ
れ

て
い

な
い

状
態

で
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
派

遣
期

間
と

成
果

達
成

度
の

適
切

性
に

つ
い

て
は

議
論

が
必

要
と

な
る

。
更

に
、

本
格

実
施

が
始

ま
っ

た
2年

次
初

め
か

ら
Ｂ

Ｐ
Ｒ

に
よ

り
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

実
質

的
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

主
体

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
な

い
状

況
が

生
じ

て
い

た
中

で
計

画
通

り
に

専
門

家
を

派
遣

す
る

と
い

う
投

入
を

行
っ

た
こ

と
を

適
切

と
判

断
す

べ
き

な
の

か
、

に
つ

い
て

も
議

論
が

求
め

ら
れ

る
。

）

供
与

機
材

（種
類

、
機

種
、

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
）：

概
ね

適
切

で
あ

っ
た

と
言

え
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

費
（量

、
タ

イ
ミ

ン
グ

）：
概

ね
適

切
で

あ
る

と
言

え
る

。

活
用

さ
れ

な
か

っ
た

投
入

の
有

無
：特

に
な

し

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
配

置
（人

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

分
野

）：
20

0
8年

9月
以

降
、

行
政

改
革

（Ｂ
Ｐ

Ｒ
）が

進
捗

し
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
多

忙
を

極
め

、
ま

た
ポ

ス
ト

か
ら

の
異

動
･入

れ
替

え
が

あ
っ

た
。

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

に
お

い
て

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

し
て

公
式

に
任

命
を

受
け

て
い

る
州

水
資

源
省

職
員

は
い

な
い

。

提
供

さ
れ

た
施

設
設

備
の

適
正

度
（
規

模
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

質
）：

W
R

D
B

内
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

用
の

オ
フ

ィ
ス

・
作

業
ス

ペ
ー

ス
が

確
保

さ
れ

て
い

た
。

3
年

次
に

入
る

前
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

オ
フ

ィ
ス

の
移

動
が

あ
り

、
今

後
専

門
家

が
複

数
派

遣
さ

れ
て

い
る

時
期

に
は

手
狭

に
な

る
と

予
想

さ
れ

る
。

上
位

目
標

の
達

成
は

見
込

め
る

か
。

数
値

目
標

は
、

1年
次

局
側

で
設

定
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
09

年
の

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

ー
の

結
果

、
実

際
の

給
水

率
は

こ
れ

ま
で

公
表

し
た

推
定

給
水

率
の

半
分

程
度

と
い

う
低

レ
ベ

ル
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

、
W

R
D

B
は

再
度

5ヵ
年

計
画

な
ど

で
目

標
設

定
を

行
う

予
定

と
な

っ
て

い
る

。
3年

次
の

局
側

計
画

確
定

に
よ

り
、

評
価

方
法

を
確

立
す

る
予

定
と

な
っ

て
い

る
。

当
上

位
目

標
達

成
に

は
、

州
水

資
源

開
発

局
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

よ
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
諸

活
動

に
よ

る
実

証
効

果
が

州
レ

ベ
ル

で
継

続
的

に
普

及
さ

れ
る

こ
と

と
同

時
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
に

そ
の

た
め

に
必

要
な

普
及

の
土

台
の

構
築

が
さ

れ
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
。

し
か

し
、

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
点

で
は

B
P

R
に

よ
る

州
水

資
源

開
発

局
の

組
織

体
制

が
非

常
に

脆
弱

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
能

力
強

化
及

び
当

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
支

援
す

る
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

組
織

内
で

の
活

用
･内

在
化

の
構

築
は

難
し

い
と

言
わ

ざ
る

を
得

ず
、

現
時

点
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

も
か

な
り

の
困

難
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
上

位
目

標
の

達
成

に
つ

い
て

も
か

な
り

難
し

い
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

。

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

。
20

08
年

9月
か

ら
行

政
改

革
が

進
み

、
州

水
資

源
局

内
、

ワ
レ

ダ
水

事
務

所
で

も
職

員
の

配
置

の
入

れ
替

わ
り

、
暫

定
任

命
、

な
ど

が
行

わ
れ

、
組

織
体

制
が

非
常

に
流

動
的

で
あ

る
。

終
わ

り
の

見
え

な
い

行
政

改
革

と
そ

の
結

果
と

し
て

組
織

の
脆

弱
化

も
予

想
さ

れ
、

上
位

目
標

の
み

な
ら

ず
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

の
阻

害
要

因
と

な
っ

て
い

る
。

現
時

点
で

は
想

定
で

き
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

が
上

位
目

標
に

い
た

る
ま

で
の

そ
の

他
外

部
条

件
の

有
無

と
そ

の
影

響
：「

南
部

諸
民

族
州

政
府

が
村

落
給

水
に

か
か

る
開

発
政

策
を

変
更

し
な

い
」
と

い
う

規
定

の
外

部
条

件
で

は
、

策
定

さ
れ

た
開

発
政

策
が

変
わ

ら
な

い
こ

と
に

重
点

が
置

か
れ

て
い

る
が

、
そ

も
そ

も
論

と
し

て
こ

の
開

発
政

策
を

実
施

す
る

べ
き

村
落

給
水

に
か

か
る

行
政

機
関

の
人

的
配

備
と

体
制

整
備

が
必

要
で

あ
る

た
め

、
外

部
条

件
と

し
て

加
え

る
の

か
議

論
が

必
要

で
あ

る
。

想
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

プ
ラ

ス
の

影
響

は
あ

る
か

。
特

に
確

認
さ

れ
て

い
な

い

現
時

点
で

は
マ

イ
ナ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。

政
策

、
法

律
･制

度
･基

準
等

の
整

備
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・
人

権
・貧

富
な

ど
社

会
・文

化
的

側
面

、
技

術
面

で
の

変
革

、
対

象
社

会
・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

・受
益

者
な

ど
へ

の
経

済
的

影
響

な
ど

：
特

に
な

し

活
動

を
実

施
す

る
た

め
に

過
不

足
な

く
量

・
質

の
投

入
が

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標

に
い

た
る

ま
で

の
外

部
条

件
の

影
響

は
想

定
さ

れ
る

か
。

想
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
は

あ
る

か
。

因
果

関
係

6.
イ

ン
パ

ク
ト

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

5.
効

率
性

タ
イ

ミ
ン

グ
・
質

・
量

因
果

関
係
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政
策

・制
度

面
水

供
給

に
関

す
る

エ
政

府
の

政
策

支
援

は
協

力
終

了
後

も
継

続
す

る
か

？

エ
チ

オ
ピ

ア
政

府
と

し
て

、
村

落
給

水
率

の
向

上
を

目
指

し
、

維
持

管
理

推
進

、
適

正
技

術
利

用
の

方
向

性
は

変
わ

ら
な

い
。

そ
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
レ

ベ
ル

は
水

資
源

省
レ

ベ
ル

で
は

高
い

こ
と

か
ら

、
政

策
的

支
援

が
継

続
さ

れ
る

こ
と

は
間

違
い

な
い

。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

（技
術

、
教

科
書

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

Ｇ
ＩＳ

地
図

な
ど

）
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
し

て
活

用
さ

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

は
で

き
て

い
る

か
？

具
体

的
な

計
画

、
人

材
配

置
な

ど
全

体
的

な
仕

組
み

に
つ

い
て

は
情

報
が

入
手

で
き

な
か

っ
た

。

W
R

D
B

は
村

落
給

水
率

の
向

上
を

目
指

し
給

水
シ

ス
テ

ム
の

開
発

･維
持

管
理

を
発

展
さ

せ
て

い
く
組

織
力

は
あ

る
か

。

村
落

給
水

率
の

向
上

を
目

指
し

、
維

持
管

理
推

進
、

適
正

技
術

利
用

に
か

か
る

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
技

能
向

上
に

つ
い

て
は

必
要

性
は

関
係

者
が

一
致

し
て

認
め

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
Ｂ

Ｐ
Ｒ

の
影

響
か

ら
そ

の
強

化
に

つ
い

て
の

具
体

的
な

活
動

は
緒

に
つ

い
た

ば
か

り
で

あ
る

。
W

R
D

B
組

織
全

体
と

し
て

の
能

力
・体

制
に

つ
い

て
評

価
す

る
に

は
、

Ｂ
Ｐ

Ｒ
進

捗
中

で
組

織
が

非
常

に
流

動
的

な
た

め
、

現
段

階
で

は
十

分
な

情
報

が
得

ら
れ

て
い

な
い

。

予
算

の
確

保
は

行
わ

れ
て

い
る

か
。

ま
た

村
落

給
水

の
開

発
･維

持
管

理
に

か
か

る
予

算
が

増
え

る
可

能
性

は
ど

の
程

度
あ

る
か

。

郡
レ

ベ
ル

で
郡

政
府

か
ら

の
水

セ
ク

タ
ー

へ
の

予
算

措
置

は
職

員
の

給
与

な
ど

経
常

予
算

の
み

で
あ

り
、

郡
レ

ベ
ル

で
は

給
水

事
業

関
連

の
建

設
･維

持
管

理
費

用
は

州
水

資
源

開
発

局
経

由
の

援
助

機
関

か
ら

の
資

金
や

そ
れ

ぞ
れ

の
郡

で
活

動
す

る
Ｎ

Ｇ
Ｏ

に
依

存
す

る
状

態
が

続
い

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
つ

い
て

も
州

水
資

源
局

か
ら

は
予

算
措

置
・支

出
が

行
な

わ
れ

て
お

ら
ず

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
維

持
・拡

大
す

る
た

め
の

活
動

予
算

を
確

保
で

き
る

可
能

性
は

低
い

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
開

発
し

た
技

術
・マ

ニ
ュ

ア
ル

等
は

、
実

地
で

活
用

さ
れ

て
い

る
か

？
あ

る
い

は
そ

の
見

込
み

が
あ

る
か

？

Ｇ
ＩＳ

水
理

地
図

、
ロ

ー
プ

ポ
ン

プ
、

な
ど

の
利

用
に

つ
い

て
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

W
R

D
B

が
継

続
す

る
可

能
性

が
高

い
と

見
ら

れ
て

い
る

が
、

実
際

の
運

用
に

係
る

能
力

に
つ

い
て

は
今

後
の

課
題

で
、

現
時

点
で

は
十

分
に

情
報

が
得

ら
れ

て
い

な
い

。

資
機

材
の

維
持

管
理

を
W

R
D

B
が

独
自

に
行

え
る

か
。

調
達

さ
れ

た
機

材
は

W
R

D
B

と
し

て
適

切
な

対
応

が
さ

れ
る

見
込

み
が

高
い

。

W
R

D
B

職
員

の
技

術
・能

力
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
自

力
で

活
動

を
継

続
で

き
る

水
準

に
向

上
し

た
か

？

個
別

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
適

切
な

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
配

備
さ

れ
る

こ
と

、
ま

た
配

備
さ

れ
た

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
継

続
的

に
担

当
業

務
を

続
け

る
よ

う
組

織
的

な
人

材
配

備
が

行
わ

れ
る

こ
と

、
な

ど
の

条
件

が
整

備
さ

れ
な

け
れ

ば
、

依
然

と
し

て
日

本
人

専
門

家
に

よ
る

技
術

指
導

が
必

要
で

あ
る

と
言

え
る

。

社
会

・文
化

・環
境

面

社
会

的
弱

者
、

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続
的

効
果

を
妨

げ
る

可
能

性
は

。
特

に
な

し

そ
の

他
自

立
発

展
性

を
阻

害
す

る
そ

の
他

の
理

由
は

。
州

に
よ

る
人

材
育

成
や

政
策

整
備

に
か

か
る

予
算

措
置

と
そ

の
執

行
体

制
の

未
整

備

7
.

自
立

発
展

性

技
術

面

組
織

・財
政

面
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プ
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案
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 

上
位

目
標

 

活
動

 

6
重

点
対

象
郡

に
お

い
て

給
水

シ
ス

テ
ム

の
維

持
管

理
能

力
が

向
上

す
る

 
6

重
点

対
象

郡
に

お
い

て
 

水
計

画
が

策
定

さ
れ

る
 

・ 
6

重
点

対
象

郡
の

ｲ
ﾝ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄﾘ

ｰ
ﾃ
ﾞ

ｰ
ﾀ
を

用
い

て
、

G
IS

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

の
入

力
・
構

築
が

さ
れ

る
。

 
・ 

州
水

資
源

局
の

実
施

す
る

ｲ
ﾝ
ﾍ

ﾞ
ﾝ

ﾄ
ﾘ
ｰ

調
査

の
調

査
項

目
に

か

か
る

提
言

を
行

う
。

 
・ 

州
水

資
源

局
に

対
し

G
IS

の
T
O

T
研

修
を

行
う

。
 

・ 
研

修
を

受
け

た
州

水
資

源
局

職
員

に
よ

る
県

水
事

務
所

職
員

対
象

の
G

IS
研

修
を

実
施

す
る

。
 

・ 
研

修
を

受
け

た
県

事
務

所
職

員
に

よ
っ

て
定

期
的

な
ﾃ

ﾞｰ
ﾀ
更

新
が

行
わ

れ
る

よ
う

指
導

す
る

。
 

・ 
郡

水
事

務
所

職
員

に
よ

っ
て

必
要

な
情

報
項

目
を

包
括

し
た

ｲ
ﾝ

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄﾘ
ｰ

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
が

正
確

に
収

集
さ

れ
る

様
指

導
す

る
。

 
・ 

6
重

点
対

象
郡

の
効

果
的

な
水

資
源

開
発

お
よ

び
管

理
の

た
め

の
G

IS
主

題
図

を
作

成
す

る
。

 
・ 

県
と

6
重

点
対

象
郡

間
に

G
IS

主
題

図
が

共
有

さ
れ

る
体

制
を

作
る

。
 

・ 
州

水
資

源
局

の
W

at
e
r 

&
S
an

it
at

io
n 

P
ro

ce
ss

に
適

正
技

術
移

転
グ

ル
ー

プ
を

組
成

し
、

T
O

T
を

行
う

。
 

・ 
R

P
ﾏ

ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
を

ｱ
ﾑ

ﾊ
ﾗ
語

へ
翻

訳
し

、
配

布
す

る
。

 
・ 

郡
職

員
対

象
の

R
P

研
修

を
実

施
す

る
。

 
・ 

郡
の

ｻ
ｲ
ﾄ選

定
を

支
援

す
る

。
・ 

6
0

台
の

R
P

の
設

置
を

行
う

。
・ 

R
P

ﾓ
ﾆ

ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ（

高
耐

久
モ

デ
ル

の
ﾓ

ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの

一
環

と
し

て
ｱ

ﾙ
ﾊ

ﾞﾐ
ﾝ
ﾁ

の
製

造
業

者
に

対
す

る
同

モ
デ

ル
の

普
及

指
導

も
併

せ
て

行
う

）
 

・ 
R

P
普

及
モ

デ
ル

の
広

報
（

終
年

度
に

ｱ
ﾃ

ﾞｨ
ｽ

で
水

資
源

省
開

催
・
援

助
機

関
水

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟな

ど
通

じ
て

の
広

報
の

在
り

方
を

工
夫

し
て

）行
う

。
 

・ 
他

3
州

に
お

い
て

も
R

P
の

普
及

ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

を
作

る
た

め
に

設
置

・
品

質
管

理
に

か
か

る
研

修
を

実
施

す
る

。
 

南
部

諸
民

族
州

の
給

水
シ

ス
テ

ム
の

開
発

、
維

持
管

理
能

力
が

向
上

す
る

南
部

諸
民

族
州

に
お

い
て

給
水

シ
ス

テ
ム

の
持

続
性

が
向

上
す

る

6
重

点
対

象
郡

に
お

い
て

ロ
ー

プ

ポ
ン

プ
の

普
及

基
盤

が
作

ら
れ

る

・ 
6

重
点

対
象

郡
の

ｲ
ﾝ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄﾘ

ｰ
調

査
の

結
果

を
精

査
し

、
州

・
県

・
郡

水
事

務
所

の
職

員
と

共
に

不
稼

動
要

因
解

明
の

為
の

現
地

踏
査

を
行

う
。

 
・ 

ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ・

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
の

不
稼

動
要

因
を

大
別

し
、

要
因

別
の

修
理

･維
持

管
理

法
の

検
討

を
郡

職
員

と
共

に
行

う
。

 

・ 
不

稼
動

要
因

別
の

村
落

給
水

施
設

（
ﾊ

ﾝ
ﾄﾞ

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ・

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ）

修
理

/維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

。
 

・ 
上

記
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

用
い

て
、

修
理

/予
防

維
持

管
理

研
修

を
不

稼
動

施
設

現
場

で
の

O
J
T

を
柱

と
し

て
郡

水
事

務
所

職
員

や
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
の

技
術

担
当

者
に

対
し

て
行

う
。

 

・ 
州

ま
た

は
県

の
職

員
が

上
記

研
修

を
実

施
で

き
る

よ
う

T
O

T
を

行
う

。
 

・ 
上

記
研

修
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

･マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

。
 

・ 
研

修
の

際
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

受
け

て
、

村
落

給
水

施
設

修
理

･維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
訂

を
行

う
。

 

・ 
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
州

を
通

じ
て

郡
事

務
所

に
配

布
さ

れ
、

郡
事

務
所

職
員

に
よ

っ
て

用
い

ら
れ

、
か

つ
州

職
員

が
問

い
合

わ
せ

を
受

け
た

時
に

技
術

指
導

が
で

き
る

よ
う

T
O

T
を

行
う

。
 

・ 
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
供

給
網

の
モ

デ
ル

案
の

作
成

と
試

行
を

行
う

。
 

・ 
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
供

給
網

の
モ

デ
ル

案
の

試
行

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
を

行
う

。
 

・ 
ス

ペ
ア

パ
ー

ツ
供

給
網

構
築

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

を
支

援
す

る
。

 
・ 

ス
ペ

ア
パ

ー
ツ

ア
ウ

ト
レ

ッ
ト

に
お

い
て

ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ・

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
の

供
給

が
さ

れ
る

よ
う

支
援

す
る

。
 

・ 
郡

水
事

務
所

や
水

衛
生

組
合

が
部

品
や

価
格

等
の

情
報

を
入

手
で

き
る

様
な

仕
組

み
を

作
る

。
 

・ 
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨﾚ

ﾍ
ﾞﾙ

の
利

用
者

が
継

続
的

に
給

水
施

設
の

維
持

管
理

が
で

き
る

よ
う

に
、

①
郡

水
事

務
所

に
よ

っ
て

行
わ

れ
る

水
衛

生
組

合
の

組
織

力
強

化
活

動
を

支
援

す
る

、
②

水
衛

生
組

合
･ﾃ

ﾞﾓ
用

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
利

用
者

に
対

し
ﾊ

ﾝ
ﾄﾞ

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ・

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
の

簡
易

修
理

･予
備

維
持

管
理

研
修

を
実

施
す

る
、

③
水

衛
生

組
合

が
日

常
的

に
用

い
る

こ
と

の
で

き
る

簡
易

修
理

･予
備

維
持

管
理

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
を

作
成

す
る

、
④

郡
水

事
務

所
に

よ
る

水
衛

生
組

合
支

援
活

動
の

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ･

評
価

を
行

う
。

 
・ 

6
重

点
対

象
郡

の
修

理
･維

持
管

理
情

報
が

州
水

資
源

局
に

よ
っ

て
集

約
・更

新
さ

れ
る

よ
う

支
援

す
る

。
 

・
G

IS
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
が

県
・郡

の
維

持
管

理
の

活
動

計
画

策
定

･モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
用

い
ら

れ
る

様
に

働
き

か
け

る
。

G
IS

 

情
報

管
理

 

社
会

開
発

 

村
落

衛
生

村
落

給
水

 

（
ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ）

 

社
会

経
済

 

（
ｻ

ﾌ
ﾟﾗ

ｲ
ﾁ
ｪｰ

ﾝ
）

村
落

給
水

 

（
維

持
管

理
）

G
IS

 

情
報

管
理

 

実
施

担
当

 
村

落
給

水
 

（
ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ）

給
水

シ
ス

テ
ム

の
開

発
能

力
の

向
上

 
給

水
シ

ス
テ

ム
の

維
持

管
理

能
力

の
向

上
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